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設備更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メーター
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IM- - … ー し た 内 容 を ベー 問 題 一

社会状況を織り込み、最新の技術情報を盛り込むべく新たに書き起こしたもので、幸先筆には、東畑建築事務所、日建設

計、安井建築5宣言十事務所、大阪力' ス、関西電力の設備設詐者が当たり、編集委員会てす佳誌を重ねましむ

第一線て活躍する設備設詐替が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て雷扇した問題を掘り起こしその解決

起塁択肢て示した本容は、意匠諒博のみならず、初歩の設備諒十者にも矧固の'資料になるものと思います。

本吉のお求め肱全国のill J6で!!

間日本建諜協会( 〒53財布耐区梅田1 - 1-3

-2100TEI瓜 -348- 郎35、FAX06-348- 侃34}

では、害月価格件送斜実費) で飯売しますの

で、本会までご註: 5 c 下さい。
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茶室見学会(第4回)

大徳寺

緊光院の茶室と

真珠庵の庭玉軒

日 本建 築協会

6 a: 

冨 回

このたびの大震災に当たり、被災地域 多数を数え、事務的な面から調査梢守 当されます方は、その手続き等につい

の会員各位におかれましては、多大の き属かなかった点につきましては、深 て、下記あてご照会をいただきますよ

精神的・肉体的あるいは物質的な被害 くお詫び申し上げる次第です。 うお願い申し上げます。

を蒙られましたことと、心からお見舞 どうかご健康に留意されまして、 l 日 記

い申し上げます。 も早〈物心両面に亘り立ち直られます 〒530 大阪市北区梅田トト3-2100

早遮皆様のこ安否等をお尋ねすべき ょう祈念するところです。 大阪駅前第 3 ピル21F

ではありましたが、当協会の被災地域 つきましては、協会は、お見舞に代えま 日本建築協会事務局総務課

の会員数は、災害事文助法で災害地域と して、住居または事務所が全半壊或い TEL 06-348-0635 

して指定された地域だけでも個人会 は全半焼 された会員に平成 7年度の会

員・団体会員を含め800名 ・社を越える 費を全額免除させて頂きますので、該

「建築と社会」では、毎月テーマを変え . ご用意願う原稿〔提出資料〕

て特集号を組んでいますが、 8月号で 1. 写 真 外 観 ・内部のプリント 2

は昨年に引き続き、広〈会員の優れた ｾＳ 枚程度Ｈサイズはキ

作品をご紹介するため、ここ数年間に ャピネ申坪皇室)

設計された会員各位の作品で、誌直に 2 .概 要 作品名称と所在地設計

取り上げられていないものを掲載し、 者 ・施工者名、敷地面積 ・

特集号を組む予定にしております。 建築面積・延床面積・術室

よりますが、原則として、 l社 (1人)

|作品・ | 頁( 予定) 掲載とします。

3 建物の補数や特殊な面については、

編集にあたって簡明な補足説明を

お願いする場合がありますカえその

折には是非こ協力下さい。

4 応募作品が多数の場合、誌面綴集ム

建築作品やランドスケープデザイン・ 規模・工期など。 8月号に掲載できないこともありま

インテリアデサ.イン等建築に関係のあ 3 説明文設計上の柑教や苦心され すので、ご了承下さい。

るものなら種別は聞いませんので、下 た点について500字以内で ・原稿期日及ぴ送付先

記要項に基づいて原稿資料をご送付下 こ執筆下さい。 1. 期 日 1995年 6 月15日附 [必着]

さるようこ案内申し上げます。 ・掲載に際しての補足 2. 送付先キ封司法人日本建築協会

副主去人日本建築協会 | 掲載車ヰはいただきません。但し、掲 編集委員会

編集委員会 童文写真は白黒とし、こ提出いただい 8 月号会員作品特集引系

た写真を掲載します。 〒530 大阪市北区梅田

* 写真の撮影者名は、必ず陥己願い

ます。

2. 掲載頁数は、こ協力頂ける点数にも

|丁目ト3-2100

TEL.  06-348-0632 

FAX. 06- 348- 0634 

日 時 1995年 4月22 日出

ＱＳＺＰＰｾ＠ 15:30 

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

講 師 中村昌生/ 京都工繊大名誉教授

集 合 大 徳 寺 総 門 付 近

京都市北区紫野大徳寺町58

参 加 費 会 員 3，000円、一般 4，0∞円

* 含、お供え約 2，000円

申 込 4 月13日同 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催し名 ( 茶室見学会)

2) 氏名

3) 会員 ・ー「般のj J lJ

4) 職場名

5) 事効属耳目送先

緊 光 院 の 閑 隠 席 真 珠 庵 の 庭 玉 軒

禁光院の茶室( 重文) られたものと思われる。踏込式の桝床

千利休をはじめ三千家歴代の墓所とし を設け、入口は二枚障子の貴人口の形

ても知られる棄光院には、茶室「閑隠 式で、簡潔な構成に纏められている。

席」と「粉床席」がある。 真珠庵の庭王軒( 童文)

本堂( 室町時代) の背後の書院に造り込 本堂の後方に建つ書慌通仙院に付属す

まれた茶室である。閑隠席は三畳敷、西 る茶室で、金森宗利の好みと伝えられ

6) 連絡先電話番号 側に蹴ロを聞き低〈庇を付けおろして

をお知らせ願います。 巧みに外観を形成する。前方の露地も

* 参力信正を 4 月14日悩に 簡にして要を得た造りである。下座床

発送します。 を構え、点前座は中柱を立てた台自僑

申込先 (初日本建築協会事業諜 ぇ、利休7tの正統な作風を示す。手Ij休

大阪市北区梅田ト| 〒530 150年忌の折りに千家から郡付された。

大F思 R前第 3 ピル21階 関隠席の東に水屋三畳を挟んで桝床席

FAX 348-0634 TEL 348-0633 がある。文政 7 年に水屋と同時に建て

る。ニ畳台目下座床、中潜から手前の内

臨也を屋内化した陣平を伽日している

のが大きな特色で、これを宗和は自邸

でも試みていた。 出炉の席としては最

小の規模で、かつ三段の天井を組み入

れた複雑な構成をもちながら、煩わしさ

に陥らず安定感とゆとりに富む空間に

イ土上げられている。 ( 中村畠生)

建築と社会 ・1995.3
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大阪ワールドトレードセンター

見学会

雑コンサートホール

見学会

2  

日 時 1995年 5月11日附 大阪ベイエリアの新都心コスモスクエ

ＱＴ ・ ＰＰｾＱＶ ・ ＳＰ アの中核となる大阪ワールドトレード

講師; 工副敏史/ 日建設計雪崩主管 センタービルデイングは、世界の20哨

定 員 |∞人 市とwrcネットワークで結ばれる世界

* 申込者多数の場合は抽選 貿易センター( 本部ニューヨーク) の拠

集 合 現 地 点として、国際化を目指す大阪の新し

大阪市住之江区南港北H H い象徴となる。

* ニュー 卜ラム「中ふE貝J 駅か

ら徒歩約 5 分

参 加 費 会 員 1，000円、→宣 2，000円

申 込 4 月25日ωまでに、ハカ・キ、

Ff J : X 、電話でお申込み下さい。

1) 催し名 ( WT C見学会J

2) 氏名

3) 会員 ・→宣の別

4) 職場名

5) 参カ時腫E送先

6) 連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参効暗正を 4 月26日嗣に突当迭

します。

申込先悩日本建築協会事業課

大阪市北区嶋田卜| 干530

大阪駅前第 3 ビル21階

FfJ:X 348- 0634 TEL 348- 0633 

音楽と建築と都市。設計は三つの通奏

低音の上て繰り広げられた。コンサー

トホールというビルデイング・タイプ

に固有の音響的な議論と、京都という

場所に建物を定位させるための都市的

な議論、両者の影響圏の中で建築的な

西日本一・高さ 252mの外観は、空と、

その空を青〈映し出した反射ガラスの

カーテンウォーJレの中で、概盆体が白

〈強調され垂直性を力強く欝見してい

る。 また頂官官の逆四角錐lニオーノ Tーハ

ングされている展望フロアの、ンルエッ

卜がスカイラインを補数づけている。

外装のカーテンウオールは、梁部を除

いて床から天井までを車盈1全のある二

重ガラスで構成されている。昼はオフ

ィスゾーンに明るい自然光を取り込む

のに対して、夜lま光のタワーとして表

現される。

またイ民層部にある、ガラス シャフ卜に

24台のEVが舞い降りる20m吹抜のヱン

トランスロビーや、様々なイベントに対

応できる市旬3000m' のアトリウム空間カミ

ビルを印象づけている。

G耳リ敏史)

ホールを、立方体格子は各ホールのホ

ワイエを内包している。これらは京都

の都市構造に内在する三つの軸線(真

北、磁針t入亥) に沿って微妙にズレなが

ら配列される。円筒型の中に納められ

たスロープは、その娘旋運動を通じて

- 建築概要

所 在 地 大阪市住之江区南港 北1- 1トl

設 日十 日建t空間 ・マンシーニ・ダフィー] V

監 理 臼 建 設 計

1ii 工 大林・ 鹿島 ・三井・鴻池 ・銭高 ・

東急・奥村 ・西松五洋 ・日本国

土 ・タ ー ナー] V

敷地而積 20，000耐

建築面積 11 ，000m'  

延床面積 150，000m'  

t膏造規模 S ' SRC、 83・55F

最前向き 252m 

工 期 1991年 2 月ー 1995年 3月

日 時 1995年 5月16 日ω

ＱＴＺＰＰｾ＠ 17:00 

講 師 松 本 文 夫/ 磯崎新アトリエ

寺田哲也. /J V所長

定 員 100人

* 申込者多数の場合は抽曜

実体が構想されていった。 動線を大・小ホールに分配するととも 集 合 王 殿 也

建物は三つの幾何学的基本形から成り に、音楽的な高揚に至る序走の空間と 京都市左京区下鴨半木町| ー5

立っている。直方体はシューボ ックス して位置づけられている。外部仕上は、 * 地下鉄「ゴヒ山」駅から l 介

型の大ホールを、円筒型はエン卜ラン 都市的文脈に無理なく接合される「い 参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

スホールと上部に内接する六角形の小 ぷ し銀J というイメージを出発点とし 申 込 5 月 9 日(刈までに、ハガキ、

模索を重ねる中から、いくつかの新し Ff J : X 、電話でお申込み下さい。

い萎号見を試みている。 ( 松本文夫) 1) 催し名( 京都コンサートホ

- 建築概要

所 在 地 京都市左京区下鴨半木町1-5

事業主体 ・監 樫 京 都 市

設官1・監理 磯 崎 新 ア ト リ エ

施 工 吋'/1)( • 東 急 Ｇ ｾ Ｇｉ 日 ｉ ＡｦＭｊ ｖ

敷地而績 9，900m'  

建築面積 5，380.3m'  

延床面積 22，442.3耐

t舟造.¥!I. tSi RC ・5、82・5F

工 期 1992年 9 月ー 1995年 3 月

オープン 1995年10月

ール見学会)

2) 氏名

3) 会員・一般の別

4) 職場名

5) 初 晴HB送先

6) 連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参カ時正を 5 月10日嗣に発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区権問卜| 干530

大阪駅前第 3 ピル21階

F  fJ:X 348- 0634 TEL 348-0633 



出版委員会企画

新しい耐震設計と

日 時 1995年 5 月10 日(羽

第13回

開場 14:30 開会 15:00→閉会17:00

プ口のノウハウ講座

構造コスト

会 場 大 阪 府 建 築 健 保 会 館 ・ 6 階

< 特別編>
ホー j レ

電 話 06- 942- 362 1

共 催 日 本 建 築 協 会
講 師 須 賀 好 富 氏

日本建築積算協会関西支部
一構造コストかどう変わるかー l 近畿大学理工学部建築学科教授 工学博士

阪神大震災によって建築機造物は多大

な被害を受けました。RC造柱のせん断

破袋、 S造柱・はりの溶接不良、 SRC造

とRC造の混合構造の問題等、手必1に多

くの教訓を与えてくれました。

そこて当協会では(他日本建築積算協会

関西支部と共催にて、理事・出版委員

長の須賀好富氏を迎え、

1. 阪神大震災の教訓と今後の機宣計

函について

2. 予想される新身耐骨見準と躯体コ

ス卜について

の説寅会を催すことになりました。

→主に耐震規準を強化すると、柱 ・は

りのメンノ Tーが大きくなり、躯体コス

トは増加すると言われています。(基

礎 ・床・小ばり・ 壁はあまり変わりませ

んが) 。これによって全体の纏体コスト

は何% 増加するか。各構造種別 (RC造 -

S造・ SRC造) ごとに明らかにしていた

だきます。

多数のご来場をお待ちしてい ます。

なお、司会は備清柳概宣言宣言十の青柳英

之氏( 日本建築協会出版委員会委員) が

担当します。

至南森町

至

本

至

本

町

定 員 120名

受 講 料 会 員 4，000円 ・一般 5，000円

( 消間見を含む)

当日受付にていただきます。

申込初日希望者は棄容またはFAX、

電話にて下記宛にお申し込み

下さい。

( 氏名、会員 ・→ 宣 明IJ 、勤務

先 所 在il!l.. i鶴電話番号、催

し名をお知らせ願います)

* 申込み先着順にて、順次、参

力需正( 受講券) をお送りいたし

ます。 ただし、会場の都合に

より定員に達し次第、締め切

らせていただきます。

申込先 (紛日本建築協会事業課

干530 大阪市北区梅田 l丁目

1-3-2100 

大阪駅前第 3 ビル

電話 06-348- 0633

FAX 06-348-0634 

(他日本建築積算協会関西支部

干540 大阪市中央区農人橋

2- 1ー10

大阪建築会館5階

電話 06- 947-5222

FAX 06-947-5230 

至東梅田

中央消防署

• 
本町通

日本生命谷町ビ l レ 銀 行 会館

中 央 大 通 ( 地 下 鉄 中 央 線 ) . .  

- 地下鉄谷町線・ 中央

線谷町四丁目 駅 (8号

出入口 ) より 徒歩5分.

・谷町四丁目 駅か ら東

梅田駅へ6介、本町駅

へ4分、天王寺駅へ8

介.

松

屋

町 ハ

筋 大 !

i. E  J.  
"{ T  

.ノ '

至天王寺

至

森

ノ

谷 ・ 宮

町 国立病院

ー.. I筋

② |塾

大江小学校 l.i 

- 唱- I 合

健保会館 』 出光J j由1:

A

ノ

巳

v

↓

ツ
日

y

ピ

フ

至天王寺

須 賀 好 富 (すがよしとみ)

1961年 京都大学大学院修了

纏築学事ｾ

1964年 近畿大学講師を経て現在教授

・工学博士

(旭 日本建築協会理事 ・出版委員長

ω 日本建築積算協会王里事 ・関西支部長

(油 田: 本建築楠造技術者協会理事

・主な著者

「骨宣コストと経済設計」

( 学芸出版ヰ1 )

官築デザインのための概盆計画」

( 学芸出版ヰ心

「建築材料 ・施工」共著( 鹿島出版会)

他多数

至

森

ノ

宮

3  



「建築と社会J 誌

大 正 6年 3 丹に誕生した日本建築協治 形判に変え、特集 t 作品作風頁を二本 0635.  F AX  06-348-0634) ま で。

( 当時 ・|刻西建築協会) の、 i樹期誌は 柱に、シリ ー ズものの頁を織り込み、 販 売価 格 は 1200円( 送料 ・消 費 税 合) 。

特集一覧 ・ J 975- J 995 大 正 6年 9 月に 「関 西 姥 制 措 糊 志J その|時々の社会を反映したテ ー? を 選 なお、 「総 築 と 担 金J 創刊号斗昭和]30

と題して創刊 された。大 正 8年 に 「 日 ん で拘縦してきた。 年 12月号まで全87巻の復五IJ版力士 1991

本 建 築 協 会 雑 誌J、 さ ら に l 年 後 に は 取り上げてきた特集テーマは下言己のと 年 10月 か ら 順 次 発 行 ( 不二 出版) ・配

「主主築 t 社 会j と改組し、今 Hに至っ おりで、パックナンバー購入希望は、 本されているので、詳細は H本 建 築 協

ている 。 昭平 ｾＱＴ Ｒ 年からは体総を ａＴ 変 日 本 処 築 協 会 事 務 局 (T EL 06-348- 会 事 務 日 へ お|郎 、合わせ願いた い。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1975 • p  C 板 を ・建築 t プレ ・生 活 排 水 ・人l I ill 現段 喰

Vol. 5 6  ・社 会 - ・郁，Ij の 景 観 ス ト レ ス ト ・騒 対 策 t ・第 22 [il 1 ・集合住宅の

・図1r-館 ・東海の新II 築 ・インテリ 7 ・ 使 附 し た 処 型 施 誌 t し て の H  

姥築・法. 1: 施設 コンク j ー 防T' f 材料 青年技術者 ・ 設 備 ・

工業化住宅 ト1骨造 のあり方ターミナ' " ・

1976 

・証 言 '7ト 唯
・集 住 体 の ・設 備 か ら

Vol. 57 ;;:tJtr ［，｟ｾＮ［［＠ . ・控軍基礎構 ヲ ・床 工 法 t ・建 築 防 災 ・工場ill 築の ・鉄骨桝造の ， ・結露防止対策 ・第 23 1両l

I i l l 築デザイノ ， 内厄 ・ ｼ 莞 ｾ施没・ ・市街地盤備・ ハ ー ト t みた主主築の

の 問 題， ｉ ｾＨＮ .. ｉ ＢＢＧｖ ｉ｜ ｉ ｊｾ＠ I  材 料 . 1: 法・ 設備・ ジョイン ト t 断熱材料・ 1i .iF- 技術者・

の 動 向・
y フト・ II ll j題点

1977 ・デザイン の ・兵 庫 興 一 ・日本建時金 ・コン川 一ト の ・埋立地に勿川 ・円 本 住 宅 ・ミニ乱附尭

Vol 58 動向一部分 その風土 t . T ? h f 品質菅理 t ・1 2 F 制 ・抑 制 ・ ・照明設備・ 協斜面 公 団 t から計画的 ・??I7J 111 ・3年JAよl

t 全体・ 建築 ・建築界 の' s' f申ー 行政指導のB向 岳を例! Lτ 建 築 作 品 ミニ|制尭へ・

1978 

3 ザインの ・ ｬ 兎 ｾ施設 Ｍ ・組合方式t : .  ｴｾ ，＠ ".t' ，，; ・C A D ー

。1，59 動向l一新IUの ・水・ ポ働処築 t ・外 壁 塗 装 ・氾i度障害 t よ る 集 占 ・住 宅 設 町 ・新しい耐k 設 ヲj' 1: ・ 般 山 ・第25IHl . ヒノレ回境

コントラスト 村品 ス テ ム 材 料 ・ 雌 ・ 住 定 計 画 " 設計 コンJ ュータ - N::l '"J 青年技術ト

1 9 7 9  

Volω ・532? ・3R尽 き ・ 商 業 引lHt Wぷ. n  tlj 制 11・ ・; ぶ ? ? : ・325F ・232GR ・7J f ・1叩 : ? ・詳 iL. ・3ふ る ?

1 9 8 0 ・初 年 rt の ・今 1& の ・品近町輯行組事
・車27嗣青年桂樹首 ・よれか らのl !

Vol .61  冊，Iit 建築 ー 有エ斗 ｊ レギー ・ ＧＡＮＨＩ十ｉｩｬｬ築 ・ 住宅の ・ ｩｬｬ 築行政 ｴ ・ ｬ￭ｾ 近の ・ 都市対観 ｴ ・ 局内体育 ・ 水ぎわの ・ 今 ＱＦ の 外 装 ・ 転機仁たつ

まち づ( りの の 趨 ｾ＠ 設立1-'1"' 務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法. 7メニティ・ 施設の設描・ まちづ〈り 欧f.t fJ : j 材・ マンンヨン 聾設 Jt ! 新耐

歴史 t展望・ ・建 築 金 物 ・ 作 品 集 ・
集 合 住 宅 ・ 震 設 計 法 ・

1981 _  Ｎ ， ｉｾ ｲＭ［ＺｲＢＮＮＮＮ，，ｽ ａＢＢＢ＠ _  1.... <::t". ｾ＠ I  1.  _  l t l  rl:.o- I  . ' -4- _  ..".. - .... /-1.' "'=.  ・喧軍拘 t 且ー ・住H J 市畳橿企

Vol 62 ・'1' 国ゆ 文 . ポートピ7 ・台所まわり ・シー リング ・災 害 1: $ . 都市住宅一 川 ト の h 酉に川 ・1m仕切壁の ・第 28 阿 ・障 害 者 の

・ 戦 能 論 ・ - ｾｴ 品の の 苛 l百i 1: 一安全な環境 住 t ぃ手 1: めに 轟市監橿を中心t 暮らしやすい

'81 ・ 抽 引 ; 材の知識・ . 11 控 J It L  f: 軒畳回 旬{ 定評価・ 青年技術者・

相rma十両. V I  i& fH.i ・ をめぎ Lτ ・ か ら の 琵 想 ・ 作 品 1・ の 住 割 ・ 環境 t 設描

1982 ・医 療 施 設 - ・都市長観 ー ール守 ・絵本1: み01. ・第 29 阿

' 01. 63 ・新たな商業 ・省エ耳、 ルギー 地I占医僚 t ・近畿の地盤 ｴ ちなみ英観 ・ 大阪市庁舎 ・ ホール ｩｬｬ 築 ・ 大ス パン ・ 昭和ｾ JI" ぃu ちづ( り 青年技術者 ・風上 ・空気

空間の展開 . u時i口剖1・ 設備計画・ t 地質・ へ の わ ・ (第一知1)・ げ ・ 構造・ 作 品 集 ・ ・1-t マテ; ・22? 庁舎 と人IIIJ.

1 9 8 3 ・l対 到 の ・マイコンの ・計画 l 釘りる ・大 阪 駅 t ・東海の将来 ・オア イス ・・ プレスト ν スト ・事担制荷年11酎E

4  建築文化を 建 築 へ の ・2322 ・1 2 d ;;ぉ;;i r ミナノν・511iT4 t 文 化 を インテリア 糊コンクリ - tq14円 -T212

考 λ る 利 用 ション ヒノレ 考 え る の 変 革 ート構造 ホ ー ル・

ロ セ ・1T; ?? ・閃 丙 の ・17ふ1 ・建設産業 t ・住 環 境 t ・れ 活 字 自 ・1開 設 備 の ・? ふ じ j ・zh鯵化祉会 ・床の精工法 :p!??空 ! ・? ス?J!

n づ{ りを問 3 超高肝ピノレ 321?iiT ロポ ット問先 制 11 皮 ・げよ，ff ポ イ ン ト 人々 t 生活空I l il の 悦 ! 建 築

1985 ・n1I1極点へ のa ・情 報 ft I' ・ホ ー ル ー ・建物の表t I 1- ・建築/ : 11<の ・tt合一人体 t ・H野藤吾の

∞ . 大 間 物 語 . ・??ET3.議官協? め( ' o 服 ぞ れ 川 み 最 近 の -iA邸 . 括 払 川 -Ff rT 服 に み 勺 ・M棋をま ・31FbT

え る 都 市 事 情 だ す 文 化 ー 外 壁 材 科 学 l曲目i 市 ・nｬＡ ｊｊｴｦｾ 聞「る東海

間三両j 弓ξ51弓F E弓百 二平二両可F 友戸E 7弔誠事戸二て二五LJ Z ; 町T7

・これからの 建 築 ・ と1}; ! l ，処理 ・大阪市庁舎 住尻 t 設備 b ! めτ - f の臨nl ! 展開 の構成 ，'i if- 技術者

集合住宅にみる よ材 防 車 工 法 設 備 計 同 (第 2邦D ・ツ イ ン 21 リニュイ ル

1987 ・貯 必 ・ ・担拘 t蹄並みの

Vol 68 ・filJ ¥L  70周年 ・u.l JJJ す る 1果開施，，lt ・室 内 の ・行政建築家 ・シティホテル ・3i Jま の 接 点 ・買l 34  1"1 

・ 入 浴 物 訟 ・腐 食 .:e念号 東 海 へ ・大 阪 府 屯 仕 上 床 ・ 駅 の 可 能 性 の 設 備 街 づ 〈 り ・昭 和 設計 百年技術指

体 育 会 館 作 品 集

1988 . 軟 弱 地 盤 ・J 幅に乞 11 る i  ・ ＧｉＧ ｉｾ 地五の展望 ， ・集合住宅の ・第 35 阿

Vol 69 ・ホテル物詩 t  基 礎 i 71 fy: ・建物の外d ・ r.l 1心 居 住 !  (} 1， L  i の ・211世紀への . 制 振 ・超高層住毛 ｾ＠ 7'" '1 ｾＮＱ＠ .  llj.1f - 技術者 ・i由貿テレビ

• x  fti 伝1< - ・車姻控軍事暗所 V フレフ y ュ・ !R!"}I . "' を 考 え る

車地からの報告f 1 品 E t ちなみ 山
・ 大阪府営 ｉｾ ・ ＸＰＰ 号記念・

ば 勺 Ｎ ｾￍＧのせる ・ ｙ ＱＧ ート事前 ・ 色 の復 権 ・ 古 ｨ 化の Ｎ まち づＨり ・ 附会 ｴ ・ 部内 ｅ ド ・ 越築 t ・艇 の 省 j) 化 ・? ? 官41 . 第 36 問 ・最近の博覧会

輸 送 設 備 ・竹川底創立 ・東海の制聾 ための材斜 t 法 まちづくり t 正篇? ア ー ト ・制 以 附 ・ユーザー参加 青年技術品 バピリオン

切周年i e . 主 t 伝統技術・ ・工法 喧聾Jit 草作品集のハウジング

r ・1fil lJ? ・口 J jn:結 ・スヶJ j i ぽ ・1fJLf! ?ぢ;-jmj .iiig; :;出:jjji 円?i ネj

1991 .五百布石可τττ 三 百 万 一 一 一 百 有 一 元 五万一一一一 示両 日 石両万万 訂 mJ+: tI:'f:; . j J t冨百五 E 万 台 市

一 '  ・大阪東京i語上 ・岨軍軍のためのJ • itlllt 革本証ピル .  プル H 町解読 7  1  7  i  放軍への提 J ー構造技術 コンタ' ート

空llil づ け ・1 i T i 担 1EiR301国年 ビルディング 52f ・13 ・明地方建設 ・ 一 般 E ・制壇場のイメ ・s山 写 真E ・J¥U l 例主 の 世 界 一 - v y q t ;

・控華町風景 B此 トスふ17f - 同 宮 絡 部 ージ7? :t fr. 1 ・k撞主計40周年 l閃 年 記 念 ・抑制青年祉制シ y ポジウム

1992 ・長' 物 J弘一 ・二だわり の ・処 築 t ・師事のための ・地 球 環 境 ・街6B，!H ぃ ・本構造を怯つ ・按 11 - ・中凶地 }i 担 ・岨1; Ei ? ・ぃt 控u n

Vol.73 入 山 市 Es . i 4 J E μ デ ザ イ ン 311む36 時 代 の 12-18153 121fd t  M 骨い 34; i qa . ! f i 7f の 仁 川 町 ・7 2かたち

nb川 ト 聾15年の歩み 州支部ー システム一 雄 築 支社 10聞年一 よる情誼一 陣。なき峨性 作品1 ・7 ・ t Ri  ーム されτいるのL

1993 ・軍却炉l仰 fl 耐E ・環 岐 一 ・映両の '1' の ・建築の再生一 ・国際的パート ・事40."1年佐川

Vol.74 ・; で; ? ? - k 阪府営繕 ・句 作 ・;?J; むなf 3 ・れ 九 ♂ . j J J J プ: 1 5 日 の ナ一円プの .i K1f ・1 4 L ? ・1 A ; 州

記: t f十品思 か か b り ず・ttUホール ・k 阪 市 営 繕 可 能 性 遣をめ nτ
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今 月の表 紙

F uller Bui l di ng 

フラー・ピル 建 築 と 社 会 附 回 一 刊 訓告通巻脈

竣工年 1929 

設計三者f Walker &  Gi l l ette 

所む也 NewYork， 45 Easl571h Str倒

1929年、ニューヨークの建設

会社の料上ピノレとして建てら

れたフラー・ピJν は、アステカ

夙村i般を息わせるA I : 白の石

材の対比による剣可学的な項

部と段階的にセットパックす

る複雑なフアサード を持ち、

アール ・デコ ・スカイスク ν ー

バーを代表する主I ! 物のひとつ

である。このCG作品て. は、陰

i拶lこ泣; んだ漣物自体が巨大な

彫刻作品 t して# 噂される様

をイメージしている。 (CG作

成・解説:) 11角>>1!弘/ 京都工芸

線維大学山口研究室)

ARCHI TECTURE A ND  SOCI ETY  

J OURNAt  OF  THE ARCHI TECTURAl  ASSOCI ATI ON OF  J APAN 

飛騨・ 美 濃ー ま ち の 活 性 化 と 地 方 文 化

[ 作品] 愛知県自治研修所アイリス愛知/ 岐阜県県民ふれあい会館/ ，愛知県武道館 18  

岐阜県未来会館/ 愛知青少年公園センターソーーン施設/ ライフポートははし

美濃加茂市総合福祉会館「すこやかタウン美波加茂」

大野町総合町民センター・ 図書館/ 南山国際高等学校・国際中学校

特別養護老人ホーム線生苑/ 医 療 法 人 安 問 眼 科/ 産業技術記念館

ミキモトJ ' i 珠烏/ 住友海上名古屋ヒツレ・しらかわホーノレ

中 部 電 力 小 牧 営 業 所・小牧電力センター/ 十六銀行名古屋ヒツげますしん本庄

三 甲岐阜本社ヒツν/メニコン新本社/ 笠田自動織機組合会館est

名古屋ターミナノレピノレ鮒4、ォ笹島/ 上越ワシントンホテル/ ランズビーひるがの

竹中土木瀬戸竹親寮/CASIOヴィラ・コスタ志摩/ 木曽駒高原山の家

[Tokai 滋目的 Book] 東海の新建築5点 68 

[ レポート] 口飛騨・美濃地方にみる「まち」の活性化の動き

「飛騨小坂ふれあいの森」イベントと活性化 ・大 林 修 70 

飛騨古川まつり会館一伝統文化と町 づくり ・加旗時夫 72 

7 ) < のまち「郡上八幡」の創造 ・武蔵隆晴 74 

[ 事例紹介] 口高 山屋台会館

「展示」から「保存展示」への試み ・水口登美子 76 

高 山屋台会館の設計について ・小俣宮歩 沼

口高山 陣屋

高 山陣屋 「郡代役宅」新築復元 ・北村剛治 80 

高山陣屋君I1代役宅復元設計について ・福 岡 憲 82 

口起し太鼓の皇

飛騨古川まつり会館の設計について ・平田欽也 84 

「飛騨の匠文化館」企画から建設まで ・吉田桂ニ 87 

口岐阜県大和田T古今伝授の里フィ ーノレドミュ ージアム

歴 史 ・文学 ・自然が融合した町づくり ・金子徳彦 90 

景観を創る ・瀧 光 夫 92 

口飛鳥平 ・美濃の工芸技術を支える人々

飛騨春慶塗り師/ 野川 和彦、宮大工/ 八野 明 95 

口NBKI 期工図

自然と共生する施設 ・金国光夫 96 

事 務 棟・ホーノレ棟の設計について ・清水二郎 98 

会費減免ー阪神大震災被災会員について r建築と社会 J ' 95/ 8月号会員作品特集号原稿募集

茶室見学会( 第4回) 大徳寺緊光院の茶室と真珠庵の庭宝軒

WT O大阪ワールドトレードセンター見学会. 京都コンサートホール見学会

出版委員会企画第 13回プロのノウハウ務座〈特別編〉新しい耐震設計と構造コスト

ー構造コストがどう変わるかー

大 阪 府 堺 留 学 生 会 館 6  

大 河 内 町新 庁 舎 並 び に 中 央 公 民 館

丸 善 道 修町ピノレ

讃 責 大 阪ピノレ !の

東灘の家( 設計: 笹木 篤) ・前川治彦 12 

図 書 紹 介8冊 14 

機 器 紹 介ー フーリ エ 変換赤外分光光度計( 7 凡用および顕微専用システム) 15 

阪神大震災の復興一クライシスフリーの都市づくり ・池上俊郎 16 

阪神大震災に直面してーその2- ・社家 浩

続・でも、ゃっ( ; 1. ' り嫌いーレストランミチノから学ぶこと ・塚口明洋

ライトスケープ・村上幸三郎

r ) レ・コルピュジヱのモチーフ貝般』展 100 

'95総合建築材料・設備展

薬 園 強 展

「アJ レヴァー ・ア- ) レト展 J

J IA市民大学講座開催

soゼミ「都市計画のA→Z J

サンゲツ・建築美フォーラム

記憶蓄積と地 形に合った地域創りを ・上谷重男 101 

電気のカ率とは ・久 保因幸一 102 

T M Dによ る風の2方 向 制 振 ・山田祐司・井川 望 104 

平成7年1月分 117 

特集・

- 特集予告

4 月号/ トイレからみた都市文化
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作目彊

E 彊 風

建 築 設 計 ・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・赤 松 菅 野 建 築言宣言十事務所

ｾ王 里 ・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・大 阪 府 建 設 監 理 協 会

栄 和 設 計 事 務 所

施 工 ・

利 晃 ・高 橋 経 常 建 設 共同 企 業 体

大阪府堺留学生会館

オリオン寮

当該施設は、大|鈎符が千里にある留学生会館が手狭にな ったために

構想されたもので、留学生にとって日本での生活がt快適かっ有主主義

に送られるように設けられたもので、す。

周辺! l ' r' l暁への配慮として、当該地が第 1種住居専用地域に近接して

いる |潟 l裕な住宅地にあるため処物が周囲に威圧的にならないよう

に桁繭道路から後退させ、かつボ‘ リューム検討の段階で1ま法的制限

上の日以規l I i lJ をー ランク厳しく対応することにしました。街並みの

f; l . t 見上への配慮、としては、建物J 全体の色調を明るいグ ν ーでまと

め、道路イJlI Jにキi銭主を設けることにしました。

施設全体の空陪J; f1抑制立、 1 階に共用空聞を設け平' 1JI勺な居住空間は 2

階から上に配遣しました。屋外に設けられた広場は屋内の集会室と

の 空間1の: i i l i . 続性を与え施設が地 域交流の場として利用できる機能

を持つ ようにしました。中庭を囲んで各住戸を並列に配置し、共用

施設( 自炊室他) で緩和脅しさせ、明解な空rl l J : h1' t J j 枕計り遊草紙硝の把

握も容易になり呉国での生活が安全で安心して送れるようにしま

した。外観はi蝦 lレカレコニーのデザ、インに日本文化の表現として裕

子やグリッ トや7長伏を採用しなが ら全体の制利を椛成しました。

( 香川淵日/ 亦松? で野建築設'(r-t号 瑞Tfr)

H 首平面図 1  :  800 

FT1五flll ]J 11⑥

16出世4 1 l

I  11  典 会 室 岡 l - J j首J 1  

i  II  ｌ ｌ Ｔ Ｚ￩￭， ￮Ｍ ｲ｟ｾ［ 官官官剖 ｉ I  

lE J ー士主と]
配 置 ' 11皆平面図 1  :  800 

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 堺 市 上 野 芝 田J 2  T 226番

敷 地 面 積 一一一一 1，984. 90m'

建 築 面 積 一 一- 825. 52m'  

延床面積一一一一一 2，866. 88m'

構 造 規 模 一 一 一 R C、 5F、 一 部3 F

工 期一一一一平成 5 年 6 月 ~ 平 成 6 年 11 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R阪 和 線 ・上野 芝 駅

撮 影 一一一一 島 修 一

7  





由昭

言宣言十駐 理 ・

東 畑建 築 事 務所

施 工 圃

竹 中 工務 l苫

大河内町新庁舎並びに

中央公民館

大 河内町は兵庫県のほぼ中央官11に位置し、 ] Rl¥昏但線及び播但辿給自

動車道によ り姫路と結ばれている 。IIIJ 内において関西電力の大河内

発屯所の建設、大河内高原公園者間1 ; t 十画と大規模プロジ、エク トが進

められている 。

敷地 は] R寺前駅前の 旧役場から 200mの位置にあり大河内中学校 が

西側 に隣犠し、器材E的にも恵まれ今後の周辺地域の発展が見込まれ

る。

地域 の中核を形成する純言$ ，.' - (ある斤舎及び中央公民館を併 設 し、広

場 に商し て配置し てIIIT民の 自治的活動 の拠点としてい る。

南向 きの庁舎の外 観は磁器号タイノレと慾苦11分とをシャ ーフ。な水平線

であるマグサによって分け壁面に変化 を与えている 。広場に商する

中央公民館は磁器タイル とカー テンウォ ーノレて料成され、ホーノレ前

面 は列柱と共に遊歩道と ーイ判ヒさせて l ' T.. 。斤 舎内部は事務室とし

て効率の良 L 、事財宝空間と し、1階に窓口苦111' "、2 階に業務報ぱ子宮11門、

3 階に機会音11門 を配置して し、る 。中央公民館は刑復室及び視聴党室

等 のカノレテャ 一 部 門 と Ｔ Ｐ Ｒ 席 の客席 を 持 つホ ー ノレ部門 と て 干 ｩｙ ｾ Ｎ成され

てい る。 伏 友 靖 史/ 東 畑建 築Z問先月I")

所 在 地 一 一 一 一 兵 庫 県 神 崎 郡 大 河 内 町 寺 前 字 小 西64

敷地面積一一一一 13，803. 065m'

建 築 面 積 一 一 一 - 4，215. 830m'  

延床面積一一一一- 6，791 . 58 0 m'  

構 造 規 模 一 一 一 S RC、一 部 S 、 3 F

工 期一一一 ＱＹＹ Ｓ 年 ＱＰ 月 ｾ ＱＹＹ Ｕ 年 ｬ 月

最 寄 駅 一 一 一 J R封書但 線 ・寺 前 駅

撮 影一一一一花城辰男

‘ 中央公民館・西面





fi U  

.1書 風

設 計 監 理 圃

安 井 建 築 設計 事 務所

施 工 ・

大 林 組

丸 善 道 修 町 ビ ル

メL普弓薬品産業は大阪の薬の街道イ'1創lIr( 二位置し、明治28年 (1895年) に

創業という古い伝統とともに、新しい化学分野の先端技術や海外卒

業 な ど グローパノレに活蹴 している企業である 。今 回、創出 100周 i l司王

業 の一環として長〈親しまれた本社ヒツレの主臨書え力守計画された。計

画においては、大阪械下lll T特有の背書IJ 水路に分断された 2 つのJ脚 也

そ道路市用許可を受ける こ とにより、 小規 牒ヒツν としては例 の少な

い総合設計叶il J/度を導入することとした。 これによりが勝泉tl; IJ限制度 の

緩和や 2)加 也の容積の品大限の利用をはかり、 10階処の建物を可能

とし ｴｾ 。

ファサー ド、の計画lは、 R正平手建物のイメ ー ジぞ低 層部に残し、 中! 晋昔11

3ケ「現注」、高層部ぞ「分。長」 と位置づけ、立面主I ! : ぺいによるコ ーナ

ーの処理をデザ、インに生 かした計画とした。 なお、イ ンテリアデザ

インでは既設建物のオーナメン 卜やl庇炉などを保存し、新しい建物

の内装との融合 を は かつている 。

( 熊閏将男/ 安 弁 処 築言先立十事務所)

2.0 9 m 
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道

修

町

通

前

面

道

路

回

IP  
固

配 置 1階 平 面 図 1  ;  800 

所 在 地 一 一 一 ー 大 阪 市 中 央 区 道 修 町 会21

敷地面積一一一一一 652 .04m'  

建 築 面 積 一一 一 - 482 . 37m'  

延 床 面 積 一ー- 4，447 . 0 9 m'

構 造 規 模 ーー一一 5 RC (一 部 5) 、 I OF， P I  

工 期一 一一 一 Ｑ Ｙ Ｙ Ｓ 年 Ｙ 月 ｾ Ｑ ＹＹ Ｔ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 一一一 地 下 鉄 堺 筋 線 北 浜 駅

撮 影 一一一一 55大 阪
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-
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鉄骨構造最新実務

鋼構造研究 フォ ラ ム 京 都 著

.  

学芸出版社

1994. 10. 1 刊

日5判 224頁 4，635円
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空調設備のメンテナンス

中井多喜 雄 著 、 イ ラ ス ト 木 村 芳 子
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学芸出版社

1994.  10. 20刊

85判 208頁 3，090円
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遊びから環境教育までの絞庭づくり
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公害対策技術同友会
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• 
工 文 社
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85判 520頁 7，000円 (本体価格)
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建築と設備妓術者のための

エレベータ・工スカレータ計画

堀 大 成・林 勝 洋 編 著

• 
技術書院
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財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹 田 市 藤 白 台5-8-1

TE L. 06-872-0391 FAX. 06-872-0784 

業 務 時 間 9: 00- 17: 15( 土曜休業)

E 酎司" ヨ: f! ' ・川 圃・ J h' ( 帽口一 -吋 :.e<・l : i : l . J : ' .! l . 【・}.:'I .・】;8II，.! ，:l' _・日園時鱗蜘欄綿織蛾棚機織鱗機織綴織機綴機織織鍛機繍議機議機線機織機線機織機織綴織機織機綴機器謹

機 器 紹 介一一 一 一 フ ー リ エ 変 換 赤 外 分 光 光 度 言十 ( 汎用 お よ び 顕 微 専 用 シ ス テ ム 〉

材料言焼失室では、 モルタル、コンクリ ー ト中に添加された各種高

分子化合物、イ土上げ材、塗料および接着剤等、建築分野において使

用される各種有機化合物の分析を行うため、フ ー リエ変換赤タけ光

光度計Ｈ日本釘目的製汎用および顕微専用システム、写 ｲｾ Ｍ ｬ 参照Ｉ

を導入しました。

以下にその概要をご紹介します。

1 . フ ー リ エ 変 換 赤 タ十分 光 法

物質に赤外線を照射すると杭成分子の振動力覗民主され、分子問の

双極子モー メントが変化 することにより、この振動エオ、ノレギー と等

しいエオ、ノレギーを有する赤外線を吸収する 。 この赤外線波長域と l吸

収の関係を表すのが赤外吸収スペクトノレである 。

従来の分散型赤外分光計が、プリズムや回折格子等の稔蛾成的な機

構により分光操作を行いスペクトノレを得ていたのに対し、フーリエ

変換分光法は、干渉計と コンピュータ演算によるフーリ エ変換とい

う数学的政分変換のひとつを分光手段に使用する 。 このため、非常

に高精度 ・迅速な分析が可能とな っている 。

2 . 主 な 使用 目 的

① 官能基の定性分析

スペクトノレ中の特性吸収帯領域のピークの有無ーより分子 中の特

定原子団の有無を判定することカ可T能である。

② 有機 化合物の同定

既知の標準スペクトノレとの対比 により未知有機化合物の同定が

可能である 。

以上、木分析方法は、試料中に合有される未知有機化合物の構造

および程践頁を知るための極めて有効な手段となる 。

3 . 機 器 構 成 お よ び 概 略

① I出羽フ ー リエ変換赤外分光光度計

( 日本分う回附製 Herschel F T/IR- 300)  

・測定波数範囲: 7000- 400cm-
1  

・干渉計: コ ー ナー キュ ーブミラー採用による 28 " 入射マイケ

ルソン型干渉計

ｾ｝百放専用フーリ エ 変換赤外分光光 度計

( 白木夕方糊媒 J anssen ｾ Ｍ ＲＰＰＰＩ＠

・測定波数範囲・ 5000- 650cm-
1

・対 物 ・集 光 鏡 : 16倍カ セグレン

・モニ ター画面上でiJll I定対象の全体像を見ながら iRl I定部位 (300

- 1 0μ m以下の任意の角形) の確認が可能。

③ill1J定 ・データ処理部

・DE L L Optiplex  466/ L  V  (i486DX2、メ モ リ: 12MB)  

• EI本分光Wi ndows版 iR11定 ・データ処理およびスペクトノレ検索プ

ログラム

・サドラ - Wi ndows版部分椛造商科汗フ。ログラム

4 .  手テキ斤f列

目的: コンクリ ー トとタイノレ張り付け モノレタノレ境界面におけるそ

ノレタノレ接着下刈民主理資IJ の施工の有無および干重別の百iif認

手法: 薄膜法 ( 5 x  5  mmKBr板、アセトン抽出溶 液)

結果: 顕微専用システムの透過モー ドて測定した赤外吸収スペ ク

トノレを図- 1に示す。スペク トノレ中の各特臨吸収帯の検討なら

びに標準スペクトノレとの対比 により、エチレンー者宇酸ヒ= ノレ

共重合体を主成分とするモルタル接着下地処理剤の施工痕

跡カ苛信忍された。

なお、お問 L 、合わせは、材料試験室までお願 L 、し、たします。

v  
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. 作 品

愛 知 県 自 治 研 修 所 ア イ リ ス 愛 知

岐 阜 県 県 民 ふ れ あ い 会 館

愛 知 県 武 道 館

岐 阜 県 未 来 会 館

愛 知 青 少 年 公 園 セ ン タ ー ゾ ー ン 施 設

ラ イ フ ポ ー 卜 と よ は し

美 濃 加 茂 市 総 合 福 祉 会 館 「 す こ や か タ ウ ン 美 濃 加 茂 」

大野町総合田丁民センター ・図 書 館

南 山 国 際 高 等 学 校 ・国 際 中 学 校

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 緑 生 苑

医 療 法 人 安 問 眼 科

産 業 技 術 記 念 館

ミ キ モ 卜 真 珠 島

住 友 海 上 名 古 屋 ピ ル ・し ら か わ ホ ー ル

中 部 電 力 小 牧 営 業 所 ・ 小 牧 電 力 セ ン タ ー

+ 六 銀 行 名 古 屋 ピ ル

ま す し ん 本l吉

三 甲 岐 阜 本 社 ピ ル

メ ニ コ ン 新 本 社

室 田 自 動 織 機 組 合 会 館est

名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル 側 ネ オ 笹 島

上 越 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

ラ ン ス ピー ひ る が の

竹 中 土 木 瀬 戸 竹 親 寮

CAS I Oヴィラ・コスタ志摩

木 曽 駒 高 原 山 の 家

. Tokai  Sket ch Book  

・ 飛 騨 ・美 濃 地 方 に み る 「 ま ち J の 活 性 化 の 動 き

「 飛 務 小 坂 ふ れ あ い の 森 」 イ ベ ン 卜 と 活 性 化/ 大 林 修

飛騨古川まつり会館ーイ云統文化と田Tづ く り / 加 藤 時 夫

水 の ま ち 「 郡上 八 幡 」 の 創 造/ 武 蔵 隆 晴

. 高 山 屋 台 会 館

「展示J か ら 「 保 存 展 示 J へ の 試 み/ 水 口 登 美 子

高 山 屋 台 会 館 の 設 計 に つ い て / 小 俣 宮 歩

. 高 山 陣 屋

高 山 陣 屋 「 郡 代 役 宅 」 新 築 復 元/ 北 村 剛 治

高 山 陣 屋 郡 代 役 宅 復 元 設 計 に つ い て / 福 岡 憲

圃 起 し 太 鼓 の 里

飛車草古川まつり会館の設計について / 平田富士也

「 飛 騨 の 匠 文 化 館 」 企 画 か ら 建 設 ま で/ 吉 田 径 二

・ 岐阜県大和田T古 今 伝 授 の 里 フ ィ ー ル ド ミ ュ ー ジ ア ム

歴 史 ・文 学 ・自 然 が 融 合 し た 町 づ く り / 金 子 徳 彦

景 観 を 創 る / 瀧 光 夫

- 飛 騨 ・美 濃 の 工 芸 技 術 を 支 え る 人 身 / 飛 駿 春 慶 塗 り 師 ・野 川 和 彦 、 宮 大 工 ・八 野 明

. NB K関 エ 圏

自 然 と 共 生 す る 施 設/ 金 田 光 夫

事 務 棟 ・ ホ ー ル 棟 の 設 計 に つ い て / 清 水 二 郎

本特集企画 ・日本建築協会東海支部特別編集委員会

委 員 長 森 口 雅 文

副 委 員 長 植 田 明 小 宮 三 辰 林 金 之 松 本 壮 一 郎

委 員 磯 村 正 雄 今 津 滑 直 岩 田 正 弘 黒 田 清 宏 後 藤 利 秋 仙 田 篤 帝 国 国 泰 彦 寺 本 英 一 中 島 誠 男 中 村 嘉 男

畑 中 圭 助 庚 瀬 敏 郎 福 田 泰 造 桝 林 宏 ニ 森 自 富 士 男 盛 田 輝 男 芳 山 明 久 ( 50音順)



ア イ リ ス 愛 知 正 面 玄 関 夕 景
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愛知県自治研修所

アイリス愛知

設 計 監 理 愛 知 県 建 築 部 営 繕 課

石 本 ・青 島 設 計 共 同 体

施 工 佐 藤 工 業 ・六 合 建 設

建 設 工 事 共 同 企 業 体

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 丸 の 内2丁目 5- 10

敷 地 面 積 4，387m'  

建 築 面 積 1，909m'  

延 床 面 積 19，842m'  

構 造 規 模 S RC、 一 部S 、 8 3、 12F、 PI

工 期 1991 年 7 月 - 1994年 8 月

最 寄 駅 地 下 鉄 桜 通 線 丸 の 内 駅

撮 影 S 5名 古 屋

断 面 図 1:1∞。



申施設は、愛知県職員のli}ft l.多施設としての自治板門多所

と、福利厚生施設としての地方職工i共済組合施設の

被合した機能を持っている。自治lii Hl i : 所は、今後ます

ます多様化・ 充実される 研修 プログラムに沿った機能

的て¥使いやすいl i } f t l多の場であり、また、地方職員共

済組合施設は、組合員の宿泊 ・会議ぞはじめとする各

革担集会、交歓の; 協である 。諸室がそれぞ、れに機能する

だけでなく、 二つの施設が有機的に結合したゆとりあ

る、新しい出会いの場としてのf鵠 IJ を担っている 。

設計のテ ー? を「シンフォニー」としたのは、複合建

築として、ニつの施設が融合して、新しい出会いのシ

ンフオ ニー を奏で‘ るような、そんな空間でありたいと

考えた。 そのため、その機能ぞ満足するだけでなく新

しい佐企いの場として、開l多の合間の交流の場ーとなる

ラウンジにゆとりを持たせた言利回とした。

F婦 十にあたり 、シティホテルの機能を持った公共的商

業建築としての独創性と、奇をてらわない、いつまで

も菊T鮮 で、洗練されたデザ、インとした。

また周辺、特に北側住宅地への 日); 診を配慮している。

タ同見は、 ニート一世土紀を展皇室した愛知県の若く やl' びる力

をツインタワ ーによる垂直な面て表現し、ランドマ ー

クとしてのf錦町lを待たせっつ、玄関の庇や屋根の一部

をl曲面にし、人の心ぞなごますような、人にやさしいデ

ザインを心がけた。京商ツインタワーの聞のカーテン

ウオ ーノレや玄関庇のあげ援には、ステン ν スやアノレミ

のリフ澗 言受簡ノマオ、ノレをイ史い、ハイテヅクな装いの中に

者11市の雰囲気とアメニティも感じさせる表現とした。

内部空間は、ゆとりのある新しい出会いの場として、

特に エ ントランス ロビー は三層吹き抜けの12かな空

間の広がりを持たせっつ、訪れる人たちに対して、や

さしく迎え、温かいもてなしの心ぞ感じさせるよう

に、愛知県の木や花である「はなの木」や「かきっぱ

た」をデザ、インモチーフとして表現した。

( 石本・青島設計共同体)

アイリス愛知エントランスホ- ) レ

ア イ リ ス 愛 知 2 階 中 会 強室

愛 知 県 自 治 研 修 所 8 階 鶴 堂

Ｏ で づ与ｾ ｉＧￍ 九

，‘ -----.. 品 、

ア イ リ ス 愛 知 12階 ス カ イ ラウ ン ジ

19  



外 観 夜 無

岐阜県県民ふれあい会館

設 計 監 理 日建設計・名古屋、岬建築事務所共同企業体

施 工 大日本土木・鴻池組・土屋組・市川工務庖J V

@  

北 東 側上 空より 2' 皆 平 面 図 1: 2500 配 置 図 1: 40∞ 

20 



ホ ワ イ エ

県民ふれあい会館は、県庁舎を中心として岐阜県 3 府吹抜ア トリ ウムにより 3棟 を 一 体化してい

が企画する行政副都己犠制脚沼、地 区に位置する。 る。

音何回当初より将来展望を見据え、 JI j形プラザ‘を 中 サラ マンカホーノレは、スペイン ・サラマンカ市大

心 に、デッ キ、 ア トリ ウム、各棟が同心円状に位 聖堂のオノレJゲン者賦制且み入れたノ f イプオルガン

置する配澄とした。今回完成したのは、第 u明言十 に調和する古典 的造形モチーフを用いたも ので、

画である西ゾーンである。 県内公共ホーノレて‘ は初のシューボ、ツクス型音楽王手

県民の交流 ・偽 報 ・文化・ 生涯学習 ・剛 彦 ・行 政 用ホーノレである。

サーピスなどを複合する機能を各棟に内包し、 (高山)1闘行 ・おl県定次/ 日建設 計 ・名古屋)

サ ラ マ ン カ ホ ー ル

ア ト リ ウ ム 喫 茶 ラ ウ ン ジ よ り ホ ー ル 入 ロ を み る

所 在 地 岐 阜 市 薮 田 南5- 14- 35

敷 地 面積 20 ，641. 67 m'  

建 築 面 積 7 ，866. 24m'  

延 床 面 積 4  1  ， 1  84 .  92  m'  

構 造 規 模 R C、S、14F、PI

工期 ＱＹＹＱ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月

撮 影 5 5名 古屋

ホ ー ル 音 響 設 計 永 閏 音 響宮宣言十
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愛 知 県 武 道 館

設 計 監 理 愛 知 県 建 築 部 営 繕 課

東 海 ・山 下 設 計 共 同 企 業 体

施 工 ノ¥ザマ・三井 ・伊 藤 工 共 同 企 業 体

22 
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所 在 地 名 古 屋 市 港 区 丸 池 町 卜 1- 4

敷 地 面 積 9 ，915. 90m'  

建 築 面 積 6 ，778. 18m'  

延 床 面 積 15 ，715. 60m'  

構 造 規 模 S R C、81、3 F

工期 ＱＹＹＰ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｖ 月

4量 影 そ あ ス タ ジ オ

この武道館は、礼に始まり礼に終わる武i猷 15和11を体現

する場にふさわい、緊張感あふれる空間づくりを基本

コンセプトとした。日本の伝統的な建築様式を踏まえ

ながらも、現代の息、I吹き的惑じられる建築、地域に開

かれた親しみやすい建築、者11市の景観づくりの核とな

る建築をめざした。

I l I 物は、 1504府の脱出前イサ大道場と柔道 ・剣道 ・弓道

等の各緋成道場及び宿泊施設で桃成されており、平商

計il ! ! J においては、特に重) J k l 泉の明解ちと管理のしやすき

に留意した。

配置問函は、各道嚇防エントランスホーノレで、コ型に

結んで、多目的に利用可能な中庭風の外部エントラ ン

スコートを生み出すと共に、武道官官らしいシンメトリ

ックな形態をil ll り出した。

外線は、伝統的な入母屋瓦屋根であるが、軒先の葬1娘

反射ガラスや外壁隅上宮Il の欠き込みの工夫等によっ

て、粁の出のilを快感を表現して、現代的な武道館とな

るよう意図した。

内部空間も、新しい建築材料を用いて、現代的な和風

空間の可舵性を追求した。大道場のアリーナは、メタ

リック塗装の三府おりあげ天井として、武道館にふさ

わしし、力強いイメージを表現し、また蜘武道場は、格

天井と採光商の格子スクリ ーン、松材を主体と した壁

面等により、落ち者きの中に力強きをこめたデザ、イン

とした。

エ ン トラ ンスホーノレ正面の石庭には 「登育町' l J と名付

けたデザ、イン壁を配置し、ホーノレ内壁も龍にちなんて、、

ダイ ナミ ックな芸の流れをイメ ー ジした。

建物内には、そのii!ム J程瓦やし尾瓦のモニュメン 卜等

すべ、て「育包」をそチーフとした美術作品を配置して、

武道精村を育￹Ｇ空間の緊張Ａｾｾとダイナミズムを生み出

すよう怠図した。 01t海 ・山下設計-;v)

航 空 写 真

エントランスホ- ) レ
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岐 車 県 未 来 会 館

設 計 監 理 岐 阜 県総 務 部 管 財 課

日建 設 計 ・名 古 屋、 山清 設 計 特 別 共 同 企業 体

施 工 大日本土木・ 岐 建木 村・宇 佐美 組共 同企 業 体

岐阜県未来会館は、 ' 88年夏に開催された「ぎふ中部未

来博覧会」の記念施設として、また「夢おこし県政」

の中核拠点施設として計画されたものである。敷地

は、 ] R岐阜駅より北約3. 5kmに在り、「和榊」の会場

となったメモリアルセンターの西側に隣接し、長良川

や岐阜城が望める景観のよし、場所にある 。

建物は、「言己念館」としての展示室、「イベント研究 ・

研修」としての会議室、「相互交恥としてのレセプシ

ョンホーノレ、サロン、『映像文イ匂としての多目的ホー

ノレ、ハイビジョンホーノレで‘ 構成さ九外観は、それら

を岐阜県の美濃、飛E草地方を表す 2 個の半円筒型と

し、拡がる波紋をイメ ー ジしたものとしている。内線

は、岐阜県の r*と木」、「伝統文化」、そして「未来」

をテ ー? としている 。外装はノ、イ テックなアルミ( シ

ノレバー色) 曲面ノ叶、ノレ張りとし、明日の県づくりを目

指す「夢おこし ・地域お こ し」の拠点施設らしさを表

宅見している。

( 高山)1頂行 ・日比 野方喜男/ 日建設計 ・名古屋)

24 

④ 

所 在 地 岐 阜 市 学 園 田 J 3- 42

敷 地 面 積 12，697 ∞m'  

建 築 面 積 2，742. 62m'  

延 床 面 積 14，489. 04m'  

構 造 規 模 S RC、S、8 1、5F、P I

工期 Ｑ ＹＹＲ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 J R岐 阜 駅 又 は 名 鉄 新 岐 阜 駅

撮 影 S S名 古 屋

音 響 設 計 永 田 音 響 設 計

大 型 映 像 東 宝 映 像

ノ、ィビジョン NHKエ ン ジ 二 ア リ ン グ サ ー ビ ス

航 空 写 真



外 観 見 上 げ

o  5  10 20 30 5 0 m 

ハイビジョン ホール

25 



愛知青少年公園センターゾーン施設

設 計 監 理

施 工

愛 知 県 建 築 部 営 繕 課 東 畑 建 築 事 務 所

熊 谷 ・矢 作 ・水 野 建 設 工 事 共 同 企 業 体

所 在 地 愛 知 県 愛 知 郡 長 久 手 町 大 字 熊 張 地 内

敷 地 面 積 2 ，056 ，2 1 8 m'  

建 築 面 積 12 ，9 9 3 m'  

--ギャラリー

延 床 面 積 16 ，3 0 0 m'  

構 造 規 模 SRC、2F

工期 ＱＹＹＲ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月

撮 影 SS名 古 屋 f  
氷 上 車 庫

ぐ … ン ク

、
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周回スケートリンク

1  

ーγ 1・._-_-_o( 移動スタンド) ェェェ__ーー=
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宮，Ｎ Ｍ ＭＭ Ｍ ｟ＮＮ，｟ｾ

⑧ 

愛知背少年公取lは、 名古屋市内から来へ約20キ

ロに位置する自然色盟かな公園である。す々と広

がる芝生や、速なる 山々を映し出す初JiFJ など、そ

れだけでも十分に魅力的であるが、 1M設而では、

近年スポーツ ・レジャーに対する社会附勢の変化

と県民のニース可多段化から、特に雨河f寺や冬季

に対する需袈の拡大と新しい展1mを百十るために、

通年型オーノレシーズンの ν ジャー施設が必要と

なり、その解谷として、温水プーノレとアイススケ

ート ;場い、う、沼17l ' <と氷の 2 つの梯伺をもっ水の

施設の音 li同となった。ついては性質の災なる 2 つ

の施設をどのように演出するか、また 2 つの大空

1  ，首平面図 1  1500 



全 景

r:nをどのように→本化 するか、更に周囲の自然と スケー 卜場においては、外周リンクを設けること ガラスにより、周囲の景観を写し込み、主l ! 物を自

の関係、をどのように設定するかが7泌留となった。 で、十分な ｈ ｉ Ｂ ，走ｊｩＡ ｧＺｾ ｉ ｾ を 事 鮒某し、公認を前提とした 然の <1"( こ溶かし込みながら、内部に貯Ht!IのTJJ: まれ

すなわち、プーノレにおいてはアミユース、メン 卜性 内 リンクや縦12む市など、スポーツとしてのスケー た自然の要紫をづ[ わた限に取り入れることをな也|

を強制し、非目 前空間 としてのi貸出 を行い、 『古 代 ト封 筒l喫て、きる空間 とした。通年タ イプのスケー した。

追跡、の水遊び』をコンセプ トに、限られたスペー 卜場は全国でも数少なく、周闘の恵まれた自然以 下 次官 ｾｮ 面ては、スケー ト 場の製氷設 ｦｊＱ Ｑｩのｴｊ ｬ 軌をプー

スに雑多な袈紫をつめ こんで、多様な場面展開を 境や、公園内宿泊棟の利用により、大学のクラブ ノレの契ーも日l に利用するなど、省エオ、を考J. i l l . した設計

杭成し、より広< i 奈〈楽しめる工夫をしている 。 活動などにも使用される こ とカ勺明待できる 。 とな っている 。

また泳〈。ためのプーノレとしてTごけでなく、利用者 これら 2つの大空間は、外部にあらわれた椛造体 周囲の山々が、完成した200メー トノレに近い大維

の工夫次第で一 人一 人の異なる遊び方が可能な 卜ラスにより→判ヒされ、微妙なうねりて柿成さ 造物を、悠々とその懐に抱え込んでＮしまうのを ｉｾｾ

ように、流、 l噴水、霧、雨など水の持つ様々な様 れる屡担が、 2 つの施設を抱えながら、今にも飛 めていると 、テクノロジーの持つ力の|浪 採 し 自

相を演出し、体と水との未知な関係を築くことを ぴ立とう t する耳目のような形態を有し、見る人の 然の持つ力強さと優しさが実感できる 気がする 。

試みている 。 期待感を高められるものとした。 また、熱線反射 ( 今野直史/ 来士眠住築事務所名古屋事務所)

、よfJ ! ' t

固- -

ア イ ス ス ケ ー ト 場
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ライフポートとよはし

設 計 監 理 側 大建 設 計 名 古 屋 事 務 所

施 工 清 水 ・五 洋 ・原 田 ・富 田 建 設 共 同 企 業 体

所 在 地 愛知県鎌橋市神聖子ふ頭町3番 地 の 22

敷 地 面 積 25 ，716 . 0 6 m'  

建 築 面 積 7，849 . 92m'  

延 床 面 積 1  1，0 17.  28 m'  

構 造 規 模 R C、 S RC、 S 、 8 1、 3 F

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹ Ｔ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 新 幹 線・J R・名 鉄 総 合 乗 入 量 矯 駅

撮 影 加 疎 敏 明 、 5 5名 古 屋

28  

航 空 写 真

全景( 正面 外観)

市民 プラザ、エ ン トランスポーチを望む



「ライフポー トと よはし」は、 211凶己の新社会を

間近に迎えるにあたり文化・教 育・学習 ・発表等、

22かで阿広い市民活動の場として、労働会館・教

育会館・女 性 会 館・コンサー トホーノレ及び中ホー

ノレの 4 施設が集合 して 全 体 制¥Y，会成している 。 ま

た、この建物は各館すべてカ別l立性を保ちながら

柾 島 断Eする全国的にも珍しい被合施設で‘ もある。

艇 也は、 J R ' 名鉄の笠橋駅より南西約 5 kmの布11野

ふE瓦t也内に位置 し、三初日也区を中心 としたm l人j産

業流通の海の玄関 口である 12紙港に面した海巡

施設澱境の中にある 。今、ふ頭は倉庫等 がmち並

ぶ海述通産達也とな っているものの、ふ頭として埋め

立てられる以前は美しい砂浜の海岸であったこ

とに着服し、訪れる人々に愛され親しまれる 「海」

をテ ー? としたイ断性的 なランドマ ークとなる胞設

づくりを、l ' . i tl lーコンセプトとした。

施設の平面形状は、桜令施設 t しての効率性をお

め、共有性に i i';U' 会館ーィ材，Yt遊の円形を採用、同

の中心部には訪れる人々がｾしく出合 ｌ 、ふれあ

う「文化 の港」と題した直径5 0 mのrli 民プラザ( 崖

外型) を設け、各E13を利用する人々の交流を高め

る:: )H .涜) ) * をなl玄l しています。

景観デザインは、美しく親しみカ鴻じられる海辺

の甘瞭づくりをテーマに「海辺の復活」を目指し

た設育! としています。主I!物のフオノレムは「貝」を

イメ ー ジ、ステン V ス製J丞似て貝殻の形を表}J;!"

ｻｉｾＩ 去には、 ワシントンヤシ ・只・おぞ杉ミした外I丁、

Ｑ ｾｾ Ｗ Ｉ＼ を設け、リ ゾ ート Ｈ Ｑ ｜Ｉ な楽しい海辺景観をつく

りfごしています。

( 池田富士夫/ 併ザミ主I ! 設計名古屋事務所)

市 民 プ ラ ザ 、 噴 水 水 よ ス テ ー ジ を 望 む :

11踏 2地

司 凋 会 館

市 民 プ ラ ザ 夜 景

⑥ 

1: 2000 

コ ン サ ー ト ホ ー ル ホ ワ イ ヱ
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ご白

瞳瞳園

西 側l外 観

美濃加茂市総合福祉会館「すこやかタウン美濃加茂」

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 建 築 問 ・佐 伯 総 合 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

管 空 調 トー ヨコ 理 研 名 古 屋 支 庖

電 気 三 和 ・小島 特 定建 設 工事 共 同 企 業 体

全 景 庭 園 か ら 談 話 ロ ピ を み る
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所 主 士 也 美 濃 加 茂市新，也町 3 丁 目 4 番 l 号

敷 地 面 積 12，117. 45m'  

建 築 面 積 2，907. 53m'  

延 床 面 積 3，797. 05m'  

構 造 規 模 問 、 2F

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｒ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 J R高 山本 線 美 濃 太 田 駅

t最 影 そ あ ス タ ジ オ

この総合帝説V止壬当官「すこやかタウン美 j脱却 l茂」は、老人そ

はじめ障害者、母子広州、幼児、ボランティア 関係者、福

ヰ止閑イ系図f本などがーイイまとな って、 ふれあ し、と 主l三きカ刊、の

ある 地域有 討 ｾ ｉ Ｚ 活動を行うための拠点としてムｉＡ設されたも

のである 。

施 設 内容は、老人ユ街地セ ンタ ー をはじめ各種の特許止セン

ター及びデイサービス施設し木工 ・陶芸の工房、ゲート

ボfーノレ場など の福 祉パ ー クZ民業を集合化 し、相互に迎携

を取りながら、福祉活動のより 一層の相釆効果を図 って

t 、る 。

建協の性J俗上「高齢者 ・身イ科卒害者等の利用を商U在、した建

築設計一」に十分に画i引をするとともに、周辺の住宅地 にで、き

るだけ威圧感を与えないよう 2 階建とした。1111而の屋根、

凹凸のある万ラス カーテ ンウオ ーノレ、 中庭を 中心とした

建物配置など、 11月るく 伸び伸びとした、親 しみやす い施設

造 りに努めた。

当施設の近< (こ心身防: 害者小規J封受産所「ひまわりの家」

が同時に開設されたが、、美1品加茂市の棺1祉 ゾー ン とし

て今後一層強備が進む中て二 当施設が中核施設として十

分に機能することを望んで、いる 。

( 中村営士/ 安弁迎築?師 |ミ同先月y)

…)
一

中 庭
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大野町総合町民センター・図書館

設 計 監 理 日建 設 計 ・名 古 屋

施 工 大 成建 設

岐阜市の西、約10kmに位也する大野町は人口約 2万人のコミュニティで

あり、総合jDJ 民セ ンタ ーはー i止代人 仁lである 1，000人ぞ収容で、きる多 目

的ホーノレと図音二館を中心に構成された III J 民のための複合文イt Jilli 設であ

る。町役場に正対する位置に計画された この センターは、 前面に幅約

30mのプロムナー ドを設け、 pゲラスカ ーテ ンウオーノレて蛮われた円形の

広場ぞ町役場の入口キャノピーの車Ih品反lニ4こ設りることにより、町役場と

ーイ本主なった都市性の高い屋外空間的11出した。

内部機能はホー ノレと図 Ｚ ｮ ｾ Ｚ Ｚ ｦｩ Ｇ官とぞ 融 合する ことに よ り、 全体としてより高い

IUJ 民サービスが可能となる新しし 、コ ミュ ニティ施設 のあり方を模索 した。

具f本t J 勺には、キ見胤党筆を半円形とし、ハイヒ、、ジ‘ ョンを初め優れた装置を

導入することによりシアターとしての利用を可能とし、エントランスホ

ーノレ』こ酎喜する 多目 的ホーノレ肘!lt i策、パーティ 、展示等、幅広い利用ぞ

可能とするとともに、特定の目的てう利用されな L、1I寺はエントランスホー

ノν とーイ本とな った ラワン ジとし て活用されるなど、限りある施設を多元

的に利用できる工夫を適所に峰り込んだ計 聞とした。

外装はブ ドワ色のタイノレを基調にラス タータイ ノレを散 りばめ、 若々しい

表 情 を 与 λ 、一方室内は白と木を基調とした明るく健康的な空間とし

た。 ( 佐藤義信/ 日建設計 ・名古屋)

所 在 地 岐 阜 県 揖 斐 郡 大 野 町 大 字黒 野

敷 地 面 積 16，612m'  

建 築 面 積 5，493m'  

延 床 面 積 8 ，481 m'  

構 造 規 模 R C、一部S 、81 、2 F

工期 Ｑ ＹＹＲ 年 Ｑ Ｒ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｕ 月

撮 影 ss名 古 屋

2階 平面 図 1:1 2日日

シ ア タ ー
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南山国際高等学校・国際中学校

設 計 監 理 青 島 設 計

施 工 清 水 建 設 名 古 屋 支 庖

34 

全 景

南山国際高等学校 ・匡l際 中学校は、キリス卜教紛糾による教育を志

し、 、人間の尊J放のために。という 言葉 rHOl¥lII NI S DI GNI T  ATI J  

に集約される人間形成を根木におく教育を掲げてし、る 。帰国子女達

が、これまで海外において身につけてきた、自主性と国際的感党をさ

らにや11ばしていく場を括的主するものであります。

言十匝帥は、盟国市か らの誘致をうけて、市北部の緑豊かな丘陵地に位

潰しており、この学校を計画するに当り、丘陵地である自然の地形を

生かした竿ヰ交て、あると共に、学オ交を l つの コミュニティとみなし、広

場や搭を持った、宏事iJiIJ l勺にもまとまりのある、いつまでも、みんなの

記憶に残るような学校をつくりたいと考えた。

建物配置は北イJ[I)( 二総堂と半円形の高校校舎、特月IJ教室、中: 判交合それ

に管迎棟、チャペノレによりコモンカーーデンとしての広場を囲むよう

にしている 。各々のさ鴎肋てその一員としてのーイ本感をはくやくみなが

ら、些かな人間形成の坊になるよう期待しています。

( 近藤敏夫/ 青島設言。



所 在 地 愛 知 県 豊 田 市 亀 首 町 八 ッ ロ 洞 13- 45

敷 地 面 積 47 ，479. 04m'  

建 築 面 積 9，343. 09m'  

延 床 面 積 1  9， 1  77 .  79 m'  

構 造 規 模 R C  

工期 ＱＹＹＲ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｙ 月

撮 影 55名 古 屋 、 フ ォ ト ハ ウ ス タ ナ カ

ホ ー ル

ＱＷ Ｍｲ Ｂｻｊｾ ｪ礁

雇主主

巨ｾｦＪ

コ モ ン ガ ー デ ン ( ア プ ロ ー テ よ り 望 む)

チ ャ ペ ル

m 

1 .  ， • ， • I  

" 皆平面図 o  10 20 却
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南 側 外 観



特別養護老人ホーム緑生苑

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 戸 田 建 設 名 古 屋 支 庖

所 夜 地 名 古 屋 市 緑 区 大 高 町 字よ 娘 池 14

敷 地 面 積 2 ，338 . 6 4 m'  

建 築 面 積 1，204 . 56m'  

延 床 面 積 3 ，725. 15m'  

構 造 規 模 RC、4F

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 J R東 海 道 本 線 大 高 駅

撮 影 ss名 古 屋

名古屋市の南部に位置する大高奇お也に隣接した、定員80名、ショ

ートスティ 10名及びデイサー ビスセンタ ー を併設する特別養護

老人ホームである 。運営は社会話? 祉法人続生福祉会があたり、理

事長である故中島なつ氏が紅会への文献にと資産を提供され、日

オ豆ノl、型自動車爆興会と名古屋市の補助 を受けて建設されました。

建設に当たり、進入道路の拡rtJ 、下水道整備、工事用の用地の碓

f朱 周 辺 住 民の方々のご理解等関係各位の多大なご協力により、

現実のものとなりました。

主主主也lま谷会いの東西に細長く、変形した狸立地であり、勇知也形状、

日i M、斜線tlilJ 限等の様々な規制の中で、 fi ー乞大限の必要床面積を確

保した。結果と して、居室の有 る南面がゆるやカ、なカ ーブを持つ

特異なタ除見となった。又、テーマカラーとして淡いグリ ー ンを多

用し、開放的で、明るい空間にすることにより、従来の老人ホーム

のイメ ー ジぞ払拭した。措置費で賄われるこの械な公共純設の運

営のために、主11持 管 理の しやすさはもちろん、省エオ、やメンテナ

ンス、ランニ ングコスト、さ b には介護体制lをもふまえて、総合

的 に経費の負担が少 ない建物にすることに配地、した。

高齢化祉会に向かい、コ。ーノレ ドプラン等、国の施策として今後ま

すます必要とされる施設であり、当ホームの行方を見守っていき

t: ' L 、。

Ｈ中村留士 Ｏ 安 二 ｪ 悩 ｅ 築設計 ｾ ｊ ｯ［［［Ｍ［貴所Ｉ

2' 皆 平 面 図 1: 1000 

1階 平 面 図 1: 1000 

ブー

I  /  

l 階 デ イ ル ー ム

2階 食 堂

居 室

- ー

2階廊 下
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医療法人安閏眼科

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 庖 名 古 屋 支 庖

荒木組、明正興業、東海鉄骨工業

東洋テクノ、キベ、横井業務庖

清水塗エ広、大隅鉄工、多摩建工

朝日機材、竹甚板硝子、矢橋大理石

不ニサッシ、三和シャッタ ー工業

ダイダン、須賀工業

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 大 須 4 - 1020 

敷 地 面 積 323. 09m'  

建 築 面 積 278. 38m'  

延 床 面 積 1，964. 53m'  

構 造 規 模 5 RC、61 、8F、P2

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｑ 月

最寄駅地下鉄名城線上前津駅

撮 影加藤敏明、 5 5名古屋

従前の建物は先代カ亨1950年に当地で、開業した時に サービスに利用する。 この 2 基のエレベーターを

建てられたものであった。 各々 のi l l I . 麟軸とした。

1957年 ・1963年と 2 度にわたり増改築されたが、 1 日5 時間の診察時間で外来忽者数カ亨150人一300

今回 この建物制何本して廷措える ことにな った。 人にもなる 。 そのため会計、薬局の待合室を 1 階

敷地は、名古屋の中心部、栄に近い対頁万松寺商 に、診察と診期寺合室を 2 階に配置し、忠者が効

庖街の東側、前津通りに面した角地で、近くには 率よく診察が受りられるに考慮した。診察室は ν

地下鉄名城線上前津釈があり 、通院するのにTよい イアウト変更や医療移惜の増設に対応力可能な組

へん便利なところである 。 立間仕切やO Aフロアーとした。 また各階のコア

建物は、』加也一杯に建設し、下層階を診察部門、 以外の間仕切色吃式工法とし、フレキシピリティ

中層階を病室 ・手 術 ・検査部門と看護婦寮、上層 のある内装とした。病室は、 4 床室でも 1床 当り

階を管理部門、最上階を院長の住宅とした複合用 7m' 以上の床面積( 内法) を苦悩呆し、 f起直な入院

途の建物である。 生活力者送れるよう考慮した。手宇健室は自然の光を

病室、看護婦霊祭、住宅の生活〆ーンには、安心感 とり入れることができるように工夫すると共に 2

と安全性を考慮し、 2 方向蹴佐ができるようにパ ヶ聞司時に手術可能なスペース制街呆し、 これを

ノレコ ニーを設けた。 2 つのi蹴御皆段の内 1 つを屋 移動間仕切で仕切ることもできるようにして L、る 。

外階段とし、創的サ象外部分を防災面でも役立て、 少数の職員で管理 ・運営ができるように、 1、 2

許容容積を五} j c 限有効に利用した。一方、自主的に 階にカルテ搬送機を設置、また、過去、現在の数

スプリンクラ ー設備を設置し、防災面の強化もは 多くのカルテを コンノマクトに保管、収納できる工

かった。 また、法定駐車台数の石制某は 2 段式相繊 夫をした。 I T V ・照明 ・空調の集中制御を行なう。

駐車設備にし、 1 階の診察部門のスペースを広〈 外 線 ・内線 ・ナースコーノレが院内どこに L、ても応

とるように考慮した。南 ・北にエレベーターを設 答可能なコ ードレスホ ン式のナースコーノレシステ

置し、南は寝台型て主に，位者、見舞客などが日常 ムを導入するなど省力化をはかった。

利用し、北は職員、看護婦、住宅とリオ、ンなどの ( 伊藤新一/ 伊藤建築設計事務所)

H 皆平面図 6' 皆平面図 自階平面図

l 階 平 面 図 3 階 平 面 図 5  ，皆平面図 H 皆平面図

④ 

東 西 断 面 図

6階 手術 室

縮尺はいずれも

l ・600
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産業技術記念館

設 計 監 理 竹 中 工務 庖

施 工 竹 中・ 大 林・清 水 ・伊 藤 共 同 企 業 体

40 

ヱ ン トランスタ景

所 在 地 名 古屋 市 西 区 則武 新 町 ト ト35

敷 地面 積 41 ，596. 82m'  

建 築面 積 16，234. 45m'  

延 床面 積 19，699. 44m'  

情 造 規 模 S 、 R C、 S RC、W、 I F (I 部 2 ・3F )

工 期 ＱＹＹＲ 年 Ｙ 月 ｾ Ｑ ＹＹＴ 年 ｬ 月

最 寄 駅 名 鉄 本 線 栄生 駅 、 地下 鉄 東 山線 亀 島 駅

1量 影 そ あ ス タ ジ オ



中 庭

、v言行函は、名古屋駅の北方約1. 5kmに位置し、発明 外壁レン方、と木造トラスの保存に重点を置く事 承と歴史的部是正の表現として、新し し、要素に応じ

王である 22田 佐吉翁が開発した臨機の実験場と とし、レンカ、主主は 2 種の補強方法 ( RC壁補強工 たボリュー ムを待たせ、かつ瓦耳石? 金属葺に澄き

して大正から昭和にかけて建てられた工場を、新 法 ・ステンレスピン縫合工法) の採用により、地 換えている 。

たに産業技術記念: 官官に再生させたプロジ、エク卜 震時水平力に対する耐力向上を図った。木造トラ 又、伝氷イメージの象徴として鋸形状のトップラ

である。 スは、腐食の激しい箇所のみ幸i M; J と取り替え、か イ卜をのせる ZjJ により、象徴的て ドラマティック

F師「は、武重 な建築の保存 ・再生を基本としつつ、 つ外周をR C及びS造とした上、鉄骨プレー スを新 な景観を形成している 。

「モノづくりの心と技の伝承」をテー? として、 設する事によりレンカ、宮置と同様に耐力向上告? 図 平成 6 年 6 月にオ ープン以来、生まれ変わ った 新

人の意識の中から忘れ去 られようとしているモ っている。 しL、顔として認知されつつあるカミ 今、後も当地 の

ノづ くりの心と技を、現代の感性により後世へ伝 「モ ノづくりの心と技の伝承」は、保存 ・再生だ 基幹である 生産技術の殿堂となり、都市環境のひ

承する事を目指した。 けでは不十分と考ぇ、随所に新しい要素を加えて とつの核となり続ける ZjJ を願っている 。

まず保存箇所と手法決定の為、詳車問 ｾｊ 査を行い、 いる 。屋栂においては既存建物の鋸フオノレムの伝 ( 野村昌宏/ 竹中工務} ; ! i )
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ガ ー デ ン ゾ ー ン

全 景
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ミキモト真珠島

設 計 施 工 鹿 島

所 在 地 三 軍 県 鳥 羽 甫 鳥 羽 1- 7- 1

敷 地 面 積 24 ，225m'  

建 築 面 積 2，524m'  

延 床 面 積 4，170m'  

構 造 規 模 S 、I F - 3 F

工 期 1992年 9 月一 1993年 7 月

最 寄 駅 近 鉄 線 鳥 羽 駅

撮 影 ss名 古 屋

A 御 木 本 幸 吉 記 念 館

B パ ー J レプ ラ ザ

C 海 事 棟

口パールミュージアム

E 海女スタンド

F ゲート蝿

G パール7 リツジ

H ゲート樟

は よJ L J m

御木本幸吉記念館( 左) ・海事棟( 右)

④ 

配 置 図



街功c 本幸吉が世界で初めて養殖: r o ぷを誕生させて百周年をむかえるにあたり、その記念事業として真珠

島全体が再整備された。「人と真珠がふ れあうテーマノf ー ク」と して環境づくりを 中心テー? としつつ、

ゲストの方々へのサービス、ショッピンク、、の充実、r移転を生み出した文化的背景にもふれる施設の整備

を行ーった。

鳥羽湾に浮かぶ真珠烏の中央部に残された豊かな自然環境を保存 しなが ら、建物を広大な自製材木を背景

l こ1潤 E置し、既存のパーノレミュージアム、海女スタンドも合め回遊式庭園によって烏を→is出来る様に

計画した。ゾーニ ング吉村函 として、プラザ、ゾー ンとカ、、ーデ、ンゾーンの 2 つのエリアを設け、プラザ、ソ宇一

ンにはメイン施設を集約し、 i涯わ いのあ るアクティブな洋風ゾーン を演出し た。ガーデンソr ー ンは、プ

ラザ γ ーンとは対象的に落ち着きのある和原仮差Ａ習と頁直線て演出し、メインテ ー マ館となるｾＱ￞ｦｏｉｓＺＮ幸吉

記念唱ておは、養殖主靭長100年の歴史にふれることができる 。 また，こ の兵珠烏は フェ リー航路、 鳥羽水族

館からも 一望される為、辛口風庭園と 築地 塀等で海上からの景観にも十分画己慮してデザ、イン した。

街功。ド幸吉記念市官 ガーテ、、ンゾー ンに位置する この記念喰官は、彼の生家であるうどん屋 「阿波幸」に

ノf ーノレプラザ、

因んf河口l嵐雄物。幸吉翁の逃品や コレクションを展示 し、その生涯 と人/11%象の紹

介をする 。

ノぞーノレフ。ラザは、プラザ、ソずーンのメイン施設の 1 っとして今回新設された。明治

l埼代の銀座1ft同q 同! 白木庖をイメー ジ した 3 階 建の洋館。 ここには、豊富なノ f ーノレ

ジ、ュ エリー を販売するパ ー ノレショップと、展望 ν ス トラ ン、 Ｑｾｴ 賓室ぞ併設 し 、サ

ー ビスの充実をはかる。

海 事 棟 海 女 の 実 演 を 演 ず る 海 女 迷 の く つ ろ ぎ の 家 。 ( 山J官、 ・戸田 ・高 松/ 鹿島)

J ぐー ル プ ラ ザ

御 木 本 幸 吉 記 念 館 と 和 風 庭 園

記 念館 ( 夜景)

ブランド パ ー ル シ ョ ッ プ
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住友海上名古屋ビル・しらかわホール

設 計 監 理 日建 設 計 ・名 古 屋

施 工 建 築 鹿 島 ・竹 中 ・熊 谷 ・住 友 ・矢 作 建 設 共 同 企 業 体

電 気 住 友 電 設 ・ 卜ーエネ ック ・き ん で ん 共 同 企 業 体

空 調 ダ イ ダ ン ・三晃空調・高砂熱学 ・日 本 空 調 サ ー ビ ス 共 同 企 業 体

衛 生 J  11崎 設 備 ・カケ ン共 同 企 業 体

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 栄2- 9- 5 エ 期 ＱＹＹＲ 年 Ｑ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月

敷地面積 2 ，092m'  最 寄 駅 地 下 鉄 1 号線 ・3 号線伏見駅

建築面積 1，767m'  十畳 影 5 5名古屋

延床面積 17 ，6 4 6 m'  音響設計ヤマハ音響研究所

構 造 規 模 S、R C、5 R C、B3、 12F

建築主の; t i IJ 業100年記念司喋のひとつである住友

海上名古屋ピノレは、 700J:fj"' の音楽専用ホーノレとオ

フィス部分から桃成されている 。名古屋の中心

部、伏見に位置し、付近には白川公園 ・美高階官 ・

科学時などの文化施設が集まって L、る 。

「森と文イtむ の 径7づくりの桃恕が進められる伏

見 ・白川|地域におし、ての「しらかわホーノレ」は「音

楽と人との新しし、出合い」の場ぞ提供し、地域の

コミュニティーの一員として音楽文化 での 振 興

に貢献することを目的としてし、る 。

上回君主的手郎、事0Ct也の有勿l利用を図るため、総合設計

制度を活用し、 2 つの布施i道路をつなぐ開放的な

ピロティS g ! l fJ 1: 、低JE' 音11のホーノレ空間 ・高層部の

オフィス空間の表情がバランス良〈街にアピー

ノレできる純設椛成を実現させている 。

世界にも通用するクラシック音楽専用ホ ーノν を

めざし言十画された「しらかわホ ーノレ」は、 シュ

ーボ、ツクス裂としての理惣形を追求する 一方で、

外 観 南 東 面

今1a笠i定される音楽ノマフォ ーマンス( ミニオペラ

等) に対応すべ〈ミニオーケストラピットの設置

や、空席JI寺の成鞠l寺聞の差を最小にするための客

席いすに新い叶齢年の考案や、ゆとりのある客席

いすに( 頭寒足;熱) を理白色! とするエアコン機能を

装備するなど、これまで。のクラッシックホーノレに

はなか っ たさま Ｎ ｾｴ まな工夫がなされている 。 ま

た、↑ 対盛な演若手笠|日1お よび耳鞘を実現するため、

ゆとりあるアーチストラワンジ ・楽屋 ・リハーサ

ノレ主主などを設け、 ヨ旅館者に対しては、パーカウン

ターのある広々とした回廊式ホワイ エ などによ

る社交と究ろぎの空間演出をするなどホ ーノレを

サポートする空間にも十分なゆとりをもたせて

いる 。

7 階から上昔11の事務室空間は、スパン18mのワン

ノν ー ム片側コ アとし、白川公園を望u ' 南向きの l明

るく fieいやすいオフィスとしている。

。 ｉｬ ｩｾ Ｉ，ｻ改造 ・ 住哲也 Ｏ 日建設計 ・ 名古屋Ｉ

西・東断面図

3階 平 面 図 3' 皆ロビー
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中部電力小牧営業所・小牧電力センター

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

監 理 中 部 電 力 名 古 屋 支 広 工 務 部 建 築 課

施 工 建 築 東 急 ・ 太 陽 ・ ヒ メ ノ 共 同 企 業 体

電 気 中 央 電 気 工 事

空調 ・衛生 新 菱 冷 熱 工 業

外 観 正 面 シ ョ ー ル ー ム
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愛知県の尾張北部をサー ビスエリアとする中音11

電力の事業所仁営業所と送電 ・変電設備の保守

管理業務を行う電力センタ ーが同居する被合用

途建物である。

敷地は名鉄小牧線田県神社前駅の北東すぐ近く

に位置し、周辺は住宅団地が広がる閑青争な住居地

域て、付近には大学 ・高校があり、商繭道路は駅

を利用する若者の通学協となっている 。

本館は近隣への日影を考慮して、敷地の南寄りに

配置し、建物の南側は、小牧市の駅周辺開発によ

り、駅が移転した場合、駅前広場となる計画があ

ることから、オープンスペー ス( プラザ〕とし、地

域にコミュニティ空聞を提供している 。

「地域に親しまれる施設」をめざしたこ の建物で

は、プラザ、に面してショ ールー ムやギャラリーな

どの ｐｒ 関連施設を設置し、また料辺教 室 を Ｑｾ ｴＭ設

した多目的集会室をそれに連続して設け、 I也1或の

人々に利用していたfごいている 。

司王手先月? 昔日分は' 出直な執務スペースで、将来の変化

にも対応できる空聞を石倒呆するため、建物の南面

を14mX 60mの無柱空間とした。 また、リフレ ッ

シュ コーナーを各階に、 共用て使用する会議室 ・

食堂を最上階に設けるなど、戦場環境の向上を図

っている 。

設備計画においては、空調の判原 として氷蓄熱シ

ステムを採用し、深夜電力を有労芹IJ用して電力の

負荷平準化に対応している 。また屋上には新しい

エオ、ノレギーとしてのソ ー ラー システムによる太陽

光発電設備を設けた。

( 樹す喜久夫/ 伊 藤 建 築 指 同E務所)

所 在 地 愛 知 県 小 牧 市 大 字 久 保一 色 字 佃 1010- 1

敷 地 面 積 10 ，162 .69m'  

建 築 面 積 1，959 . 24m'  

延 床 面 積 6 ，197. 10 m'  

構 造 規 模 S、4 F

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＴ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 名 鉄 小 牧 線 田 県 神 社 前 駅

撮 影 ss名 古 屋 、 加 藤 敏 明

食 堂

名

担

小

明
快

曙

⑧ 

o  10 20 30M 

回県神社 嗣駅 配 櫨 図
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十六銀行名古屋ビル

設 計監 理 日建 設 計・名 古 屋

施 工 清 水 建 設

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 銀 3ー ト l

敷 地 面 積 2 ，01 6. 55m'  

建 築 面 積 1，348. 52m'  

延 床 面 積 20 ，6 5 7 . 7 4 m'  

構 造 規 模 S R C、S、8 2、20F、PI

工期 ＱＹＹＱ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 名 古 屋 地 下 鉄6号線( 桜通線) 丸の内駅

撮 影 S S 名 古屋

名古屋駅から東へのびる者11市中111である桜通りでは、 地下 鉄 6 号線( 桜通線) の

開通にともない、さまざまな建物 ｊ が増え新しし、名古屋の都市景観カ可 ｦ ｾ 成され

はじめて いる 。

この桜通りに面した十六銀行名古屋ヒツレは、昭和27年ι脱毛ここにあ った名古

屋支庖の建て替えぞ機に、テナン 卜オフィスを加えて敷地の容積活用を図る

ため、総合設言十棺l肢を導入しながら、都市空間づくりへの寄与し桜通りに似

合うラン ドマークづくりをめざした。

金融機関の施 設と 24時間型ニューオフィスをーイ本的に椛成しなが ら、銀行や

企業イメ ー ジのメッ セー ジとしての建築デザインを端正な格調にもとめ、ガ

ラスと金属版により、 i采い落ち着きのある表情をもたせた。

世界初の全天候型自動施工システムも導入され、高品質化と省力イr . _ 施工関t ;z

の改善などが図られた こと を含め、清新な企業 C I をもっ建築を目指した。

( 南石周作 ・入 谷 鋲/ 日建設計 ・名古屋)

④ 

桜過リ

道路幅員団 m

断 面 図 1: 1500 配置図ー l'古平面図 1: 1200 

エントラ ン ス ホ ー ル

桜 通 り の 新 し い ラ ン ドマ - 7

公 開 空 地 を 含 む フ ァ サ ー ド

営 業 室
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南 面 外 観

南 西 面 外 観

ますしん本居

設 計 監 理 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖 ・金 子 工 業 共 同 企 業 体

北 東 面 外 観
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一 戸 戸 ザ

ゴーてー二二二一二三ｾ

， 

/  

南 東 面 外 観

所 在 地 岐 阜 県 益 田 郡 下 呂 田 丁 森690- 1

敷 地 面 積 2，098. 31 m'  

建 築 面 積 677 . 48m'  

延 床 面 積 1，864. 24m'  

構 造 規 模 R C、S 、4 F

工期 ＱＹＹ Ｓ 年 Ｕ 月 ｾＱＹＹ Ｔ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 J R高 山 本 線 下 呂 駅

撮 影 車 田 写 真 事 務 所

南 面 夜 景



本主主物は、三名泉のーっとして親しまれている温泉町、下呂田丁に本庖を置き

地域とともに歩み発展している益田信用組合の新本庖である 。敷地は下呂町

の玄関口にあたるところで、ゆるやかにカ ーブする旧国道に面している 。計

聞は、小学佼に対面し謝) ! i Jには住宅が密集する刻燃とした街並みのなか、積

極的に周辺との調整を図り、より良い環境づくりを目指した。建物前面は安

全な歩行者空間制密保し、謝則の狭い道路に面しては町と近隣との一体化を

図り道路の整備をし、使L、やすい駐車場と合わせ、ゆとりある外部空聞を構

成した。外観は、 山並みをそチーフにした軽快な円弧屋根をi l l I G せ、外壁は紺

がすり色の50mm角割肌面状タイルを基調にアルミ ・カヲスを用いて親しみや

すい構成とした。内部は、ゆとりのある営業ロビー、静かで出直な彰時スペ

ー ス、多目的に使えるホーノレ、手口室を備えたリフレッシュスペー ス等が気持

の良い通路空間によって秩序づけられている 。エントランスに対面して設け

た前庭の談話コーナーは、コミュニティパンクとしての新本庖の コンセプト

を具現化 したもので¥街のなかの四阿( あずまや) として地域の人々に利用

され交歓の場となっている 。 (中野 朗/ 竹中工務底)

ス カ イ ラ ウ ン ジ

h  

益 田 川 と 温 泉 を モ チ ー 7 に し た 営 業 ロ ビ ー

l' 皆 平 面 図 1: 10∞ 

和 室
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三甲岐車本社ビル

設 計監 理 清 水 建 設一 級 建 築士 事 務所

施 工 清 水 建 設

正 面 外 観 外 観 全 景

事務室

④ 

外観( 見よげ)
! 階平 面 図 1  : 600 
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所 在 地 岐 阜 県 本 巣 郡 穂 積 町 本 田 474- 1

敷 地 面 積 36，469 . 38m'  

建 築 面 積 689. 54m'  

延 床 面 積 4，260. 26m'  

構 造 規 模 S R C、7 F、PI

工期 ＱＹＹＳ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 J R穂 積 駅

撮 影 フ ォ ト 昂

この建物は、西に例大山、来に金都山守望む三 甲材司

会社岐阜本社工場の中に位置する本社ヒツレである。

本社ヒツν として求められた「風格J ｲ 機自ｾＱＱＺｊ r.将来性」

を三つの柱に、時代に左右されない「堅実' 11:J 1:.， I時

代を先取りする「独自性」 を合せ持つ建物をめざ し計

画された。

工 場 敷地の中心に位置し、力強い正商性を持たせたシ

ンボリックな外観は、全首位閥岩打込PC版で夜われ、

重 厚J替のある姿を呈 している 。

オフィスフロアは、 18mスノ f ンの鮮北空間とし、全面

O Aフロア採用によりフレキ シフツレなオフィスレイア

ウトカ可能であり、将来に亘 り機能的な材先空rm姉 径

f呆されるようにな っている。

1 階ロビーは、接客空間にふさわしい務活きと風絡の

あるインテリアとし、アートと 7 ツチした豊色のある空

聞をめざした。

7 階VI Pフロアには、ギャラリーと茶室「期会庵」を

設置し、もてなしの心をデザ、インしたインテリアは、

「和」のイ メー ジを持たせ、美術館のような雰囲気を

犬切にしている。

建物内には施主 の収集した多数の知的らしい美術 品

が配置され、インテリアにｾりと気品を与えている 。

( 富士新王/ 清水建設設言初ド部)

会 長 社 長 室

茶 室 「 期 会 庵J

11皆エントランス ロ ビ ー

ｬＧ 皆エレベＭｾホール

71皆 ギ ャ ラ リ ー
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メニコン新本社

設 計 監理 伊藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 名 古 屋 支 庖

『コンタクトレンズ、のメニコン』の新ヰi 崖 ・本 館

である 。 名古屋駅から束へのびる 主Ｎ ｾ幹線道路 ・

広小路通に面し、 1982年に竣工した北館の南側に

巾員 4 mの道路を挟んで主I r 設された。

企業イメージを表す顔となり、また、批地を有効

に利用して、耐久性の高い雄物とすることを念志良

においた。

敷地は一辺 が 約19mの正方形を若干歪めた菱形

をしている 。雄物は敷地形状にi合わせて罪対也一杯

に建設することとし、地下に機械式駐三i工場、地上

古11に執裁室を設け、許容容殺を最大限に利用し

た。各階は不魁惨な平面のなかに、イ応、勝手の良

ｌ 、 主 Ｘｾ の大昔日展形式の事務 室 剖倒呆し、その両側

に必要最小限のコアをコンパ クトにまとめた。事

務室の南面開口音IH主連窓とし、視界を遮る金属方

立を使わずにガラス突きつけとして、広〈感じさ

せるように工夫 した。外装には耐久性がおしメ

ンテナンスが容易で、かつ、風合いのある花閥石

とタイノレとガラスを使j干l した。正而外観は花筒石

とpゲラスの織りなす械のラインを両サイドの盟主

壁で受けとめる形態とし、小庇による問診し石

の質感により、墜笑 な企業の本社に相応しい重厚

感を表現した。械のラインは企業としての安定感

を、両サイドの竪壁は将来への発展をイメー ジ し

ている。また、壁面に凹凸を待たせることにより、

地物平面の不駒E待感じさせず、街並に沿った建

物とすることができた。

( 鈴木皮智/ 伊藤建築設計事務所)

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 葵3- 2 103

敷 地 面 積 373. 53m'  

建 築 面 積 308. 98m'  

延 床 面 積 2，668. 98m'  

構 造 規 模 S R C、日 l 、 8 F

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 千 種 駅

撮 影 加 勝 敏 明

外 観 南 西 面 遠景

L ー 一一一一一

道路広小路通 ( m負 担m)

配 極 図 1: 15∞ 

(fi:; 温，)、路路通}

基 準 階 平 面図 1: 500 

事 務 室

理上

ｾ ＢＢ，Ｇ， ｉ ｽｴｲＺｉｉ ｉ づ ア 「

n  ぃ :'. 1，:: ' 咋、去、平川 置 時間投 滋 i

[ :1 品 掴 必以次、「 ー 、匂 白ιπ

' " 輔宜

[:11 対:''''' 1''':'""". 治川 J 置
…  山 γ

事 務 空

"' 1 ，:'， ::，:，_  山田川下J 必

郡勝宜

r:. 昨 l '、品ぷ 前川. ， ' " と

事勝宣

tJi ':":'::: 1:  :"，，:，:{<，::，.)  ". 1  

事 務 空

1:: 団園 川 叩 払 I 阿 部 拐 ν

' "路 通路

F  • 
岨 国 宝 二段式般 国武駐車喝

断 面 図 1: 5∞ 
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豊 田 自 動 織 機 組 合 会 館est

設 計 施工 竹 中 工務 庖

北 西 面 外 観
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酉 菌 外 観

所 在 地 愛 知 県 刈 谷 市 宝 町 8 - 1

敷 地 面 積 39，396 ∞m'  

建 築 面 積 1，388. 04m'  

延 床 面 積 3 ，428. 26m'  

構 造 規 模 S R C、R C、S 、3 F、P I

工期 Ｑ ＹＹＳ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 JR刈 谷 駅

撮 影 田 中 昌 彦

北 面 外 観



西 面 デ ィ テ ー ル

批 t也は愛知県東部にある刈谷市の工場 ・住 宅 ・学 を意図しました。グラウンドからの主主物は舵覧席

校の混在する地域に位世しています。建物は、: t j } : であると同時に鉾古でもあり、そこに「見る / 見

務所機能を持つ厚生施設として計画されました。 られる」という視線の交感を作りだそうとしまし

計画の基本コンセプトぞ「余11院と倣ジ茨そして文 た。

イb とし、それらに |品lする各種情報の発信基地と 具体的な操作として、建物の凶商に日除けノレーパ

して機能すること、及び周辺地域との交流のシン ーのついた透明方、ラスのカーテンワォーノレを設

ボルとなることを目指しています。 け西日のi忠光性と視線の透過性を事制呆し、グラワ

そして、デザ、インテーマを敷地の西イJ! IJ に広がるグ ンドと主l f . 物の視線による連続性を生み出しまし

ラウンドとの関係の0 : 1' 1 に求め、グラウンドと建物 た。このノν ーノf ーの織りなす微妙な陰修は、建 物

が「地と図」の関係を持つーイ本の風景となること に相貌を与え、光と彬の心地 よし、アンサンプルを

1階 ロ ビ ー

3階 ホ ー ル

倉IJ りTごしています。

そしてまた、クーラウンドを包むように、あたかも

フ。ロセニアムア ーチのようなコンクリー卜のフ

レームを配し、建物にダイナミックなフオノレムを

与えると同H奇= にグラウンドとの繋がりを強化し

ています。

そして、ここを訪れる人々やグラウンドを走る選

手の心のなかに、 一 つの強烈な風景が芽生える

ことを期待しています。

( 河辺勝重/ 竹中工務庖)

殴 段 低 合 体寓文化包 ンター 日吉日
l' 皆平面図 1: 12∞ 
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南 面 外 観



名古屋ターミナルビル株式会社

ネオ笹島

設 計監 理 東 海 設 計

施 工 笹 島 ピル (仮 称) 新築工 事共 同 企業体

( ジ エイア ー ル 東海 建 設 ・青木建設)

所 在 地 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南 l 丁 目 1809、 18 10、 1811

敷 地 面 積 508. 55m'  

建 築 面 積 409. 20m'  

延 床 面 積 3 ，375. 50 m'  

構 造 規 模 S、S RC、81 、8F、P I

工 期 1993年 9 月一 1994年 7 月

最 寄 駅 J R東 海 道 本 線 名 古 屋 駅

f畳 影 そ あ ス タ ジ オ

名古屋のメインス トリー トである広小路通りから南へ入

ったこの界限は、商住混在の烈U然としたところである 。 そ

こに、既存の建物を取り域し、新しい 1-'小規艇のオフィス

ピノν を言h画した。配置は、前市道路が狭いため道路事i勝J誕と

容積率を勘案し、雄物をセットパックさせることによ っ

て、前面にフロン トプラザを設け街並みに配底した。 この

広場は、周辺に安らぎを与え i切るい泣かな雰凪気が生ま

れ、美しい務加を創出している。

外観については、 3 つの桃成にし、 1 ・2 附は、 2 層 l次抜

のピ ロティを設けて、玄関、ショーウインドウ、 地下駐車

場へのアプローチとし、ゆとりのある空間 をつくった。ま

た、外装を黒っ fl' L 、花依i岩を使用し建物J両)1私の柱胸lを前面

に張り ｉｉ ｾ ｉ すことによって力強〈安定感のあるものとした 。

3 階一 5 附は、ハーフミラ一万ラスによるアール状の前面

アルミカーテンワオ ーノレとし欄間部分ぞ一信11而落ちさせ

変イヒのあるものとした。 この、ハー フミラーカ。ラスによる

外 壁が、 主 主や主主や周囲の ｊ 嵐長を ｉ ｾ しだし、 ｬ リ ｬ る い 建物とし

て街並の美し L 、アクセントになっている 。

6 - 8 附では、外1 1 &1まオ、オノ f リエとフラットのカ ー テンウ

オーノレのkJl令せとし、下の部分とデザインぞ変 λ f J 街頭の道

路辛!ht;録制 IIRのためのセ ットパックを、デザイン的に処遇! し

ている 。 また、屋上の工f伊紗J も外壁と同材料を使用し建物

とＭＭＭｴ本Ａｾ告をだした 。 また、内部も、 2 府吹抜の玄関ホーノレ

を設け、外装と Ａ 日 ｬ じ花前 ｩ 岩を使用し外音 ＱＱ と辿 ￱ｾ Ｇ ￭Ｚｾｾのある空

間とした。 4凶皇附においては、 l フロアー当りの而秘の市11

約により西側l片コア形式とし、 コア昔11分をコンパク トにま

とめる こ とによって柱のないオ ープンな事務笠1mを倣保し

た 。 ( 小坂 忠 勝 ・石 黒 優/ 東海設計)

④ 

l 階 平 面 図 1: 刊 日

¥ 

正 面 見 よ げ

エ ン トラ ン ス ホ ー ル
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号式シJ泊 料 問Jシ

上越ワシントンホテル

設 計 施工 竹 中 工務 庖

所 在 地 新 潟 県 上 越 市 本 町5- 49- 1

敷 地 面 積 1，472. 00耐

建 築 面 積 1，196. 97m'  

延 床 面 積 7 ，392. 55m'  

構 造 規 模 S R C、S 、11 F 、PI

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 J R信 越 本 線 高 田 駅

撮 影 S S北 陸
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このホテルは、大谷ヌ珍ｾ王ひ ｬｦｾ 掬がワシントンホテ

ノレチェー ンとして富山、 高岡について吉「匝lされた

ものであり、上越市のJ R高田駅前地区振興のた

め、大宴会場、結婚式場等 の充実した機能をもっ

シティホテルを作りたいとの地元の5郎、要望によ

り実現したものである 。

この ことか ら、設計のテー? を「地域住民の交流

の場となるポピュラリティな空間の追求と、地方

都市に おりるランドマ ー クの創造」とした。

外義見においては、 2枚の自立した壁と、シリンダ

ー状の壁面てシンボリックな構成とし、外壁のタ

イノレは薄蓋訴災色を基調とする色合いで、 雪t菜い地

域に訪れる春の予感を表現した。

1 階には、 2) 音分の高さを持つアーケード に面し

て、明るく開放的なエントランスとラワンジ ・ν

ス トランを自己し、 地域に|封lかれた施設としての顔

づくりとしてし必 。

2 階、 3 階は妥会フロアとして、大 ・小宴会場、

結婚式場、写場等を効率的に ν イアウ 卜した。 3

階中庭風の屋ヒ空間は、視覚的な広場として、又、

夏場の ピアテラスとし て、更には半屋外のチャペ

ノレ施設を設けるなど、多目的な利 用空間が当ホテ

ノν の大きなセ ールスポイントである 。

これらの内部インテリアにおいては、アットホー

ムな地中樹也方のイメージをもとに臼いスタッコ

調と木製家具により、ヒューマンな空間と落ちま{

きのある雰囲気づくりに努めた。

このホテノレが上越市民の生活の中にと けこみ、衡

を4子きかう人々の心のランドマ ークとなる こと を

願ってし、る。 ( 宮 野 裕/ 竹中工務庖)

基準階平面図

0 5  1 0 1 5 m  

l 階平面図

l階エントランスホ ール

ラウンジ

レストラン
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ランズビーひるがの

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

監 理 中 部 電 力 岐 阜 支 広 工 務 部 建築 課

施 工 清 水 ・金子 ・飛 騨 共 同 企 業 体

62 

配 置 図 1: 15∞ 

ひる

共 用 棟 宿 泊 練

所 在 地 岐 阜 県 郡 上 郡 高 鷲 村 大 字 ひ る

が の4673- 124他 9 筆

敷 地 面 積 47 ，128m'  

建 築 面 積 2 ，204m'  

延 床 面 積 4 ，2 8 0 m'  

構 造 規 模 R C、81 、3 F

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 長 良 川 鉄 道 北 濃 駅

撮 影 加 藤 敏 明 、 5 5名 古 屋

媛ヶ野ｉＮＺｴＮ岐阜県ｾｩｉｬ上ｾｴｉｉｾょう＿制寸 ｴ こあり、長良川の ｬｬｌ 七流でもある 。又、 四に

大円ヶ岳、 :!ll : に鷲ヶ岳があり、冬期はス キーのメッカである 。「ランズピー

ひるがのJ のランズビーはノノレクェー認で制をなl旅する 。 この地 区はiyj7k

ｕ かで、出 ｕＩｾｈ 直物が ｾ� 悶 ｚ し、容はミズ‘バショウ、夏は ｩ 紺求 、 秋の紅茶、冬

は 一 面童 ｬｾ Ｇ ｉｊｪ Ｚ 料、四 季 折々の雄大な景色がみられる 。 こ の 地を待て 、 中 古 Ｑ Ｑ 屯

) J の長期滞在型の栴剣D庖設として建設された。

施設は定.f:¥.40名の宿泊三室と、家f脱 主れやクマノレーフ。の人達に、カナデ、ィアン

ログハ ウス 4 棟と、アメリカンコテージ 2 t.束力守利用できる 。共用棟には三

j村吹抜けのヵーラ ス張りのラウンジ、クアハウスとトレーニ ングルーム、レ

ス トラ ン、大小i谷室、スタジオ、天体観測IJ 室等がある 。 設計コンセプトは

rn然との間柄 IJ であり 、地 形、配置は沢を生かした、ハの字型である 。

ハの字の I/¥J に法商に そってステ ー ジ ト 沢 を 取 り 込 ん だ ア プ ロー チは、

人々を優しく っつみ込むスペースとして計画した。

この施設|刈での利 用の他、高! 給やl周辺の諸施設の活用や、庄川、臼J 11村、

ｾ ｴｬ ｬ＠ t.、高山などの観光の拠点にもなる 。 高齢者から務者まで、イ匝l々人の体

j 川逃がはかれ、すこやかな社会出舌ができる 一助になることを期待して

いる 。 ( 岡田満弘/ 例似限設言十司嚇所)



共 用 棟 宿 泊 練 夜 景

遠 景 カ ナ デ イ ア ン ロ グ ハ ウ ス 全 景

宿 泊 室
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竹中土木瀬戸竹親寮

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

配置図・ 2階 平 面 図 1:800 

ニ グクラ
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所 在 地 愛 知 県 瀬 戸 市 緑 町 1 丁 目 13 0

敷 地 面 積 2 ，167m'  

建 築 面 積 920m'  

延 床 面 積 1，796m'  

構 造 規 模 R C、3 F

ヱ 期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹ Ｔ 年 ＱＰ 月

愚 容 駅 愛 知 環 状 鉄 道 瀬 戸 口 駅

4最 影 河 野 豊 ・ 吉 村 行 雄

名古屋市の北刃主25kmに位置する瀬戸の衡には、陶

磁若器産業の商品三よりも、幸b 同本に閉まれた者11市の

輪草11、郊外住宅地としての場長がむしろ強〈感じ

られます。50名のl i J f f l.多室 と25の策釜 石「備えるこの

独身寮は、建物の内外にわたり新しい公式舌環境を

提案し、その取り組みを通じてd雌識の理念を問機

的に表現するこし独身寮という用途の持つ可能

性を発展させっつ、地域との新し L 、. i i l l 税問形成さ

れること制旦いとして計画されました。

瀬戸の伝統やロ ーカリティは、地勢による文化の

w1 戚であり 、 その地勢の織りなすリズ、ム、伸びや

かな風去をファ ース卜 イメ ー ジとし、司郎、のある

生活の坊をテ、、ザ、インしました。迎物は、周辺の家

並みを単位とする高さと大きさを持ち、名古屋市

街 が一望できる中庭のデッキを取り図んで配置

され、それを内外に連続する*ll 各によって結んだ

桃 成になっています。施設は、衆い、う集合形式

によ って待られる共有スペー スの伸びやかさに

最も重点ぞ笹き、必要なときに適度なプライパシ

ーカ可i'{告保されつつも、平i潤副勺なコミュニケ ー ショ

ンの選択も可能なように後数の生活チャンオ、ノレを

用意しています。内 部 は 、 光 や 凪 人 の気配がど

の場所からも感じられ、風景が見え隠れする場と

rlnをii 文在させ、ゆったりとした空間のなかに、本

来あるべき出舌のアメ ニテ ィ( 快適' 性) を充分に

有倒呆していま す。透明でモノトーンな豊中古に人と

自然のfl ll りだす出来事制映し出されればと思い

ます。 ( 宮 武 仁・永 岡 久/ 竹中工務庖)

食 堂 よ り 中 庭 を み る

中 庭

玄 関 ホ ー ル よ り 中 庭 を み る

廊 下 ラ ウ ン ジ
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CASI Oヴィラ・コスタ志摩

設 計 施工 大 成 建 設 名 古 屋 支 庖

所 在 地 三 軍 県 志 摩 郡 阿 児 町 神 明2135

敷 地 面 積 7 ，508 .  10m'  

建 築 面 積 1，194 . 90m'  

延 床 面 積 1，724 . 89 m'  

構 造 規 模 RC、 一 部W、 2F

工 期 ＱＹＹＲ 年日月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｘ 月

撮 影 ss名 古 屋

< 失われた時を求めて > 1 : . いう小説がある 。スト ー リ

ーは t もかくタイトノレは印象的だった。このl時とし、う

概 念1; ) : ，極めて個人的 な事だ U ま思 うのだがこ こでは

保護所という建築の枠の中であえてそれをテ ーマに

してし、る 。建物は上から見るとアナ ロク1時計の形をし

ている 。たたて手法li lは中心からはずれ長針にささって い

る。その秒を|ーは先端でさらに折れ知也に突き車IJ きり日

時計になっている 。破嬢された鳴の綴織。が最も原

始的なも時の道具。 に生まれ変わるい、う設定である。

現代の先端産業テV タノレを扱う企業仁対し、アイ ロニ

カノレにプリミティブな時の観念を建築に組み込む こ

と。それがメタフア ーであるがゆえ直接的表現は避け

た納i寺の移ろう様を太陽の光との様々な 、ふれあし 1

により{ 本l殺できるようにした。先の 日時計やトップラ

イ ト、ハイサイ ドライ トなどのあるインテリア、光を

l吸収する 外壁の仕上、満天の星を眺められる展望台、

タイム トンオ、ノレのようなアプロ ーチ、 j甫白太郎をモチ

ーフ t したインテリアの部分等の仕掛がそれである 。

利用者 t持仁子供達) が淵待する非 日常的な見知らね

世界と、設計者が思い描〈空間に対する，思い入れが同

じとするならば、童心に帰り、柔らかい質感と些かな

色彩によるホットな空聞を創ろうと考えた。

l時計の センターは l次抜の ロト ンダで木造張弦梁の屋

根をi経くのせている。そ こには風見鶏のついた大きな

トップライトがあり屋根には展望台がある 。この展望

台で海に沈t J 太陽や夜空の星を眺めながら諮り合う

親子の姿が見られるような場になってほしいと願い

をこめた。 ( 印11桂二郎/ 大成建設名古屋支応設計部)
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木 曽 駒 高 原 山 の 家

設 計 施 工 大 成 建 設 名 古 屋 支 庖

所 在 地 長野県木曽郡日義村原野木曽駒高原別荘地内

敷 地 面 積 2，880 .  10m'  

建 築 面 積 719 . 4 5 m'  

延 床 面 積 1，397. 51 m'  

構 造 規 模 RC、81、2F

工 期 1992年 12月- 1 9 9 3年 11 月

最 寄 駅 J R中 央 本 線 木 曽 福 島 駅

撮 影 ss名 古 屋

木信『駒高原別荘地は昭和35年頃から、中部地区の企業

の保養所を中心として開発されてきた。 四季を通じ

て、ゴノレフ ・スキ一等のリゾー ト主主主也として、にぎわ

いを見せながらも、自然と歴史を大切にしている閑i絡

な別荘地で、ある 。

大成建設木町'駒高原山の家も H召手[138年に主主てられた

ものの、老朽化とリゾート ライフのスタイノレの変イヒtこ

対応する為、建て替えすることになった。

設計にあた っては、自然の中の建築として、自然との

同化守テー＿とし、建物の威圧ｾｾｾをおさえる為、形態

( フオノレム) の操作と紫材の謝尺に注意を払うことに

より、自然にとけ込む落ちついたたたずまいを凡せて

し、る 。

インテリアは、山の保護所らしく、木質の持つやさし

ちゃあたたかさをポイン トとした。 2 階廊下の木製カ

ーテンワォーノレから入る、やわらかい光は内昔 ｉｬ ｾ 問に

透明感や消々しさを与えている 。

ii対立の企業保護所の利用は、以前の様な、社員旅行、

開 l多とい った、大人数で安くというスタイ ノレから、家

族連れや友人同士といったノ f ー ソナノν ・ユー ス主体に

変化し、ホテノν並のサービスを要求される 。 この建物

はそういった利用に対応する為、プライパシーのf持rl Q

と均一イヒを石悩呆しつつ、泣かなくつろぎの空間を作り

出している 。

( 長谷部 等/ 大成建設名古屋支庖設計官rn

西 側 外 観

玄 関 ホ ー ル

北 側 外 観
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今池 N Mビル

設 計 東 海 設 計

施 工 清 水 建 設 名 古 屋 支 庖

所 在 地 名古屋市千種区内山 3-3102

敷地問積 73l. 92m'  

建築而積 612.22耐

延床面積 4，916.09m'  

構造規模 SRC、B1、8F、P1

工 JYJ 1989年12月- 1991年4月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 千 種 駅

新城市生涯学習センターちさと館

吾昆凡又
計 基 本 豊 橋 技 術 科 学 大 学 渡 遷 昭 彦

実施伊蕗建築設計事務所

施 工 大 日 本 土 木

所 在 地 愛 知 県 新 城 市 杉 山 字 道 日 記24番地

敷地而fi1 30，663.00m'  

建築面積 1，915.19m'  

延床面積 3.865.58m'  

機造規模 RC、一部S、4F

工 JtJ I  1993年2 月- 1994年2 月

最 寄 駅 ] R飯間線野田域駅

中部安全衛生サー ビスセンタ ー

i宣 言十 安井建築設計事務所

施 工 大 井 建 設

所在地名古屋市熱田区白鳥1 - 4-19

敷地而H ' t 710.29m'  

建築面積 482.14m'  

延床面積 1，213.12m'  

構造規桜 RC、3F

工 期 1993年9 月- 1994年7 月

最 寄 駅 地 下 鉄 名 城 線 (4号線) 神宮西駅

名古屋市西図書館・西文化小劇場

吾函凡叉
計名古屋市建築局学校建築課

伊藤建築設計事務所

施 工 鹿島・真柄・長瀬J V

所 在 地 名 古 屋 市 西 区 花の木2-1802

敷地面積 1，983m'  

建築而紛 1，697m'  

延床面積 5，982m'  

構造規模 RC、一部S、B3，2F 

工 JtJ I  1991 i Jol 2月- 1994i p 3月

fik 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞 線i主nn町

シーフーヅ福井本社

設 計 伊 蕗 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 名 古 屋 支 后

所 在 地 桑 名 市 大 字 安 永1560番地の l

敷地而有'i 285.21m'  

建築面積 168.65耐

延床而秘 509.13m'  

精進規模 S、 4F

工 期 1994年4 月- 1994年 9 月

最 寄 駅 近 鉄 名 古 屋 線主主生駅



昨年の来i.llf: 支部特集「伊勢 ・ネ111宮式年選宮と神宮界限J の続きで、

「まちの活性化 と地方文イ凶 と題 し、 制I'jll 、美濃地方 の 儲互の建築

作品を取り上げました。「まちの活性イιj とか 「地方文イι j と言って

も、聴き 的れた言葉の斡きとは裏目立に広〈、深い意味を持っている

と思います。

ご存じのとおり飛騨、美濃地方は、売ｾＡｾの匠 ｴ か伝統の町並みと

称、され実 ｾ ｜ ￯ｬ￭ｾｾ 山を Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｇ 心に、￯Ｕくから文化とその ｴ 勘衣に力をいれてき

た土士酬です。 そこで展開される 「まちの活性削 は、単に産謝辰

興や観光振興 ・Bf.I 発等守 中心 としたものとは違い、その地 に訪れる

人々を取り込んだ地方の文化の継承であるように思われます。

そこで、「まちの活性化」に精力的に取り組む小坂町、古川町、者1I

上八幡町の各役場の商工観光読め方々を中心に実践上の問題点を、

「地方文化」との融合を目指した具体的な事秒IJ i : . して、 5 つの建築

作品を紹介させて ｔ 頁きました 。 男 ｾｙｦ ｬ 、美濃 地 方の建築マップも作成

しました 。 春、初互の Ｑ 日を勇ｾＡｪ ｬ 、美濃へ足を延ばすきっかけにな

れば幸いです。

この併は長ができましたのも多くの方々の暖かい ご協力によるもの

です 。 特に、お忙しい ｾ ｉＧ 、ご執舗をご快諾項きました各役場、符建

築事務所の皆嫌にi楽〈感謝申し上げます。

高山屋台会館

高山陣屋阿部代役宅」

起し太鼓の里 「 売をｾ｜￯ ｬ 古 川 まつり会館 」 問 糊1の匠文化館J

岐阜県大手[IIUT古今伝授の旦「フィ ーノレドミュージアムJ

B K I長!工国同河労棟 ・ホーノレ棟J

(東海支部特別編集委員会)



飛 郷、美濃地方にみる f まちj の活性化の動き

「飛騨小坂ふれあいの森j イベントと活性化

大 林

「小坂町」と「飛躍小坂ふれあいの森J の概要

小坂111"1'は飛距'i Lの南部、tili [l 獄山のふもとにある 人口 4 ，300人の小さ

なIIITてある 。IIITの面干m 4花m' の 98%を山林が占め、山あいに濁河、湯

屋、下島の三つのもむ主: tmや大ノj、180箇所にも及ぶ滝がある 。自然の豊

富な気掛 ドの ｾｉｬ にあっても飛び切り上 等な自然環境の ｉｉｉ ｔ が小坂町て。あ

る。 しかし、山林以外の土地が 2 %しかない地形であり、平坦な土

地が少ないところから、大きな施設を作る場合ははlの斜而を利用す

るなど設計の面て申工夫しなければならない点が多くあり、その典型

的なものカ明ｾＡ判、坂ふれあいの森である 。

ふれあいの森は面積が約 8ha あり、 山の斜而をそのまま利用して

さまざまなユニークな建物が建築されている。小坂町は、もともと

豊富な森林資源を活用した林業に関連した産業が主なものであった

ため、このふれあいの森も全てが地元産の木材を利用して建築され

ている 。

平成元年のオ ープン以来、毎年施設の拡充がなされてきたが、 主

な施設としては、延長127mの木製スベリ台 ・星見檎・官険砦などの

遊びのスペースがあり、その他に 11棟のバンガローやロクシ、ウスな

どの宿泊スペースがある 。

ログビルデイングスクールについて

もともと、ふれあいの森は、地域住民 t 都市との交流をはかり地

域の活性化につなげるい、う目的で整備された施設である 。 この目

的に沿って攻!足Eまで、小さな規摸ながらもコンサー卜、幼児教育セ

ミナ一、草木染め教室など木と自然仁こだわりをもったイベン卜や

スクー リングを行なってきたが、ここではログピノレディングスクー

ログピノレディング界の悩威、 B . アラン ・マ ッキ一氏
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ノレについて紹介する 。

平成元年のふれあいの森オ ープンに際し、新しく職員を採用した

が、その職員の一人が採用以前はプロのログビノレダ一て、あり、自分

でログハウスを何株も建築したとしづ経歴があり、その職員からふ

れあいの森でログビノレテY ングスク ーノレが開催て3 ないだろうかと

いう提案があった。ふれあいの森は全て木を意識して作られた施設

であるし、小坂IIITI ま昔から林業て九栄えてきたIIITであるが、 長〈統〈

オ寸オ不況で林業に|英l連した産業が衰退してきたことから、林業活性

化の足掛かりとなる可能性もあった。

この提 案は年度途 中であ ったため、予算や準備ｾｕＺｊ 聞の問題はあ っ

たがIIIT:長や1長会の迎If J 平が得られオープン初年度から実施することと

なった。

討 ｙｕｬ ｩ｛ｩ Ｑ まその職員が以前指導を受けたことのある、ネ ｉ ｉｾ 禁とまで 言 わ

れるログピノレテ川ング界の世界的権威カナダの B . アラン ・マッキ

一氏、そして日本のログピノレダーの草分け的存在の一人、側フオレ

ス卜 ・エンジニアス代議の放 ・星野久也氏にお願いした。

スクーノレはビギナーコース 7 日間、プロコース 3 FI聞という日程

で、その聞に昼間はログハウスやテーフツレ、ベンチなどを製作する

実技、夜間は建築の詳細や森林保護に関する講義を行なうというも

のである 。雑誌や新聞などの広告媒体を利用し受講生を募集したが、

関東から九州、|まで、船釆り ・学生 ・iill i1家 ・元{ 明社秘書 ・建築家と

いったさまざまなｾｾ様、経歴の持ち主が参加してくれた 。 建築の材

料となる丸太は地元産の杉材創刊いており、受講生の宿泊にはふれ

あいの森のバンガローを利用した。 ピギナーコースとプロコース の

入替え日には|町民や近隣町村の人を対象としたログワークのデモン

ス トレー ションを無料て。開催し、また河BI !i 1の匠の技を受け出|主くや地元

生 ｬＡｾ距 Ｇ Ｎ Ｑ Ｇ の ロク ツ 、ウス



の大工さんに対する公11ト防座などを開催して地 域 t の交流と ログハ

ウスに対する理解を求めるという試みも行な った。

このスクーノレは平成元年から 4年まで年に一回ずつ 4 同開催した

が、残念なことにスクーノレをプロデユースしてくださ った星野久也

氏が亡く なられた こと 、建築後の移築用地雌保の問題等もあり現A主

はq-，断している 。

この 41巨凹互耳|のスク一ノルレて‘ 許恐.宰準製1イ1令主しfたニ 8f.械見束:のロク

れあいの森てて‘ 、パパ、ンカ万ガ、守、ロ一やノ f 一べ、キユ一ハウス、売l苫などに利用し

てし、るが、本格的なログハウス州邸"1金で' 5f IJ 用 で きることから宿泊

客には大変好評である 。 また 2棟については民間に払下げをしてス

キー場やだんご屋 さんの5百占として活躍している 。

また、 4  i f ll¥Jのスクーノレに参加した多くの受講生は終了後にフ。ロ

の ログピノレダーとして活断! してい る人、カ ナダの ログビノレダーのも

とで再度勉強した人、余UI1Xを手l聞 し て自分のログハウスを建てた人、

普通の会初完に戻っ た人などさまざまであるが、スクーノレ期間中に、

ログハウスづくりの技術や知識だけでなく、木造建築の良さを知る

ことにより向然資源の犬切さを再認識したり、木のぬくもり、人と

のふれあいを通しでもうひとつ別のものも 学 んでいってくれたので

はないかと思う 。

活性化について

地域の活性化をはかるためにイベントを開催する目的は、外部へ

のイメ ー ジアップ効果、直接的な経済波及効果、連帯意識の高揚な

E が考えられるが、その他にも地域住民個々がその地域の特性を兄

直し、自分のIIITの魅力を再発見する ことによ って将来に向かつて活

性化へのな識改革を蜘坦するとし、う君、昧もあると考えられる 。

I JIU'甲小JJJ U 、れあ いの議 」 配 ili l主|

そのためには、イベン 卜以前に先ず施設自体を地域の人が利用し

やすいものにする ことが前提であり 、そのうえで地域の人に施設の

こと、事業のことを良〈理解してもらわないと、次第にその施設へ

の|刻心力可Q1f . れてくる 。 イべン卜の|い内人什l容にしても 一過性のものに終わ

らないようi 、また自発的に参加 . 1協9

内容 t 環境づ〈りをする こt カがf必必、要てて、める 。

ふれあいの森で開催してきた各種事業も、それにより Ilrj が活性化

したとしづ 実感はあまり感じられないが、効果が具現化するには長

L  、|時11¥1を要すると思われるので、今後についても地域に密析した独

創的で楽しいイベントを定期的に開催していきたいと考える 。

住民にふれあいの森い、う; ; j 1"'，W;t こ索11青らしい施設の存在を忘れら

れないため、そして地域住民不在の単なるキャンプ場としての存在

価値しかないい、うことにならないためにも 。

( おおばやし おさ む Ｏ 小坂町間 ｟｛ 観光［ｾ課 長 補佐Ｉ

ムヤ. 過ぺγ WAihip-Ji E

議グヅ ゼ 川 認 識 拘歯

邑 ｾｾ Ｇｾ 略Ｎ

I  I  a  ・・・!こ二ごf連- ← ;一tγ;ご‘で?乙i 警詞寄舎を11イa

. .  竺E杢堅11亘I之をぞ11診妙〆;は亡タ11

• • F ニ一一-喧
園

ぎJ

白

1"、れあ いの 森J I人lの パ ンガ ロ ー
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飛郷、美濃地方にみる[ まち j の活性化の動き

飛騨古川まつり会館伝統文化と町づくり

加 藤

高山と古川は双子の城下町

売 ｾｩ￮Ｑ 古 川ｼ は、 ｩ 岐阜県飛騨地方の中央 ー に位置し、完 ｾ｜￯Ｑ 山 ｊｬｊｒ などの 山 々

に固まれた古川盆地にあり、高山につく守主 ｾｩ￮Ｑ で二 番目の大きな ｉ ｮｔ て｜

高山本線の特急、てや岐阜から 2時間、古)11から富山まで、 1時間の住置

にあります。

II! T並みは高山とそっくりのところがある双子のII! Tといえ、新しい

売却i1のIIIT家づくりのタイプを生み出してい る美しい町 といわれて い

ます。

天正14年 (1586) 越前大町叫主金森長近は飛距11
138 ，000石を安堵さ

れ、天正18年 (1590) 高山の地 に城郭 (高山城) を築きはじめまし

た。近世飛騨の歴史の出発て" す。

建設当初の高山城下町は宮) 11 と江名子川 に固まれた範囲に納まっ

ていて 、 ｗｾ 蓮寺と高山城とを結ぶ軸を境に、東の空 ｉｉｉｔ とよばれる高

台が武家地、西の下II! J カ叩IT人地い、 う明解な構成をとって し、ました。

これに対して古川 は、高山城の建設着手のわずf カ> 1年前、天正17

年 (1589) 金森長近の養子可重によって増島城が築造されました。

宮) 11 と部劇 11を自然の要害とし、南端に城草1Iを配する手法や、瀬戸

川 を挟んで束を武家」也、西を町人地とする城下町の構成など、高山

の場合と同一だといえます。

この古川の城郭も、元和元年 (1615) の一国一城令により、金森

氏の旅館とされ、 このあと元禄 5年 (1692) か ら努溺平一円は幕府直

轄の天領となり、以来農林業中心の町人文化が発展 しました。

住民参加の町づくり

明治37年 (1904) に民家877戸を全焼する大火がありましたが、も

とのII! Tの骨格そのまま復興されました。応急復旧の家も多く、! 被後

(-1依 l:i t : 者と醍nが泳寸瀬戸川
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時 夫

の昭和30年代には改築期に見まわれましたが、大工さんたちの 「飛

距i1の 匠J の技と 「そうばくずし j をきらう 町民に支えられて、たと

えば、 2  ｉ ｾ惜の高さは高くなるが、軒高は上回安 ＨｉｻＭ Ｎｆ揃 っ ていて、軒を支

える! 腕木に 「雲j がつき、月わドやタノレ木の木口にだけ白〈ぬってア

クセン トをつけています。 また、玄関に 「まくやさ」ゃ庇( ヒサシ)

もつき、目のあらい格子から千本格子など、生活の変化の要求に即

しながらも伝協隊式の景観をつく りだしています。

町並み景観の重要なポイントのひとつである瀬戸川の用水は、約

四百年前に築城されたH寺に、城の堀の水 を引込み農業m水ヵ、ら飲料

水までと、住民には" なくてはならね水" として利用されて きま し

た。 その後、上水道の整備や高度成長期あたりか ら水の汚れが自主

ち環境が悪化してきましたが、周辺住民の主導によって継が放流さ

れ、当番制て' ! 1if J とタにはごみを取り除いたり、ごみ入れや鯉の餌新

も環境にマッチしたデザ、インにするなど、白壁の土蔵や黒塗のJJ 射反

と瀬戸川用* はぬくもりある風景 とな って います。

古川町でも昭和]49年 (1974) r市街地景観保存粂例j の制定が検討

されてきました。 この頃から全国各地で、まちな み保存の重要きが

説かれかけてきましたが、古川ではまちの人々の反対で条例はでき

ませんでした。 しかし、 町民意識の中にある「そうばくずし j によ

って、その成果が今のII! T並みにあらわれています。

これからの町づくり

昭和61年 (1986) II! Tの制光協会が 「古川町並景観連築物表高三捌;]J

を定め、 II! T並みにマッチしたし、ぃ建築を表彰する ことで、 11I J づくり

の意識を高めていく取り組みが行われるようになりました。 それが

行政にも反映されて、伝統的手法による公衆便所の「ふ るかわやJ、

休憩所の「福全寺茶屋J などの建築物に見られます。

。 ｉ ｪｾ Ｑ な傑まつりの「起し太鼓 ｊ



昭 和 Ｖ Ｒ 年側Ｉ 円 本ナショナノレトラス ト による問 ｾ ｬ￯ ｲ 古 川 の 町 並みま

ちづくり ｪ の調査報告ミＡ＿によって、 ｉｉｉｊ 並みや ｉｕｊ づくり、到 ｾｾＱ の匠の

伝統と技術などが再認識されました。 その- ij 三後に、若L介三代j習の

観光協会と背年会3義所のメンノ f ーが、長期計画による 111] ーづくりの制

査研究を行ない「ふるかわ F ・p. C J 報告書の中で、地元の人が

心から愛する III Tが、結局は観光客の心 を打つIII J になる t 信じて、観

光客のための1111づくりではなく、住民がうるおいを感じ、愛着を感

じ、家族づれで遊びにてやるような、住民のための住民の1111づくりを

訴えています。

こうした住民の考えが反映されて、新しいまちづくりのひとつと

して、平成元年 Ｈ ＹＸＹＩ より勇足 ｾ ｲｬ ￯ 古 川 まつ り 会館の建設、 まつ り広

場 tiWj 戸) 11のfl室長整備カq カ年で完成されました。

今後も、まちづくりについては、ボランティア活動の木の国ふる

さとづくりの会などが中心 となったり、都市景観研究委員会では、

景観基本方針の決定、 ffi lJ 度の枠組などが議論されたり、さまざまな

ところにて住民意識が岡映されていきます。

町の核施設“ 飛騨古川まつり会館"

売訪中古) 11 まつり会館は“ i!:i ) III IITの活性化" のために企画された 「起

し太紋の旦」構想の核施設として建設されました。

400余年の伝統をもっ古川祭は、“ 動 t 静" を表わす祭 ともいわ

れ、その“ 動" は、 9j と9j が楳でぶつかり合い、春を待ちわびたエ

オJ ギーが一気に炊きだす勇壮な椀療です。古) 11祭のもうひとつの

セ 役である “ 静 Ｂ は、飛島 ｾｬ ｬ ｬ の匠の技術の粋を集めた絢倒幕聖書な 「 屋

台J です。 9 台の「屋台J は祭の問、町内を曳き廻されて、子ども

ｾｦ 欠如伎や糸からくりカ ｦ 演じられます。

この会館・は、 このような生きている祭文化 をベースに構成されて

ＱＱ 電騨古川殿 ｾｲｬ 地区 の ｲＧＱｾＺ ｊ マ ップ

います。

会館の構造等の特徴は、 『善通の美市附直.1専物館はミイラを保存し

ているけれど、 ここ でいは “生きた展示" を置いているんですよ 。で

すから建物は、展示防にとって一番いい状態に置いてあげな い とj

t 、本館の設計者である清家清氏( デザ、インシステム顧fi : J )の言葉

どうり、 いろし、ろなと ころに特徴があります。

会館には、常時 3 台の屋台が展示されていますが、保存を前提に

しであるため、絢欄豪華に装備した屋台の布 ・装飾等が色あせたり、

万が一火災でもおきたらと いう酒c}，¥tr: から蔵の '1 'には照明がまったく

取り付けでありません。

屋台を展示期間中 に修理 したり、動いている 状態をイメ ー ジする

ために、 ｨ 寵の ｾ ｉｬ をタ ー ンテ ー フツレ王ににしてあります 。 また、靭 Ｗ しく

製作しようとしています 「平成の屋台J の誕生を目標に、工房室や

製イ乍コーナー もあ ります。

外観は、周辺の飛躍凶3築になじませて、 1首カ泡E物に埋め込まれた

ような形態をとり、館内は、屋台の市きが 7m を超えるため、周囲の

寺院等を威圧しな レように、、下階 2 m地 下に沈め、また、) 末は断熱

効果と木のやさしさを取り入れて木のレンJ ゲカ明文カ、れています。

当館のメインとして勇壮な 「古川やんちゃJ が奏でる起 し太鼓の

シーンを、 6而の大型スクリ ーンと音響システムを駆使し、立併司映

像て、、然 りの生の臨場感がl床わえる ことや、 コンピュータ制fJ Pによる

カラクリ人形の実演、伝統工芸の切り絵 ・一刀彫りの案出、 「玉F- 成の

見送り j 等の絵画、祭文化の古文書など11- 重な資料が展示しであり

ます。

来参考文献側〉日本ナシヨナノν トラスト「飛籾古川の町並みまちづくり J

(か t う ときお/ 飛騨古)11 まつり会館事務長)

ＱＱｕＧｪ ＡｬＧ正の技術を Ｇ ｉ ｾ かした装飾「ム・」
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飛家I ji、美濃地方にみる f まち j の活性化の動き

水のまち「郡上八幡」の創造

一 一これからのものづくりのあり方( 郡上八幡 Ver ) 一 一

武藤

水の町の始まり

長良川 を約110キロヰ仁上した| 町、郡上八幡は、匹|百年の歴史を待つ

城 -fl"Tです。i'!'HlfJ 也には長良川、 吉13:1) 11、 その他、多くの中小河川

と、湧き水や井戸水、 iJ J 水という虫色・な水i}jit があり、長い歴史の中

てい培われてきた生活のための7M' J 用システムが今も残っています。

昭和50壬併に後半、多摩美判ザミ学教J受渡部一二氏を中心とした、水

環境の研究グノレーフ 。 により、 ｾｴｬｓ 七八幡の水部ｾｾＨこついてのレポート

が発表されました。

「郡上八幡が、 円本の水文化を住空間に今でも品比qえしている貴重

な存在てあり、また学術的にも 注 目すべき 7M' JnJ システムを保有し

ている云々」これは、このレポートの一節て、. す。

当時、 この11j -て壮、7 ] < 環境に関する認識は少なく、レポートに つ

いての反響は、むしろ外部の専門家の中で大きかったようです。 そ

して、研究者の来訪や、マスコミでの報道、 一部の民間グノレーフ。(さ

「名 ノド7T近長J j十'i ｾＡｴ ノド
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隆 日両

っきの会) の活動を受け、 7j "<! 罷境保全がまちづくりの 1.1
1
心として位

置づけられることとなりました。

その後、全匡17同誌境保全シンポジ‘ ュウムの開催、飲料水版売、橋

から飛び込む清流ジャンプ大会開催等のソ フト展開や7J，をテ ーマと

した ミニ公国( ポケ ッ トパーク) 、親7] 1: 遊歩道、 iiiJ) 11公悶等の整備 t

いうハード、ソフト両而、官民ーイ本とな った取り組みに広カ f ってき

たのです。

水文化へ繋がるものづくり

こうした動 きに伴った、船 長 の環 ｾＧｚ 整備手法は、与えられた エリ

ア内を一方的な予iWJ や推il¥l Jに基づきテV 、イン し、発注者であり、将

来の所有者、 Mi 持管理者でもある行政が使用させ るいづ立場て二

ｗｾ わ っ てきたようです 。

しかし、今回の水環境のための寸 車の胞設づくりの手法は施設整

備が進むごとに変化して行きました。11古| の々胞設に対する住民の反

' 広炎、日ポ ケ ッ ト パ ー ク



市 街 地の 中 j とを int れる子H l I川

応、は、その施設のM尉官: 迎、実際の使い勝手、自分以外の人たち( 観

光客やマスコミを合U ' ) の反応や、その後の行政の対応等を入念に

チェックする事により、住民自らが施設のあり方を考える姿勢カ羽三

生え始めてきたのです。

そして、! とl分たちのための環境整備 t して私 極的に計阿に係わり

ながら今後の水に対するあり方までがf指命され、「水に|刻しては少し

うるさいよ」と 言 う人たちが多くなってきたようです。 これは、よ

うやく住民サイドてヲ同誌境とし、う 言葉が、認識され、使い手 t して、

ものづくりを向ら行おう t いう行動となって現れてきたものと Jι わ

れます。

研 究者に取り上け、られたi . 1t 重な郡上八幡の7同誌境は、 長 い間*1主付し

して利用され、使い手にろ過されt7tf J #されて きたものであ り、 H寺1/1-1

の流れの中で、所有者ではなく、使い手のものとして次代へ伝えら

れた結果なのです。

地域に 生きる 人 々は、自分の周りの動きを Ｉ ｝ｊｌ て ＢＡｾじ、あらゆるＧ ｩＩＧｦ

新町通り

Iゃなかノドの こみち」

報を11寺間というス クリ ーンでろ過しながら 洞察力てやらって、物苦手を

判断します。 さらに、過去、現荘、未来、いろいろなスクリ ーンを

も重ね次代へ受け継し、でゆくべきものを無意識の内に返択し作り ｌ ｝ ｾ ｉ

してきました。 こうした、使い手自らが力を合わせ問聞の コミュニ

ティ ーを考え、デザインする当たり前のものづくりの手法を今一度

見直す ことカサ月たなる文化の倉l随 t 盟かな地域づくりへのパスポー

トとなると 考え、 ｾｭ 上八 幡 のま ち づくりが今始まったと こ ろなので

す。

今まで、ひっそりとして いた踊り のな いシーズンオフにも、 郡 上

八怖の|町並みや、7 ] ' < のある景観を兄て歩〈人が多〈訪れるよう にな

りました。地域の人に心地よい空間づく りが、地域以外の人たちに

も受け入れられ始めたのだと思います。

そして、こうした地域の人の心地よさが、来訪者へ伝わり、更に

地域にこだま するい、う 1Ji' i環が地城市性化の始まりとなるのだ と思

います。 (む t う たかはる Ｏ 八申罰則役場行 ｉｉＢ￯［ｮｬ ｬ ｬ￯Ｑ［ｾ ヒ脊Ｉ

八 y 玉石

亙石H る〈由〈と現れるいろん

信仰織や色が、それぞれの抱，ｾ

の委とE 史 H I る八 y玉 右 中

央に明治、リ玉石1 : 明方笥相

良、乙姫谷、小潟比、JI!!元ヒ.1l Q

111. 吉岡川. 小屯忠良でt ; : ! ま
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集 " 1の図じるしゃ. 3 i . い納 ・h'
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高山屋台会館

「展示」から「保存展示」への試み

水 口

新館建設に至る経過と施設概要

当館は、日本三大美祭のひ t つに数えられる高山祭の、その主役

や た い だ し

である屋台( 山車) を展示し、多くの人々に見ていただこうと昭和1

43年に開館した。会館建設にあたっては、重要文化財てある屋台を

展示公開する ことによって得た収入で屋台を修理保存しながら美し

いまま維持してし、 こう い づ 意 見 L 展示公開する t 屋台に悪5縄P

が出るという反タI意見があったが、大iWx : 論の末に屋台会館の建設が

決まった。開館以来、全国のこうした類の先駆け的存在として、ま

た公立ではなく民間の経営( 宗教法人の教化活動のひとつとして)

という点でふ市に注目されてきた。 しかし二十数年を経て、他の施

設に比べ、屋台の保存管理という点では、必ずしも良好といえる状

態てやはなくなってきた。 そこで、 fが長の観光的施設から博物自前目、 It

施設として内容の充実そ図るためにも万全の設備が必要であるとい

う機運が盛り上がり、昭和63年 9月、隣りの桜山八幡宮境内地に新

館を建設し移転した。

屋台の展示だけだった 旧館に比べ、新館はヰ11牡の宝物、屋台に|刻

する資料の展示や研修室を兼ねた視聴党室( 削l寺、祭のビデオを上

映する) 等も設けている 。

外観は屋台を城郭の上に置いた形になっており、館内の屋台展示

室は古い III T並を屋台が行くのをイメ ージしている 。館内上部の| 節子

戸は、そのための雰囲気づくりも兼ねている。また、来館者への配

慮として天井高10メー トノレの屋台展示室を下から上まで全てガラ

スで囲む ことによって屋台の屋視の先まで見えるように設計されて

いる。また、 ミュージアムガ、ラス (10ミリ) の使用により屋台が一

層美しくみえるようになっている。一階にエントランスホーノレ、二

階にエキジットホーノレを設け、この上下の空聞を螺旋状の廻廊( ス

1  Jfl'i 1: 2 附をつな〈。廻廊
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登 美 子

ロープ) をもった屋台展示室で繋( ' ，，完全なワンウェイの出版新 |直|

の構成になっており、 この螺旋状の廻廊( スロープ) の採用により

屋台をいろいろな高さから限なく! 挑めることができる 。

『展 示』 から 『保 存 展 示』へ

旧館の開館以来顧問をお願いしている環境工学の権威であり、

「蔵J の研究て有名な名古屋工業大学名誉教授の宮野秋彦氏、文化

庁の技官半沢重信氏のごnJ] 言、ご指導のも t に、屋台の保存にtlhffi

である 屋台蔵に最も近い収蔵環境を目ざして、設計は国立能楽堂や

伊勢神宮内宮ネ11味 殿等を手掛けられた、工学博士であり和風建築の

十御成である故大江宏先生に、胞工は[ M'J組に依) 傾した。

設計、設備には特に工夫前疑らされ、屋台をより良い環境て保存

て3 るよう ifL度温度はもとより照明等 にも細心の注意が払われてい

る。屋台の保存と一口に言っても、屋台は木、漆、布、金具表質と多

種多様な素材から成り立っており、保存という而ではとても扱いに

くいI1又j商品である。例えば彫刻等にひびが入らないようにと湿度を

高くすれば、知らない聞に幕等の布類に徽が生えていたりする 。 そ

うした失敗を繰り返しつつ、試行錯誤の末、温度22- 3度、温度65

- 70%が屋台にとって最も良い環境であることがわカ B った。そして

寒|援の差の激しい高山で四季を通じてこの状態を保つ屋台蔵に少し

でも近づけるために、各室内と外部( 外気) との聞に充分な空気晴

が設けられ、この空気層守空調することによ って屋台の{ 呆設を行う

間接空間がなされている 。対象はあくまでも収納される文イt M (屋

台) であり、見学者用の広い通路は屋台展示室に対しての空気j冒と

考えられ、幾重にも折り重なっている日本的件まいの屋根がっくり

だす空間は一見拡駄のよう であるが、それも各室の空気用と考えら

れ、合理的な設計がされている 。

見学者 JlJ の jよい通路は空 気 J(千t む考え られる



を突破し、高山線にワイドビューを導入した平成三年度は年間入館

者数八十万人を記録し、総入館者数は千五百万人を突破 した。「開館

H寺には入館者数も多かったが、だんだんと減っていくばかりだJ

また、 i毘3)'¥対策としては床・ 壁 ・屋根の至 る所に木繊セメン卜板

カヲ虫き詰められており、 屋台展示室は さらにその上に従ヨ長、調湿効

果という点て。最高とされてきた杉にも優る調湿性ボー ド( ミュージ と

いう博物館関係者の声をよく聞くが、 11台の屋台を 4 カ月に一度ず

つ入れ替展示をしているので、違った屋台を見学に二度三度と来館

ライト ＲＵ ミリ厚ＩカｾｰＮ占 ら れている 。 また 屋 古の乾燥が心配な時の為

に、 展示室の内側の周りに石カ明文き 詰められ、 その部分に水分が補

給できるように設計されている。さらに草色K"*が進u ' 時のために地下 される方もある 。

また、昭和61年には高山市が運輸省より国際観光モデル地区に指に水を張るようにタン クが設けられ、万全の湿気対策がなされてい

定され、外国人の入館者1.:J:.fp間約二万人にものぼる。一度来館され

た外国人が、今度は来日し fご家族や友達を連れてい、うように、何

度も来て下さる方もあり、外国人の入館者数も増加傾向にある。

る。

また、直披 ｅ ｅ 調をしていない屋台展示室、 Ｑ 収 ｪｪｾ 庫、資料展 示室等

館内 10カ所の温湿度は室内温湿度計ill lj 設備によ って、データが- 11寺

間毎に 事務 所内の 言出荷 氏に ｾ Ａ ｲ Ｎ き 出され、各 室 内の温温 度分 布、 1 日

課 題

の温温度変化、年間の温温度変化等を全て把握できるようにな って

山車、曳山の類の展示館としては一番歴史が古いい、うことで、

屋台 に関する資料の収集 ・整理にも力を入れていかなければならな

いる 。

文化財 の保設という点てやもうひとつ忘れてならな いのが槌色防止

であるが、旧会館が屋台の幕等の色槌せを防ぐためにとても暗カ、つ L、。

そして、保存いづ事だけを考えるならば、やはり祭礼の二 日間

だけ外に出してあとの三百六 卜三 日は屋台蔵にしまっておくのがベ

ストな状態なのは当然であり、屋台の展示 t 保存い、う 事はやはり

たのに比べ、熱線l吸収ガラス ( 30- 40%程度l吸収する) やハ ローウ

インドウＨポリ エステ ノレ フィルムカ ｾｊｬ 占 つ であり、努砕泉 ｬ 吸収とともに

紫外線99%カット) の使用によって、明かり取り窓から自然光もと

日本のよう

に四季のある温湿度に変化のある ところでは、 一年を通じて同じ状

態て1呆存するという事は大変困難てあり、全〈変化しないい、う事

相反する問題であるが、いくら良い状態とは言っても、とても
l切るくな っている 。 また屋台展示室や資料展示室に

使われてし、る蛍光灯は全て紫外縦断長率99%のものを使用し、さら

に ノレ ー ノ ｦ ーや ｉ ｾｾ 子て照明も和らけーる工夫Ｈ間楼照明Ｉがなされてい

り入れ、

その変化を進めないよう

に工夫をして保存展示をしていかなければならない。偉大な先人達

の作品を後1:1.!:・の人達に逃すためにもー・・・ 。 そして、屋台組の方たち

に屋台蔵よりも安心だと 言って戴けるような収蔵環境をめざしてい

がないならば、できるだけ環境を整えて、

入 館 者 数 千 五 百 万 人 を 達 成

「飛騨の高山j という知名度の高さと、高山陣屋から古い町並てい

有名な上三之IIIJ 、日下部民芸館い、う観光スポットを間近に控えて

る。

かなければならないと思っている 。

t みこ / 高山屋古会館学芸員)
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高山屋台会館

高山屋台会館の設計について

小 俣

岐阜県高山市は“刑弊の小京者 ＱＱ Ｂ とも呼ばれ、到 ｾＡｩｬ の ｉｉｉｊ 家 建 築の

粋を集めた日下部 ・吉島両邸などのある古い町並みや、近在には飛

騨独特の姿で知られる合掌造りの民家などがあり、京都の鴨川に見

立てたといわれる、 IIIJ そ東西に二分する宮川の流れと周囲の山々 t

ともに、長い歴史の香りにつつまれた伝統的文化都市であり、毎年

多くの観光客が訪れる 言わば観光都市である。 この高山て恭凹月に

は南の 日校キ111
社の、秋十月には北の桜山八幡神社の毎年恒例の“ 市山

まつり "が行われる 。高山まつ りが !こl本の三大美祭のひとつとして数

えられるのも、このお祭りに、動〈陽l
明「守ともうたわれるほどの荘

厳華麗、絢糊豪華にして幽玄ささえ漂わせる伝統美 と工芸美を極め

た屋台ヵマ品り出されるからであることは言 うまで、もなし、。

この屋台は古くは桃山時代の主t築技法や美術工芸の手法を基とと

して、その後 ｬ 時代の変遷を重ねなが ら 到 ｾ｜ｩＨ の匠 たちによ っ て 芸 術と

いうに相応しい姿にまで百iめられるとともに、きびしい風土、環境

にあって、他の地域の類似の祭事や屋台そのものが哀返してゆくな

か、郷土の人々の誇 りと愛情に守られて今 H に至 るまで営々とその

姿が見事に保存されてきた宜主な文化財である 。屋台の構造は基本

的に上 ・中・ 下段からなり、絢糊豪華な装飾はもとより往年の| 幽i誌

を偲ばせる“ カラクリ" などとともに立重な資料として、 H百利35壬|三

に全国にさきがけて国の重要民俗資料に指定されている。

屋台は長年、祭主JJの期間以外IJ : 各組内にある 屋台蔵に J I; ( j 歳されて

きた。 この屋台識は L、わゆる土蔵てあり、天保 3 !.: Iニ (1833) の大火

の後j順次建てられてきたもので、内部はかなり高温度となるが外部

のi浦港遮断する工夫 に優れ、山季を通じて' i ; ( 定 した内音I鎖境を作

且凪

鵬 男 木

一一一一一一一一一一雲形時

屋台全部甚節形式を異にしてい 、一一一一ーーー一一一- J ，; ! L 車

るので恵比須台 そモデルとした・ 方向 を世えるとき陣して使用する

上

hM Ｚ ｔ台 ￡勺 ｴ 村柿 ｩｊ 造 註 概Ｂ略骨 図 ｻ司飛 ｬｩｪ 抑 Ｑ耶恥恥匹 ιｾ ，ｾ“ωＢ 川 Ｚｪ 江 Ｑ Ｑ山 ｩμ 観光協 会ヲ 発 ｅ 行

r  ，'::j l.lI祭の尾 台J よ り)
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り出している 。屋台蔵ができるまでは、お祭りカ可斉u ' と 屋台lま向平体

して各品丑内て1呆管: されていたもので、あったと いう 。

l町山屋台会館は宮川の末、市の北部に位置し毎年10月 9 円・10円

両円行われる高山ま つ り秋の例祭の祭神を把る桜山八幡ネ111
社の境内

にある 。八幡宮てやは、組内の屋台蔵がその機能は保ち得るものの近

年その老朽化が目立つこと、及び観光都市高山を訪れる述来の人々

に、お祭りのときのみならず常JI制市土ヵヨ47る屋台を兄てもらうこと

のできるようにとの理 由 から、昭和 ＴＳ 年 ｉ ｅ ｉ 屋 台会 ｦｩＧｾ｜ ・を建設、爾来初 Ｚ

殿の建替 えを初めとして社務所 ・参集殿の建替え等、境内の整侃首|

匝|を実胞してきた。屋台会館もその一環として屋台のよりし、 っそう

の保存 ・展示の充実 し 周 辺 景 観 と の 糊/l を計り旧屋台会館の観光

的施設か ら博物館市出施設として内容の充実を図るためその建脅 え

が決定された。新屋台会館は上記の保存 ・展示機能の充実 t 周辺景

観との調和を目的とするが、その具現化にあたっては11' . に機能的 ・

物理的 ・ 形態的な而だけでなく、まさに 屋 台に象徴される， ｾ Ｚｪｬ ｬ ｬ 独 特

の伝統と文化を内包した建築 t することが説植でありな|玄|するもの

であ った。

建物は、南北に はそ長〈、参道と境内が約 1J百分の段差のある敷

地の形状を活かして、参道に面してたっぷりとした広場を設け、そ

の奥に高層部( 屋台展示棟) を、右手境内側 に低用音11とした組合わ

せて、低用音111階にエントランスホーノレを、 21滑にエキジットホー

ノレを設け、この上下の空IMJを螺旋状の回廊ぞも った高Jr1Nl (屋台展

示棟) でつなぐ完全なワンウェイの由般とした構成毛? と っている 。

つまり来館者が、平而的には細長〈 、 また屋台に対して十分にゆと

参道よ りf 、|則的広 場 を兄る( " / 点目1( 111 f以)



りをもって市さをとり、その上刻牲とのイ木J惑を表現した展示空N1J

にｾべられた、まさにお祭りの屋台巡行の姿を、 同 ｊ ＮｩＧＡ ｬ￯ をゆっくりと

のぼりながらおL点の市さをもかえながら、余すと ころなく鑑賞でき

るようになっている。

この単単. 純 . 1明リ別1快 な平「而伺将杭杭i: J成J戎比も 外脅剖部11の複A雑可准bなJ剥

屋根の構成カか、ら成り立つて L、4る。屋根は建築の主要エ レメン 卜てあ

り、屋線から考えるというのは常に採られてきた方法である 。一屋

ご t に屋根を分割したり、屋根を母屋と下屋い二分けたり、畿重に

も重ねたり、いずれの場合でもそれによって 内部の空II¥J 構造制間々

に飢定することがで3 、空II¥'J相互II1Jの|災地性を lり1確 に し、建築に性

格を 17・えるものである 。特に展示空間は、床而干1i が大きく天井が市

くなるため必然的に単純 な箱型や大屋t的lヲ式にならざるをえな い場

令が多いが、 内部空111J のボリュームの大きさやその有効利用 t いっ

た物理的 ・機能的なものが建築を決めるものではなく、その空間構

造を規定するエレメン 卜の集和が建築として現れるものであり、そ

の主要エ レメントである屋根がその建築を決めるといっても過言で

はない。市111屋台会fi 'C. . ，. は重用する屋根で構成 される重用空II ¥J とし て

計画され、 」二段 ・':1
'
段 ・下段の 3 )刊で構成された屋台とともに市山

の伝統と文化に深< 1長lわって問辺景観に調和するよう設計した。

最後に、伝統的文化都市てある 日Ll li'!'i から“ 日山市景観 デザイン

n" をいたfごし、た ことを記し、その栄誉に対してさらなる研績に思

いを致すとともに、 ，: :/山屋台会館が今後 t も郷土の立主な文イ凶 産

とともにその役割を十分来たし、末永く 息づいてくれる ことを願う

J欠第て. ある。 ( おまた とみは Ｏ 大 ￬ ｊＺ五ｾｩｬｬｾ 高 Ｇｊ￯ 務所副所長Ｉ

J  

参i且Jll i段より光機を己uむ( ' びn. ・liJ l l ( 止)

⑨ 

配 置 図

l  屋台展示宜

Z  展示ホール 1

3  展示ホール 2

4 ， 抽 出 入 室

5  光信

断 而 図

l 附 平 而 図

見 台 展 示 室
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高山陣屋

高山陣屋「郡代役宅」新築復元

オヒキナ 剛治

高 山 陣 屋 の 概 要

高山城主金森氏は、元禄 5年 (1692) 出羽の図上ノ 111 ( 山形県上

山市) に車討守された。以後、飛騨は徳川幕府の直結領 t なり、元禄

8年 (1695) 金森氏の向屋敷のあった現在地 に代官所を移して 「高

山陣屋」 と称した。

陣屋は、直結地の行政 ・財政 ・警察などの政務を行った所で、明

治主蹄万に至るまでの約170年間に、 25代の代官( 初代一 11代) ・郡代

(12代 - 25代) が江戸から派遣され飛騨の国を治めた。 この問、領

民の生活や文化の向上に尽くすなどの普政も数多くあったが、時に

は領民を苦しめる政策がとられ、農民達が立ち上カ f ってー撲が起き

たこともあった。 その{ - v. 表的な一撲が12代代官大原彦四郎( 後に郡

代に昇格Ｉ ・ Ｑ Ｓ 代 ｾ ｴｲ ￭ 代 大原亀五郎親子の ＱＱ 寺代 ｬ こ起きた 明 手 ｛ｊ ・ 安永 ・ 天

明の騒動 (大原騎到1) ) である 。

明治元年 (1868) 、陣屋は県庁舎となり、高山県知事 「梅村速水J

による新 しい政治が始まったが、 1年計主ずして民衆の反感をかい、

一大騒動( 梅村騒到IJ ) が起きた( 明治 2年) 。 その後、行政区画の変

選と ともに、 IEI日山陣屋の主要な建物はそのまま 地方官庁として使

用されてきた。昭和14年 12月には、貴重な文化財として国の史跡に

指定された。昭和44年12月まて羽鵠1県事務所 t して使用されたが移

転し、元禄 8年以来270年余り続いた役所の幕を閉じた。

建物の歴史

江戸時代の代官 ・ ｾｴ 日代役所としては、当時の主要な建物が現存す

る唯一の史跡であり歴史的にも文化的にも 価値そもつこの高山陣屋

は、 昭和 4年に国史跡に指定され、その後 3 ] 支にわたり追加指定を

受け現在に至っている。

嘗1I 役所玄|則
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(一1問 = 1.82m)

天 保12
51'0: .:; 1  1  1  1' 10:主主1 t 物配ほ( 1<，1年指図より)

( 1  ) 必 締 役 宅 (13) 箆 符 中l' (25) 占 f辻 部 屋

( 2 ) 手附・手代役宅 (14) 匝11 J-t¥ .Im ，(，:1 (26) ， Ｇ ｾ役膏 Ｑｉ 陪

( 3)  111I  (¥: 役 宅 (15) '1' 千件 ドft . (27) 広 III J  

(  4  ) 世l

'

1生 i'fr (16) 中長 Tfii 1:  }滋 (28) 似者之I I ¥J

( 5 ) 世1I 1"1 (17) 御 玄 l剥 (29) 版 持ト

( 6)  1"1 1ft F斤 (18) 臼 i+1 (30) Ｑｪｾ＠ 待

( 7 ) 成 係 長 尾 (19) 術l JTJ ｾｊＮＩ＠ (31) 北 向 外|

( 8)  j，! 1' E量 (20)  中長 綴 ｾ，ｪ，Ｉ＠ (32) 仮 2ド

( 9 ) 官1I JI野手よ蔵 (21) 寺 院 引 所 (33) 玄 |則 之 IHJ

(10) ，': :  サ如 E量 (22) 111) 年寄 お所 (34) 北 1" 1  

(11) 1.'f 間i F益 (23) 町 剥1 ii !i j .'i }好 (35) 収 納 1"1 

(12) 阪 ・中/l IJ 部 l召 (24) 揚 呑 ド骨 (36) 張主

元禄 8年( 1695) 、IEI 金森落下屋敷 (1合l屋罪対に陣屋を置いてしば

らくは旧屋敷をそのまま役所 t して使っていたが、役J i ) i " としての機

能を繋えるため享保 10年( 1725) 全而的な建て替えを行っている 。

その後数度にわたって建て替え ・改修が行われた記録があるが、江

戸時代の建築物て明直残ってし、る 主なものは、御蔵 (1695年高山城

より移築) 、待p役所 (1816年改修) 、御門 (1832王陪主て替え) である 。

御蔵は元禄 8年、日山城が築かれた 当時 (1600年頃) のものを移

築したとされている 。当初は 2棟 ( 1 棟 8 戸前) 移築されたが、享

百ｾ 2 次環 境 務 WH去の，:':j 山匝] i 屋 全 対



保 10年 (1725) 西{J !IJ 1棟割亮し、南側のJ置の東部分に 4戸前増築さ

れ 1棟 12戸商ij となった。明治16年 (1883) 、日山警察署新設のため御

蔵東側 4 戸前を撤去し l 棟 8 戸前となりすt ( : Eに至る 。 この建物の車Ih

部は慶長i l"- I:¥J のもので、約400年前の構造・技 法等を伝える建築物 で

ある 。

各| 股所は文化13"1ニ(1816) の主l ! て管えによる建物で、明治以後も

県庁舎、 ｾ ｮ ｬ 役所、支庁合、県事務所等の施設としてそのまま使用さ

れてきたが、明治14年日山区裁判F府庁築のため北側部分が撤去され

たため、逃存するのは主屋の南半部である。

表各p門は文政13年 (1830) か ら天保 3年 (1832) にかけて建て替

えられたもので北側に述なる門番所とともに当時の姿をとどめてい

る。

代 官 ・郡代の役宅は、 手 保10年 (1725) 新築され、その後文化13

年 (1816) 一部改築、文政13年 (1830) から天保 3年 (1832) にか

けて建て替えられた t 記録にある 。明治にな って しばらく庁舎の一

部として使用されたと忠われるが、明治14年 (1881) 高山区裁判所

新築のため一部取り壊され、大正元年 (1912) 郡会議室新築のため

全音防故去された。さらに者1) 代役宅跡地の大部分は、大正13年 (1924)

岐阜蛇獄市iLL i 支所( 後の市Li l 拘置所) の3拠 也内となった。 その他、

ｾ庭西北にある土蔵は天ｻ軒下 ｼ 昔Ａの建築と思われる 。

復旧・環境整備事業の実施

(1)  第 1次環布目を備事業( 昭和4同二10月~昭和49年 3 月)

制限事務所カ司1i:l;f1l 44年新庁舎へ移転したこと lこ伴って、岐阜県

教育委員会では文イrnの指導 ・助言 を得て、現存する笹p役所主屋 ・

御蔵 ・表門及び門番所の復旧修理、 |坊;;a包設の設置ならびに庭園等

の史跡整備を実Jj 包した。

(2) 第 2次環境整侃見工業( 昭和54年 3 月一昭和58年 11月)

旧高山間11崖の東北角に所在していた i岐阜地方裁判所高山支部、東

南角に所在していた岐阜地方検察庁高山支部の移転に伴い、跡地は

文化財保説法の規定に基づき史跡に指定された。土地の県有化及び

似旧整備の内容等について文化庁と |治識が行われ、昭和54年 3 月の

土 ｉωＡ 注入に始まり御役所・ ｾｬｴｻ ｊ￬ｩｊ 、告 Ｚ 物蔵、 ｦｊｌ 待所、北門、北 ・ 南屋摺

板収、大前等の復旧工事を実施した。

(3) 第 3(火山境整骨院ド業( 平成元年 3 月一平成 8年 3月完了予定)

旧高山陣屋の西北部にあ った岐阜刑務所市山拘置支所の移転に伴

い、平成元年 ・ Ｒ 年に跡地が購入され、 ｾｭｦ げＮｾ宅の復旧を中心とし

た整官院長業が始まった 。平 成 Ｓ 年度、 ｾｴｬｬ 代役宅跡の発掘調査及び蔵

番長屋の復旧工事が笑胞された。平成 4 年、地域中核史跡、等整備持

別 卒業盟国庫補助対象卒業として探択され、現泊:Jt日fげ支宅復元及び

周辺整備工事を実施中である 。

郡代役宅の復元

高山陣屋町、を構成する主要な建物の ｾ ｉ 吋。、表門 ・ Ｔ 置所凱 ｲｲ は直轄領

支配を象徴するものであり、御蔵は庶民生活 t の関わりを象徴する

建物い、える 。 ｾｮＩ 代役宅は郡代 ・ 役人の生活を象徴する重要な建物

として位置付けられるが、造存していない。

発掘調査の結果、江戸時代のltll 代役宅の跡は明治以降も: i ! 続的に

破 様 ・整地 ・建築を繰り返しており、逃栴 ・造物の検出状況は良好

で‘ はなかったが、江戸l時代の生活而下に堀り込まれた地下王に石室跡

や用水池跡 . 11卸I等の泣棋が検出され、文政13年の絵図と位置的に

合致するものであった。造物の主体は江戸H制七後半から明治以降の

もので、陶磁器類 ・玩具類 ・金属製品 ・銭貨類 ・石製品等て、あった0

'II II1-t役宅跡をどのような形て准備すべきかについて専門家て、、構成

する高山陣屋復元整備検討専門部会て被討され、その結果次の 2 点

力f { i 筒忍された。

(1)  r郡代役宅j 部分析主元することで江戸時代の高山陣屋のほぼ

完全な姿カ寺中見できるのてい是非とも新築復元を図るべきてある。

(2) r笹p役所J カ覗存しているので、廊下て繋がる lt 日代役宅は文政

13年の出来形掛け絵匡! と天保l 例 ーの下絵図を対比することによ

って、屋根市 ・軒高 ・床高をはじめ畳の1 / ¥1 ・板の間 ・壁 面 ・建 具

の枚数に至るまで平荘見可能である。

上記のキ姉村吉果を踏まえ、国文化nオ保殻審議会復元険討委員会と

協議した結果、「郡代役宅J 控物を新築復元するこ t となった。

岐阜県では、過去 2度にわたる復旧整備事業てや「御蔵J r各所交所」

ぃ、う陣屋の主要部分を務備し公開してきた。今回、品後に残され

た ｲｾｭｦ げ生宅 」 とその周辺部分を整備し、江 戸 ｈ 制 ｴ の風景のほぼ完

全な復元をめざすとともに、文化財の保護 ・活用を図るものである。

( きたむら ご討山う川じ / 岐嚇叩阜糾判l民I附

兼 ｚ高百山 ｐ匹阿附附 ［ｪｬ車判ｼド似 ｬり ｬ凶五 ､管音理 ｺ司 ｩ 与務 ｆ所ｽ庁 ｲｾ 諜ぷ長有祁補ｉ￬佐 Ｏ

間H七役三と完成予氾l 図
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高111陣屋

高山陣屋郡代役宅復元設計について

福 岡

はじめに

l高山陣屋の約11 ，200m'の敷地内には、現在、御役所、 表御門、門

番所、郷歳、 書物蔵、各| 勝手土蔵、蔵番長屋等が建ち並び、事知也周

囲を屋相板塀が囲っている 。陣屋の建物は、江戸時代の享保10年

(1725) に笹P役所が建設されて以来数度にわたって建て替えが行わ

れ、 19 - 世紀前期頃に陣屋として最も整った屋敷構えとなった。明治

品目庁後、陣屋は廃止され、明治14年から大正13年にかけて陣屋の敷

地内に官公庁の建物を新築するためfilill 役所の北半分、御役宅( 者rl 1- t

役宅) 、蔵番長屋等カ市在去された。昭和 4年、国の史跡に指定され、

建物の保設が図られ、昭和45年から 2 [E] に分けて復旧主計日高業が実

施され、建物の修理や復元が行われた。平成元年より第 3次復旧整

備事業が始まり、郡代役宅の復元工事を 中心に整備が行われている 。

者li{-t役宅の設計は平成 4 年に終わり、工事は同 5 年 9 月より 着手、

同 6年 9 月21日上棟祭が挙行された。現在、屋栂 ・壁 ・造作等の工

事が行われてし、る 。平成 8年 3 月末完成の予定である 。

設 計 根 拠

者1)代役宅の構造形式及び規撲は次のとおりである。木造、平屋建

て( 一部 3階建て) 、 A封行行39 .2m、総梁間30. 5m、建築面積565m'

(171坪) 、屋根切妻造及び入母屋造、ク νTTo ｦｬ ｩｬｲ｛ ＵｩＮりはｾ ｴｉ Ｉ代の住居

音11と公務月1の台所部とから成るもので、部屋数21室、畳数180枚、 3

階部分は l 、 2 階を座敷とし、 3 階は物見小屋的要素のある部屋と

する 。

閉土問

，:':j i.l ll'li 限 略同ctl.i図
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憲

歴史的建造物の復元設計において、有力な手がかりとなるものは

発掘調査と ｴ Ｇ￮図 ・ 古文書Ｇ 等 の史料である 。 この ｾｭｻＭ げ支宅では発掘 ｬ こ

よる 地下込椛の検出はほとんど皆無であった。僅かに簡の跡と用水

i也の石積みな E が発見されただけである 。 これは明治以降の官公庁

舎の新築の際に地盤カ守党古しされてしま ったからである 。

一 方、史料のほうで、は古図が 3 枚 残 っ て お り 、 文 化13年

(1816) 、文政13年 (1830) 、天保10年 (1839) のものである 。 これ

らは有力な史料てあり、設言十考察の」ててアニいへん役にた った。

市i山間i屋の建物は、当初享保10年 (1725) に建築された。 それま

でやは旧金森家下屋敷を利用していたが、武家住宅であるため使L、勝

手が{[¥<、 また考小ワイヒし ていたため、! 伴体されてその古井オを使って

建て直した。正文1先を執る倒股所と代官の私的な臨1肢である役宅を区

分した陣屋形式に建て替えられたのである。次いで文化13年、 6代

ｾｴ 日代 ＨＱ ＱＩＧ Ｑ キ ｦＱ Ｖ 年に代官より郡代にＮｦ ｬ 格Ｉカ市 ＱＱ 役所を建て替えたＨ文

化古図による) 。なお、このとき役宅も建て替える予定てあったが、

笹川支所の建設に経費がかかりすぎたため断念してし、る 。 その後、文

政 ＱＳ 年、 Ｘ 代ｾｻｪＩ代が役宅、蔵番長屋、表各 ＱＱ 門 等 を建て替え、陣屋の

整備を行った( 文政古図による) 。 また、天保10年には書物蔵、 fjjl 勝

手土蔵が建てられた( 天保古図による) 。

おrl代役宅を{ 叩l寺のU;'j'1- tの形式に復元するかについては、 享保 10年

建設時か文政13O: f弛替時にするか二者択一 となるのだが、御役所が

文化13年に建て直されて いることか ら、それ以前に復元する ことは

ｾ Ａｉ ， ｾｊ ＮｬｦＡＮであり、文政 Ｑ Ｓ 年建倍 ｈ 寺の建物に復元することとした 。

文政古図の見出しには「・…・出来形桂ト絵図而」とあるが、 これは

④ 

調役所

，:':jI II NlI'fllil l ('I:;役宅 平jfOl:ii l l :  400 



完成図のことである。文化古図の役宅部分の上に重ねて糊付けされ

ていることから明らかのように「従来の役宅をこのように建て柊え

たJ ということを表している 。

この文政古図は、他の 2枚の古図に較べると非常に正確な絵図而

て二次のようなことまで明確に判断することができる。

( 1) 柱! 日i寸法が正確で、 1聞の寸法が統一されている 。 そのため 1

ＱＱ ｜Ｑ 半 Ｒ つ答 ｉ ｊ りや Ｓ 間半 Ｓ つ ｪ ｾ Ｑｪ り 等の半 端な寸法も判別できる 。

柱問 11悶の寸法の記入はないが、文化古図の柱間寸法と揃えて

いる ので、文化 13年建て替え の笹11役j羽が l 闘を 6尺( 1 . 818m)  

とすることから柱間寸法や総聞が決定できる 。

( 2 ) 柱は角才主、 JL柱、半中主の区別をしている 。

(3 ) 主日政( 枚数) 、板の間、土| ↓ ¥'Jの記入があり、区別て、、きる。

開口部と 壁の区別、 卜コ ・袋棚 ・押入などの区別もしている 。

(4 ) 建具は引戸 ・聞き 戸の区別、挫具枚数、窓 と出入口の区>l lJまで

11)-1(1慌てやある 。

( 5 ) その他、台所の誼の位置、焚き口数、流しの水瓶の位置、茶室

給仕口の形状、炉の位置等も明確に判断て3 る。

この古図は図中に多くの文字の苦: き込みがあ り、これカロF而決定

においてたいへん参考になった。ーイ列を挙げれば、古図だけで判断

すれば土庇 t するところであるが、「二|二縁庇H 書かれているので土

庇と違うことがやlる。土縁! 応l立地而より 30cmくらいの高さに冨 よけ

の枢が入るのである。このように平而図においては、l . i ll:完ぺきに

復元て3 た。問題は高きゃ屋中即|ヲ状である 。 これに関する史料はま

ったけ! 思い。笹f I 役所を参考にすれば良いが、役所て、、あるから全体に

ｲｲ Ｚｪｾ 、Ｈ床高 ＲＮＸ 尺、内法高 ＶＮＰ 尺、天井市 ＹＮＶＵ 尺等Ｉのであまり参考

にはならず、結局高山市内の古民家を参考にして高さを決定した。

ただし、台丹市日は規摸が大きいので市内のミ械の庫哀を参考とした。

屋根の形状につ いては各| 股所に倣い、切妻と入母屋とて》且み合わせ、

ＮＱ じｩｌ ｬＨ ， ￯ ｾＱ

尾根勾配 t ijjl 役所に倣L、決定した。 3階建ての 3 階部の屋根は切妻、

入母屋、寄棟の 3案を作成したが、文化庁の指導により寄棟と決定

した。

設計にあたっては、建築基当地第 3条第 1項の認定を得 られる こ

とを前提とした。 これにより 法適用除外となり、礎石建てとし、 屋

根をオ、ズコの割板てい葺くことができるからである 。軸組では{i 乙統的

法により継手 ・イ 土口を ｊｦ ｊ ｾ 、た組み上け、とし、筋違や金 具 による補

強は極力行わなし、。 また、 イ化ヒ凶J粧』正正音部11分fだごけてで、、な〈仁、 床下音部11' 小屋 組 .

壁 下I地也等見え隠隠. れ音部11 も伝統工法て

手 . イ仕士口の形式は待街御|ドl呼f役文財fi所i好庁を見木とした。

おわりに

r';]J 山陣還を訪れた人たちに、君u貯金宅を立f料友元して公開する こ

とは、絵や写兵、平而皇室1JII):讐- て" 説明するよりもより分かりやすくJ . l R

解してもらえることから、すばらしいことである 。

見学者はこの復元建物密凡てどのように感じるのであろうか。imll

役所や郷蔵を見て、昔はこんなであったのかと驚いたり、感心した

りするであろう 。次に役宅にやってきてやはり同じように感じるで

あろうか。笹1
1役所や郷肢は昔から存在した建物で、そこから感じる

ものは真実である。 nll 題は、復元された役宅が見る者に昔の姿は こ

うて、あ ったと 一方的に :}I" しつけてしまうことである。設計者の立場

から 言 えば、この復元が100%正解だと断言する つも りはない。今円

までに収集て3 た|浪られた史料とその考察 ・検討によ ってよI'r来たも

ので、史料の解釈により、または新し い史料の発見により追った建

物になる場合も有り待るのである 。歴史的建造物の復元の難しさが

そこにある 。

( ふくおか ただし / 財1.11法人 文 化財雄造物保存技術協 会設 ［ｮ Ｎ ｾ ー 沫長Ｉ

j
J4立T而図
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起し太鼓の里

飛騨古川まつり会館の設計について

平 田

古川町の町並み保存の試み

古川町は奥司副IlLの山の中、高山より 10km北に{立遣し、かつて金森

氏によ って江戸時代に築かれ、幕府の天領として栄えた城下町をし

のばせる静 カ 、 て、 業 しい ｉｏｔ である 。現足長 ｙ ｾ の匠の息づく ｉ ｉｉｔ 家カ可ｼ汗を連ね、

鯉のいる小) 11がいくつも交錯し、観光化し た高山に比べる と静けさ

と生活感のある活気が心をなごませる 。

歴史ある 町並みを保存再生させる努力は全国の市111] 不「で糠々な試

みがなされて いるが、 ここ 古川町においても例外でない。1986年に

観光資源保設財団( 日本ナショナノレトラスト) に町並み調査を依頼

したのがきっかけてやその気迫は高まっていった。 IUT民ヵf現代のライ

フスタイノレに合わせて住宅を改築や新築すると、 どうしても 町並み

が崩れがちになる 。生活の場である住宅を E のように古い町並みと

協調させたらよいか、町は「古川景観デザ、イン' l ' tJ を設け優れた作

品を表彰することで、 IIIT民の町並みに対する意識を高める努力を行

っている 。

こうした地道な方法の他 に、 IIIT主導の積極的な IIIJ 並みづ くりが

“ 起し太鼓の里" 構想、てある 。89年に自治省から「ふるさと づ くり

特別対策事業J の指定を受け、起し太鼓の里事業はスタ ー ト。古い

町並みに息吹を吹き込み、まつり文化の保存と古川町の活性化 を狙

ったものだ。飛騨の匠の技を紹介する 匠文化館 (89年) 。樵の文化 を

伝える 山樵館 (89年) 。 そして古川祭 りを紹介するまつ り会鉛:(92年)

などを核施設とし、それらをつなぐ町並みの整備を行った。歩道や

水路カ瞥備され、新しい建物がリ ーダーの役割を果したことで町 民

の町並みに対する意識も変化して きたようだ。

起 し 太 鼓 の 11.!.広 場から建物J 全t止を凡る
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欽 也

“ 動" と“ 静" の古川祭り

“ 起し太鼓" は400年も の前より続〈古川祭りの中の判事の一つ

で、春を待ちわびブニ完結ljL人たち のエオ、ノレギーが一気に吹き け汁、 円

本三大株祭りの一つである 。I也七 5 メートノレの憾の上に大きな太鼓

を 据え 、その ｲｾ 上には 二 人 の男が跨がり、それを担いで ＱＱＱ｝ 内 を練り

歩〈 。数十人の諮衛を従えているが、それを妨げβ 為に各III J 内の若

い衆が付け太鼓という小ぶりの太鼓を l鳴らしなが ら、 1111' の辻々でぶ

つかりあう 。 いわ l幻自嘩祭りである。夜':r中響き渡る太鼓の響きに

心踊り 、全国に散らばっている「司副ドっ子」も、この祭りだけは会

社を休んて桐戻って来るい、う。古川祭りは毎年 4 月19FI- 2I FIの 3

日間開催される 。“ 起し太鼓 ' が19日の夜賑やかに! l Ei まり、翌20 FI  

“ 屋台. . (IJJ 車、 山鉾という地方もある) 制IIT内を巡る 。ii 川祭りの

もう 一つの主役は、 この飛距IjLの匠の技術の粋を集めて造られた絢糊

豪華な屋台で、ある 。

起し太鼓がl鳴り止んだ朝、 9 台の屋台 li 華麗に飾り 立てられ歴史

ある IJl T並みを曳き廻される 。 そして通りに並べられた屋台の上では、

子供司矧? 伎ゃからくり人形がi寅じ られる。起 し太鼓が“ 動" だとし

たら、 屋台は “静" と 言 えよう 。屋台は各1111・内の屋台組 (IIIJ 内会の

ような コミュニテ ィー) によ って運営されている 。屋台組は自分た

ちのIllJ 内に屋台蔵を持ち、共同で、屋台の保存を行って いるが、修羽!

をする職人も少なくなり、利$'i してゆくことは大変なことのようだ。

まつり会館では常時 3 台の屋台が|町内の屋台蔵から借出され、ロー

テー ション制且んて百訴されている 。 また、映像ホーノレてやは“ 起し

太鼓 Ｂ の臨場感に触れる こ とがｩＺｾ ， 来る ｦ 也、からくり人形の 実 ｩ 寅や、

収蔵品の展示も行ってい る。 まつり会館は祭りの行われていない時

に訪れた人に、古川祭りを紹介することを目 的とし て計画された。

まつり会館エントランス姐り



広場が設計のスタート

』脚色は ｉｴｲ｛ の ｾ ｉ Ｍ ｉ 心に位置し、広場からは寺社や酒蔵などの美い、町

並みを望むことが出来る 。当初、喜久地の中には IEI 庁舎や住宅が雑然

と建っており、道路や水路が錯綜していて広場としての寸榔は感

じられなかった。 まつり会館の広場は、古川祭りのキ11
1事が滞 りなく

行われることと、イベン トなどの出来る 町民広場の機能が要求され

た。広場をどう考えるかが、まつり会館の設計のスタ ー 卜だった。

幸い1如也に隣接して匠文化館、円光寺、誓願寺などの文化的建築が

あり、それらの壁面や車Il J 線をうまく利用する こ とにより、まつり会

館との構成で広場を四む計画とした。西洋の広場を参考にし、祭り

のネ11事 J碁である休憩舎 (祭りの期間ネ11
1輿蔵となる ) を広場の中心に

移設することでお祭り広場のシンボノレと した。敷地の
1:1-1を流れる小

川 をネ111事の境界にみたてたり、まつり会館のテラスをステージに利

用したり、植え込みを観客席にする ことで広場の性格が多J様化出来

るように工夫した。92年のオ ープン以来、ジ、ヤズフェステイノカレを

始め多くの催しに活躍して いるようで、普段も 町民の憩いの場 とし

て利用してT民、ている 。時しいことに広場に面している住宅が広場

の雰囲気作りにー牧買ってくれてし、る ことだ。 これlはま移

を主姐建i主i て替えた11川町11町町lり汀r民が、特別 にω11川H円IJカ苛旨導したわけてで- もないのに、 自発

的に調和を考え飛目i政主築を取り入れてくれた為だ。

伝統的な町並みとの調和を意識

まつり会館に展示される“ 屋台" は高さが 6mを超える 。周りの

町並みを威圧しな いよう、展示フ ロアを 2m 地下に沈め建物の高さ

を抑 えた。結果として広場に立っと、まつり会館の屋キ島也しに周囲

の山々を望む ことカfできるようになった。展示棟の鉄骨具壁造 りの

柱や梁は|培補色に塗装し、白い コンクリ ー卜 造りの蔵が建物に埋め

込まれたような形態 になっている 。 これは建物にリズムをつける こ

とで、長い建物を分割して見えるように工夫し、高さと共に周囲の

町並みのスケーノレに合わせた。

IIITから連ばれた屋台は、まず広場に面 した屋台蔵に入れられる。

次にリフトてい地下 2m の展示フロアに降下。蔵前にあるタ ーンテ ー

フツレを利用しながら目 的の蔵へと運ばれる。 l 年に 2 回ある屋台の

入れ替え作業は、屋台組の協力無 しでは不可能だ。古川祭り にし か

広場に 1mし た 蔵 よ り 展 台 が 搬 入 さ れ る

蔵を 出 ることのなかった屋台は、今は入れ替えの 2 回が加わり、 町

民の楽しみの一つになっている 。

展示計画は立体的に構成

展示室は内部全体を兄波す ことができる 。 これを生かし展示出}線

をいわゆる“ → ! 鴇き " ではなく、見学者に自 由に廻ってもらう計

画に した。具体的には 3 台ある屋台践を分散させ、屋台蔵の聞に展

京物を配置した。A Vホーノレゃからくり 人形の実演は上11央時聞が決

まっているため、そのインタ ーノずノレを利用して、屋台を見てもら え

るように工夫した。背の高い屋台をいろいろな方向から見せたいと

いう希望もあり、却腕は立体的に杭成してある 。

その他の!f.l ifl&と して 「屋台」の修理や製作の可能な工房を設け て

I誠子1ミホーノν 全 公

l必ポホーノレ1;l<1; t 木レンガ敷き

ターンテープノレを使い目的の展台H寵へ
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いることや、兄学者へのサービス施設として完庖、ミュ ー ジアム

ショップ、集会室 (食事のサー ビスも可能) なども設けられてい

る。

一体空間の構造と空調に頼らない保存環境

高きが 6111 を超え る「屋台J が自由に移動可能な大空間は、 4 ケ所

に点在する屋台蔵とネ ｉｾ 輿蔵を包括する形て、、複われている 。 鉄骨造の

大屋根は 7.5ピッチのツイン山型ラ ーメンで干昨成して おり 、l. 45111

離れた 2本の大梁聞にラチスを組み、桁方向の水平岡I(性を高めてい

る。 また、染問方向の架棋には多雪地域を考慮して、棟に吊り材を

配したテ ンション構造を加えてデザ、インのポイン トとした。屋台蔵

は、火災や外音Ilの急激な環境の変化から 「屋台」を守るため R C造

とし、躯{ 本の! 享さは3ucm' こも達している 。

古来より円本の建築物は、高温多iEーとし、う風土から調世|主に優れ

た木造建築が発達 して きた。 オ寸4は調j毘材 として呼吸することによ

って、室内を一定の環境にする役割lをもってし、る 。屋台蔵を含む展

示空聞は、保存第一の考 え方に基づき人工的な空調に頼らないiR温

度調整を考えた。温度の調整は、 コンク リート の壁や床に打ち込ま

れたオ嚇セメント板、仕t に貼られた調i毘ボードにより行われてい

る。温度については、客部分にのみ府援房を設置し、寒さを感じな

い平到支に抑えている 。更に葬M原にもなる照明裕共は、屋台は勿論展

示ケース内にも設けていなし、。

同己 ｩ ｚＮ Ｇｾ Ｑ Ｑ :  1200 
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これらの保存環境を検討するに当り、名古屋工業大学の宮野秋彦

名誉教J受に伺腿言をT晶、た。

コンセプトは「屋台の保養所J

保存と展示 U ま性物上、相反する行為となることが多い。 まつり

の何 をどのように見せる かということで、|明 !I J とは随分官時命を重ね

た。年に一度の まつりを美しいテV スプレイて刊硯しただけでは、

現庇も 生き ているまつり文化 を紹介したことになるだろうか。古川

祭りを笑|際に{本l殺した後でそんな疑I::J が開 いて きた。 この会館てや、

生きて いる「 屋台 ｊ がまつりの ｾ Ａ ｉ ，ｦ［い ＱＱ ｜Ｑ 修理されたり、蔵に ＱＱ 民って 休

んでいるところを兄てもらったらどうだろう 。「屋台の保養所」とい

うコンセプ卜はそんな考えより生まれた。 この場所よりドIZ成の屋

台」ヵキ誕生することが目標である 。

( ひらた きんや/ デ→戸インシステム)

間Ir l而1:;<11 :  800 

1'. 附 千 1m閃 1 :  800 

司

伊
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起し太銭の坐

「飛騨の匠文化館J

田

古 川 は 「飛 騨の 匠 」 が息 づ く 町

干引 11は岐阜県飛距jl地方のrl' 心地?" :illl から僅か北、 J Rの駅で三つ

目のところにある人口 1万 8 千余の小 さなIUTである。 このIUrの発生

は戦国刷ーに織田家の部将であった金森長近前也前から入って司 ｾｬｩｬ

を制圧し、高山 とここを? 城下IlI rとしたことによる。市山 と，'，)11はこ

うして双子のII1Tとしてつくられたが、城下111111制一℃は僅かで終り、江

戸H寺代はともに天領として推移してきた。したカ寄ってここには111J 人

文化の撃がl咲き、飛騨狛特の民家: ) 彰式を持ったIIIT屋が]1汗を辿ね、格

EEな山車を何台も曳きまわす守神大の苫戸1"，な祭りが今も大勢の人を集

めている。

しかし高山と古 川 は双子とはし、え、日 ｕｉ カヲミ ｾ ｾ ｩ 金 地 の Ｇ Ｑ Ｇ 心地 とし

てIII Tの芳t院を拡大し、暦史的関境を 内包 しつつも、 地域特牲を失っ

た者11市化のi皮に抗 しがたい現状に比べて、古) 11は発展から取り残さ

れた ことが幸い といってよ L 、I.t.I::" 、昔ながらの落ちついた風' l i ' iがJ出

じられる IIIT として今もある 。「日111のようにはなりたくな し、」と いう

I
l1rの人は多い。

なりわい

とは L、え II1Tには生業が必要だ。 川 11に列司王でやってきた人はまず

製材工場の多 いこ とに気づくだろう。 ここ は良質な到 ｾ ｜ ｪｬ の木材が集

まり、木工技術が発達し、すから「飛騨の匠j として知られた誇り

企画から建設まで

桂 三

1. ':J ｾ、大工の ｉ ｷ ｲ なのである 。 Ｑ )] 8 千のnrr (こ大工が180人 い づ ?" :j比

率でその こt がまnられる 。

しかし芳ｾ界にいる ｦ ごけで食べてゆく こ とはできなし、 。 そこでお定

まりの出稼ぎということになるが、古川大工は建築租l令に結束 して

富山 ・l岐阜 ・名i '，r主 ・点者11・大|仮などの仕事をi ¥ri : f i . ぃ、良質な木造

建築をつくると し、う本然のイJプJcとして、 出稼省、を 「外貨稼ぎ」に昇

撃さ せ ようとしてし、る 。 しかしf刻主者不足い、う弘!Hi ll もある 。

日 本 ナ シ ョ ナ ル ト ラ ス ト に よ る 町 づ く り 調 査

。め 円本ナショナノレ トラストは毎年、 地方自治体の要前を受けて、

数ケ所の地域を選び対象 t した調査を実施しており、 1986年には古

)  11に対して illlrづくり調査J を行なった。調査団のメンバーは今は

故 人 となられた京大名将教授丙 山 タ ＱＱ 三 さんを匠 ト 長に、当 ｬｉ ｾ ￮ Ｇ ＧＧ Ｉ J大助手、

現東大助教授の凶キ.t幸夫さんと II)J 大の学生達が主力、それに私が加

わった。

調査報告の 内 容には、 ｉｕｲ の膝ｾや現状としての ＱＱＱ｝ や ｉ ｉｉ ｊ 並み ・ 民家

ばかりでなく、修対すべき部分や必要な施設などの具体的提案も多

〈含まれていた。「飛騨の匠文化館J iこして実現した胞設のl点型の提

案もそ こにあった。

ｊ 必 Ｂ ｊ ｾ ｦｩ ￎＨ ｽｬ ｾ Ｎｴ ｨｾｦ 川，ｆＮ ｉ ＨＡｩ
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町 づ く り の 核 と し て の 施 設

古川のIIITの西側には、高山から

下ってくる宮川が) 11幅を広くして

流れている 。 この宮川の支流から

号|かれた瀬戸) 11とH乎ばれる用水が

町を南北に貫通していて、この瀬

戸川 と宮川の聞に、 一之IIIT. 二之

IIIT ・三之IIIT と呼ぶ城下町時イt の面

影を残すIUT人IUTがある 。減炉) 11は

町人IIIT と武家IIITを区画する位置に

あり、 iJliJif-i 川から東の部分、つま

りかつての武家IIIT もまた、上t J l i交的

新し L、ヵ叩IT人IIIT となって推移して

きている 。

この瀬戸川 に面した一之町の裏

手には、造酒屋などの土蔵が並び

建ち、清流にj永〈寸偲とともに、古川の原風景とてもいうべき美しい

景観が展開 している 。瀬戸川ぺりの小路は住民や観光客が通う散歩

道だ。瀬戸川は東に円光寺、西に土蔵の並びが尽きあたりで、天然

記官級lに指定されているイチョウの大木に阻まれたかのように、東

に直角に折れる 。

この大イチョウのある広場は中央広場と呼ばれているが、以前は

ここに木造のIIIT役場があ った。さらにその前には福全寺という寺が

ここにあ って、その名をとって福全寺茶屋と名づけられた町営l経食

堂が一隅にあ る。中央広場は、その名の通り、瀬戸川ぺりと 一之111T

たすしょ

をつなぐ、 ＱＱＱ｝Ｇ の中央部にあって、広場の刺ｊＡｩ ｊ には 「 お方鰍 ｾ ｊ と呼ぶお

中央広場をめぐるテラス

88 

Ｒ Ｑ ヰＮ ｾ '1' -lui T辺l

l Ji?'i干 l(ijl 'i?l l :  400 

かん口ょう

祭りの11寺にヰrl lを勧請する社をひかえ、小さいながらも III T中央にある

得がたい空地であった。 したがって祭のみな らず、さ まざまな{ 怪物

がここで、ひらかれている 。

さんしよう

IUTには今では使われなくなってしま って いる 山 樵 道具 と大工道

具が数千点保存されていて、その一部は有形文化財の指定がある 。

これを展示すると共に、古川 大工の伝統技術と古川のIIITを紹介する

ための博物館をこの中央広場に開設するべきではないかということ

が、調査報告書にIIITづくりの核として位置づけ提案されていた。 日

本ナショナノレトラストはこの施設を日本宝 くじ協会の文化振興基金

を財源に建設し、 IIITが管理運用することで実現させようとし、うこと

あかりのフ。ラサ'



になった。1988年のことである 。

伝 統 を ふ ま え た 木 造 建 築

111*広場はこうした博物館を開設するにはま ことにふさわしいが、

さりとて広場としての機能が失われるのは困る、 ぃ、うのが建設委

員会て。の多くの人の意見てあった。建物があることで広場の機能を

より市める方策として、テラスをめくやらした主! ! 物で広場を L 字形に

かこu ' 配置はこのための締命であった。 さらには L 字形建物のIJ ]j り

部分を上屋のみ t し、「お旅処H 広場とをつなくー外部空1 I1J も月l立し

た。 このため建物は本館と展元道官に 2分し、 この 2棟は出り部分上

屋内部にiill された 2 階開放廊下によって結ぼれるレイアワ 卜とな っ

た。

建物はそれ自体が古川大工の技を示すのだからもちろん木造、飛

日1il .j韮材 100%で建て るため、大材には丸太を使った。最も長大な丸太

しつ

は山地から作業場へ直接ヘリて1命送された。建物は内外ともに白漆

l喰塗の其壁、外部の水がかり部分はヨロイ下見板、展示飴の 2 階部

分は土蔵風をねらって白漆l食の大壁にしている。内部床はスリッノ f

の使用を止めるため歩行部分はすべて民放にし、入口と 出口があか

りのプラザ、と名づけられた出|り部分外部て判1"寺するので、ここには

丸太制! 命切りにした飛び石ぞ設けた。

あかりのプラザ、の屋オ艮上には大あんどんが立っていて、これはこ

の建物の存在を示す道棋にも似たもの、どの方向か ら来ても これが

11艮に入る位置にある 。 この大あんどんは下部が開放されている ので

あかりのプラザ、の明りでもある 。テラスや外路に而した l 階部分に

あるI : l 悦汗は、内部に照明が町立されてし、るので外灯の役目もする 。

このように明りに こだわ ったのは、古川のI"Tの夜が大都会のように

|切るくなくて、聞を照らす明りがし っ とり美しい 11f Tだカ、らだ。

古 川 大 工 の 総 力 を あ げ た . J V で

司 ｾｉ ま古Ｉ ｉＱ の建築組合に参加する大工集団で 施 工したが、 ｾ ｉｉ 心 と

なったのは選ばれた大防梁と 7 人の線操により、 J Vを組んて清わ

れた。工事は古川大工の技のほどを示す入念さと、皆で取り組むた

めの競争意識が手伝って兄事な出来となった。腕木に取りつげられ

た「芸」と H乎ぶ彫物は、これが古川 |大工のサインなのだが、古川大

工のすべてを網羅しているので、ひとつと して同じものはなし、。あ

いにくの雨になってしまった上棟式は古式にしたがって厳かに行わ

れた。

j必'; ;t; なら専門業者が担当する展示工事も、小委員会をつくって検

討し、展示物も大工が競作した。展示館 1 階にある仕口 ・継手の実

物展示は、来館者がほぐしたり組んだりして楽しめるのですこぶる

好評、 子供が遊びはじめるが、そのうち大人がとりつかれていつま

で、も遊んで¥、る 。

工引ま 1989!q芳江、その秋の l l YJ 3  11 に開館した。それからすで

に数年、館は古川の顔として定着したが、この建物に辿統する官I1分

がさらに 11f Tの核として開発され、 「ま つり会館」と名づけられた施設

と祭の広場がつくられたりして、修去がすすんでいる 。

( よしだ けいじ Ｏ ＨｻＡￎｩｊＡ令設 ［ｮ 一社 市谷主ｉｬＺ 築 Ｇ ｉ ｾ 務所Ｉ

写J 't ＮＮｴ区 ｊγ ￍ＼ Ｇｊ ｾ 主

本町((1次抜け告11分

!JIio，Jミ向，， 2 防?

ｊ ￐ｴ ｾｊｾ 館 Ｑ 附
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妓皐渠大和町古今伝授の里フィー1レドミュージアム

歴史・文学・自然が融合した町づくり

岐 車 県 大 和 町

金 子

こ き ん で ん じ 申

和歌の町・古今伝授の里

岐阜県大和町は「古今伝授の里J と呼ばれる 。古今伝授 t は「古

今和 ｉ ｾ 限長 Ｒ Ｐ 巻の講義と秘伝の伝授 ｊ の ことで 、広義の 「 歌道伝授 ｊ
とうのつねより

を指す。t. il JMi者とされる東常縁は、ここ大和1II1Tを拠点に、鎌倉から

室 ｉｷ ＱＧ 時代にかけての約 ＳＲＰ 年ｼ問、奥 美濃のＺｬ ｴｬＩ上ｾｈ￭ Ｍ 待を治めた東氏

の 9代目; 城主である 。東常縁はまた、応仁の苦して苛iEわれた領地を和

歌 1 m立を JI泊って返還を受けたい、う 1止界戦争史上に希なエピソー

ドを持 つ武将でもある。

しのわきりょう

当地には東氏の居城であ った山城・篠)1弱点以や、やはり東氏がtfJJ 箭

みよう付ん

した明控村社( 旧妙見神社) をはじめ lニ1
11止の文化j材が多〈残って い

た。 そして更に、昭和54年、水田の岡場整備工事を機に東氏自官跡が

発見された。館 跡 lこは素晴らしい庭岡遺構が発掘され、昭和59年、

国の名勝に指定された。昭和63年 4 月、東氏の27代目にあたる現当

主から古文書類の寄託を受け、大和1111' 歴史氏俗資料館が閉館した。

また、この年 8 月、東常緑を主人公とした謡曲「 くるす桜j が改

作されて、新能が開催された。

II1Tてやは、こうした歴史的な地域資源を基に 「歌のII1TJ をつくろう

と計画し総合計画のシンボノレ事業に 「肯今伝授の里づくり J を掲け、

た。「歌のII1TJ とは、 ① 和 歌 ・短歌に|長lする情報がある こと @ 和歌 ・

短歌の情報を発信できること③I1J の人々が短歌に親 しむこ1 : (1歌 心

を誘う美しい風景があることーなどを想定して， '  J.， 。 この「歌のII1TJ

カ対安とな って地域を活性化していく地域づくりへの取り組みが古今

伝授の里づくりというわけである 。

フィールドミュージアム l血; 没の全体i附敵対

90 建築と社会 ・1蜘 . 3

徳、彦

古今伝授の里フィーノレドミュージアムは、円炊のP1T ・歌人のメッ

カj を標勝する大和II1J の拠点施設として建設されたものである。 31之

氏館閥、や官紹l制点、明建ネ'1' 社を中心とした地域に、古今集に詠まれた

植物を植えた古今植物園を造成し、円本和歌会館を建設して全体を

史跡、の盟公閣として整備しようと考えた。

一棟の会館から里の形成へ

剣勝に指定された庭園込棋の整備は、国立奈良文化財研究所か ら

利介された造問家 ・三t 宣哉氏にお願いしていた。 その延長で、 三

宅氏に公悶全体の青写兵を描L、てもらったが、 三宅氏から紹介を受

けたのが、建築家 ・瀧光夫氏であった。瀧氏は後に「 この仕事ーは、

『多It と手J] HRは得意lこあらずj を理由にお断りするつもりで、あったJ

( 新建築誌 '94 1月号) と述べられているが、私たちの気持ちがどう

f云わったのか、結局は設計ぞ引 き受けてもらえる ことにな った。最

初にこの地を訪れられた氏は、綿啓'i! こ予定地を歩カもれ、あらゆる角

度からの写真をおさえながら現場て杭想、を練られて いた。あまりの

長さにしびれをきらして 「お茶にしませんかJ と誘うと、氏は 「今、

このl時点てやイメージができあが らない ことには、 このおイ士 ｾ［はでき

ません」とき っぱりと答え、その場所を副Jかれなかったことを思い

H' ，す。当時は建築業界に疎〈、瀧氏の名戸をも知らない私たちでさ

え「この建築家はどこか違う J と思ったものである 。瀧氏を迎えて

この事業は大きくグレードアッ プする ことにな った。

-F百! 司べを終えて最初に提案されたラフスケッチは、当初に私たち

が思い描いていた平[ 岡大会館の構想と大きく線変わりしていた。会 館

利勝点氏館跡峰 ｬ 世 ｬ の池 ｪ［Ａｴｭ 。対 Ｑ［Ｑ に篠脇 ｉｉｊｾｉ が兄える。



の機能として、次の 4 点考えていた。①和歌 ・短歌の総令的民示包

全国歌人制限長を収j龍する図書: 室@l i J f修室笹)交流サロンである。 一

棟に盛り込んで、いたこれらの機能を、瀧氏は 「こ の場所に181の大き

な建物は景観を壊し、歌の里に相応しくない」と 言って三棟に分散

し、一つの集落を形成する ことを提案されたのである 。なるほど、

その案は全 ｦ 材 ｼ 個の 中 て苦慮していた庭園部分の処理を解決し、ｾ

{科目り也を有効に活用できるもので、あった。

提案を受けた私たちは色めき立った。素晴らい、施設になること

を確信したのである 。 しかし、予算の大幅増をはじめ、クリア ー し

なければならない多くの説5題があった。III J の内部fl 守凋整を経、 1長会

の; i J 1<認を何とか得る ことができて、作業が始まった。

ディスプレイ ・サイン計i ! ! f ! は、瀧氏の紹介で京都芸仲間jtf l大学 ビ

ジ、ュアノレデザ、イン研究室の久谷政樹教授にお願いする ことになった。

各部門一流の人々の参l革法得て、自主l係者一同の共働作業て守!画 そ 樹

IL してし、〈方法がとられた。打ち合わせ会は、大和町で、または岐

阜市内で、京都で、大阪で、兵庫でと各地で会場を借りて会を重ね

た 。 「 手 間 Ｚ ｉ ｸ のレクチヤ ー を受けたい ｈ ｅｾ ｉ し出 られたのも瀧氏てあっ

た。設計者 ・造国家 ・テ川スプレイ担当者共々、 III J の文学顧問に就

いていただ L、た品津忠夫先生 (大阪大学名誉樹受 ・武庫川女子大学

教授) の講義をl f m.1いて針本計画を構築 していった。

周辺の自然も含めた野外博物館

「フィ ーノレドミュージアム( 野外博物館)J という概念も こうした

中で生まれたものである 。機能重税てや考えて いた我々の計画に対し

て、ランドスケープテ可、インと L、う概念がもたらされた。 その地の

歴史的なものと自然景観を施設とどう関連づけるか、打ち合わせ会

を重ねる 1:1:
1てい 「い っそ )?f l辺地域まで含めた広い範囲を博物館に して

しまおう J 1 : 考えるようになった。周辺には東氏ゆかりの中世の史

跡、が点在している 。今まできして気にもとめなかった周囲の山々は

よくよく見れば美し し、景観を保っている。 言ってみれば円本の "1
1山

問地 を代表する風景だ。可愛い草花も豊富だ。すべてがそのままで

充分に価値ある展示物に相当する 。「史跡の旦公園整切符I業 J として

取り組んだこの施設は、かくして完成後、古今伝授の旦フィ ーノレド

ミュージアムと命名された。「フィ ーノレ ドミュージアムJ は新井重三

氏( 丹青総合研究所) の論文 「野外博物館総説( 試案)J による和製

篠脇 ｉｊｉｾｪ ー で の フルートコ ン サート 。 ｌｬ ｉｾｉ では峨々な ｉ ｉｬ￮しが行われる

英語である 。つまり、「史跡や泣跡、古い町並みなどを文化的造産と

して位置づけ、 Ll Iや川、 そ こ に自生する植 ｴ ｾ Ｉ などの 価イ 直 ＿Ｚ ｗｾ ￭ まえて、

環境と共に保存 t 展示をする 。 そこにまた東氏と古今伝授、和信:17( 文

学が加わった人文科学系 ・自然科学' 系どちらも包指した野外博物

館J だ。

「ももちどり J i よぶこど りJ i制 御11荘J i松千の間J ￭ｊ ｦｦ 憾の ｉ ｴｾ ｊ

といった桐々の施設のオ、ー ミングは、古今伝校や束氏に閃んだもの

とし、それぞれに秒鼎f性を付加してし、る 。初めはどれをとっても特

殊な名称ばかりで一部にほ抗があったが、馴染んで、くれば違和感は

なく、かえってこの地の歴史や文学を語るうえでの糸口となってい

る。交流館 「ももちどり J はレストランである 。当初の言十i ! I Ti て1ま喫

茶ができる サロ ン、せいぜい軽食程度までと考えていたが、結果的

には本格的なフランス料理Rのレストランになった。バリの三ツ星レ

ス トランで11基行した地元出身のシェフを招いた閣内随一の人気施設

である。おしゃれな飲食サービス施設は、ミュージアム運営の而で

も欠く ことのできないアイテムである こと を実感する 。

来園者が建築理念を体感

開国以来、多くの人々で賑わい、高いｾＧｉＧ イｩｈ ｩ をうけている 。 来国者

の口 コミを 中心にマス コミの扱いも 伴って、名もなき IIIJ が広〈知ら

れていくようになった。ヰ1喋及び施設は、県ニュー リソーー ト夢育て

事業最優秀' l ' l : をはじめ、建築業協会賞、中部建築' 丘、! I ，' !21世紀ふる

さとづくり芸仲立主など数々の貨を受け、岐阜県が提唱する 「ニ ュー

リゾー 卜J の代表事例となった。「歴史 ・文学 ・自然 ・建築 ・食など

様々 な要素カ守: 色妙に絡み合って、イII! I性的な非 円常空聞を創り出して

いる J 1:評価 されるが、 I:J- Iでも 「建築j が占めるその要閃の割合は

非常に大きい。毎 円、現場てやご案内 して いると、来園者自らが 「緑

t 建築の融合J い、うこの建築が提案している理念を体で感じてお

られるのが、よくわかるのである 。

高名な建築家の施設も、 「建築ばかりが突出 して しま って、今一つ

施設として充分に機能していなし、J 1:か 「管理上の問題で建築家の

意図したものが壊された」とか聞 くことがよくあるが、そうした問

題が非常に少ないのは、共倒j作業の成果い、えるのではないだろう

か。

( かね ζ の りひこ / 来氏記念館岱" J 1ll 事務所主' i ' 1: )

篠脇 ｉ ｊｉｾ ｊＺか ら 凡る ｩｬｬ 山 はまさに大きな「以ぷ物」とな っ た
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i妓皐県大和町古今伝授の里フィ ー1レドミュ ージアム

景 観 を 創 る

清E

事業の由来や*a.，1:撃につ いては、大和IIITの金子徳彦氏が述べられる

筈だから、設計についてメ モ風に記しておくことにさせていただ し

口郡上大和で「古今伝授」にまつわる「和歌会館j の設計を、 との

話が持ち込まれたときはしりごみをした。「コキンデンジ、ュH いわ

れでも何のことだかわからない。古今集は中学力、高校で習ったまま

であいにくと歌心はもち合わせていない。

和歌にまつわる展示室 ・図書室を 中心に集会場 ・食堂なども含め

た「妥当官J の企画らしいが、規摸内容からして 2 - 3 層の耐火構造

になるだろうし、当然和風である ことも求められよう 。いきおい疑

似和風の会館建築にならざるをえまい。私としては最も好まない様

式の建築である 。誰かほかの適任者凶をきがされたい、 と断りつづけ

ていたが、 一度現止也を見てコメン卜だけでもしてほしい、 とのこと

なので、やむなく出桂卜けた。

口案内された復元池庭は山城のふもとにあり、造形的にもし っかり

したも ので、館( 建物跡) がないだけにかえ って史跡の雰囲気があり、

美 しいものに見えた。会館予定地は川 を隔てた反対側の山裾で、す

iJ I{ J!J J か ら見 た 交 流 館。 向こう は 城 山

災 旅館 「 ももち E りJ f桁而外観 (2a公)
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でに民俗資料館という木造瓦屋根の棟が出来ていて、その並びの*

旧跡に建てようという企画なのだが、前は県道、後Lt 竹薮てなんと

もうまく据わりそうもない。「敷地の境界線はど こまでです か.. ... .J  

t 聞けば、あたり 一帯はPI] で買い取りました、向こうの上の方の段

まで使えます、 とのことなのでおどろきあきれながら段畑をのぼっ

てみた。当然の ことながら上へ行くほどに眺めはよし、。手づ くりの

石積み擁壁や、作物貯蔵のムロ跡、なども脈|育があり、山カ、ら清流が

ほとばしり落ちている 。田岡は水を張ればその ままで1也になる 。池

にはあたりのγ付本や対岸の連山も 11央るはず、こ の立地を生かさない

法はないのではないか、と直観した。「ゴロ ン とした“ 会館" を建て

るよりは、いくつかの棟に分けて敷地内 に散在させてはいかがです

か、講堂の ようなものはすでに|町内にあるはず、ここではい っその

こと 茅葺きの大広間にでもしてはどうですか、少しは“ 歌詠みの

盟" らしくなるでしょう J i: 言いなが ら敷地図に走り 書き そして退

出した。 もう少しわかりやすい図を、 と言われて数日後スケッチ的

な構想、|習をつくり、 コブシの l咲く 山城の写真を撮ーっていたので、こ

れに前景を書き込んだ即席モンタ ージ、ユ図も 描いておとどけした。



ほどなくして、 IUT としてはこの考えに大賛成である、茅主主き用の

芽: はすでに手配をはじめた、事業年度が追って いる ので第一棟の設

計に早急にカ省力、ってほしい、 t のことで、断るどころか、あわてて

設計にと り組む仕儀とな った。

口棟は 3 つに分 けられ、 とりあえず、 交流館 ・展示館 ・研修館の名

がついた。 これ らに切妻 ・平瓦茸き、 横長の陸屋根、 有棟 ・茅耳き、

の互いに呉なった形をもたせ、雪が多いのでいずれも 鉄骨造に し、

それぞれにトップライトを取りつけ、南而する明るい山裾に畳間ヵ、

ら' i t . ! : * T をつけなくてもよいっくりにした。

口交流館は妻商をガラス張りにし、棟の車1'1線を対岸の倒IJJ:j fl成祉のT頁

上に向けたので、勾配屋根のフレーム の中に城山のシルエ ッ トがき

ちんと収まる 。表 からも ｕｉ がガラス而に ｉｉ ｾ り込む 。 周りの田岡に水

を張ってそのまま 池にしたので、謀iJ l か ら見ると勾配屋栂 と城山の

シノレエ ットがオ ーバーラップして、それが更に水鏡の上に倒立像を

むすぶ。ただの水田跡はこの館をこの形で据えるこ t によって連山

と枕党的に関連づけられ、新たな景観カ宅見出している 。

内部中央には木師 ・iJ l 本伸二氏の労をわずらわせたオブジ、エ風大

全体立而図. 左; 交流館、中央奥，研修館、手首IIj か ら右. 展示館

テーフツレが据わ っている 。家具のセレクションやイン テリ アの コー

テ川 オ、ー トは 3館を通じて菅家克子、谷口;美樹子さんの協力を求め

た。

口脇官官lま横長にのびる段畑に地形なりに配した。展示のプロデユ

ースはピジ、ユアノレテ甲、インの久谷政樹氏にお願いし、 設計 t 同時的

に進めた。展示物は巻物 ・短.illl ・色紙などと 小さい。絵 も字も n制t

考証も 何でも出来る西国民画伯に古今集を テーマにした長大な壁画

(幅18m、 2 双) を*IJ 作していただき、山側の壁而に配し、紫外線

カットカ、ラスの天窓から採光したり、代表的歌人の大ノ切、ノレを配し

たりしながら、地形の段差を利しながら内外に多様な景が展開する

ようにした。

日:fxにつし、ては全〈不案内なので基礎知識だけでも得ておきたい、

と申し出て、 IsTの顧問役をなされている島津忠夫先生 ( 大阪大学名

誉教授 Ｉか ら 関係 者一同 じ きじきに特 別レクチャ ー を受け、羽 ｝ｾｦｸ と

短 :fxのちカf いなどを教えていただいた。「曲水の宴j が出来る流れを

つく る企画があ ったが、「あれはもともと中国伝来の漢詩の世界のも

の、本来和歌にはなじまない、ましてや現代短撒には。イベントと

l必示館「和歌文学館」南部外観。1. r. 奥は研修館「篠脇山荘J *  
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研修1! ) ' ( の 紋 先 : i附 畠 城 祉 の 辿 山 を iiTtん そ れ が 池 峰 に i映る

して行われたりしているのはまた別の次元の話だが・ 田・・・ 'J 1:1司L、家

をひらかれた。すんでのところで|削七錯誤の庭づくりをしてしまう

ところだった。考えてみれば、ことの発端は眼前に対峠している数

百年前の作庭である 。 それに対して擬古的な庭をつくるほどの必挙

はない。

短 炊 ・俳句カf 匡際化されてし、る時代である 。内も外もあくまで現

代の日本であるべきとの思いを強くした。展示古代入口! 協の落水は石

などMI . まず強イヒガラスぞ用いている 。

口1i J f1i 劉創立広|日j と茶室に茅葺きの屋根を架けたもので、 棟にトップ

ライトを設けた。 ワラ屋根は風情があって良いものだが、中のI情さ

におどろかされることが多い。 なんとかして現代建築にならないも

のか、との考えからの案出である 。床にはliV万ft を敷き、天井の高

いj末|暖房のある和室になっている 。南側 には織と池庭を設け、 f制あ

城: 1: . 11: の連山をf品官ーにし、 それらカ可決るようにした。借景の庭は数多

いが、手前が白砂や苔ではなく水而というのは寡聞にして知らない。

床の間も床! 協も開放的にしてゲr，j 木・石紅iみを借景にしている。

3つの棟はそれぞれ廻り到般を持ち、敷地全体としても ー順でき

る立体回遊式の構成になってし、る 。

盟のあち こちに歌榊をちりばめる: i f : iEl il があ ったが、自然石に読み

にくい字のものが多いので建築家 ・彫刻家の藤本春紀さんに相談し

たら、近在の川石に手を加えた作品と呼ぶべき品格のあるものをつ

くってもらえた。

口 このようにして何ということもない山旦が、これらの人工物を適

切にはめ込む、ことで、随所に内外がーイ本化し、好余l曲折 ・立f材見 ・

反射映像 . f皆| 景など変化に富んだ去が入りまじり、近景と遠山が| 刻

係づけられ互いに響き合う里に変身してし、る 。

口 この間に、 ｉｉｉｔ の方々、施工者をはじめとする関係者 一 同が ｩ ｴＺ ｾ 、だ

エオ、ノレギーと情熱は大変なものであ った。数百年前の史跡、の出土が

契機となって、新い、｝ｾの景観が現代の空間として ｲ iil Jられたー. . ..J 

ので、ある 。 (た き みつお/ 建築家)

交流町'(ij 島から研修館( 中央) と j必 示 館 内11:1); 文・下町u を凡る 七時j氾，¥+/JIOI の モ ン タ ー ジ ュ ス ケ ッチ

*ドj J 写只: 松村ヲ'; i f i
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至福井

RI 58 

八幡町

ゃなか水のこみち

舷車市長良川国際会議場 ( 仮称)

至 大 阪

飛 騨 ・美濃の工芸技術を支える人々

飛 騨 春 慶 塗

塗 り師

野川 和彦 63歳

. 始めに経歴を教えて頂けますか。

初、は親がやはり 塗 り仰でしたので、その後を継

〈サ惨でこの仕事に入りました。始めはお盆等の小

物をそれから建具 ・仏国 ・UJ車 ・床の間材と i時代

の流れに沿っていろいろと手掛けてきました。今

では自分の子イ共も後を継L、て1士事をしています。

4砂市山て1胡糊{ 春! 変塗が行われていますが、特色

は何でしょうか。

森島Eの場合i立木の自を見せるように透かして漆

を塗るのです。 そのために漆は高級品をlJJ J < 塗っ

て仕上げる訳てやす。ですから塗りも大事ですが、木

地が良くないと 仰ifl 直が出にくくなります。良い桧

があり木地師がい て育ってきた技法fごと思います0

. ふすまの縁にす、い漆を塗つであ りますが、あれ

は森Ｚｾですか 。

- 背止に見 られるものはタメ色と 言われるものが

多いと思います。 このf土上li 木の目や節を最初に

つぶ してしまってから塗りにかかります。赤〈見

えるのは下塗りに食紅 t かローダミンとかで色を

付けてから、漆に格納とかえ のj山を混ぜて 1:仁仁げ

る訳です。ですから透けて見えても木の目;等は、

まったく見 λ なくな ってしまいます。

4砂市山匝Ij屋lrrl{- ¥j 支宅復元工事の: tt M反等を手掛けて

R360 

RI 58 

飛 騨 ・美 濃 建 築 マ ッ プ

項いたのですが、 E んな所に苦労されましたか。

Mi 屋の仕上は、木地呂色仕上をした訳ですヵ丈

至東京

ぃ、うこ t ですね。和、の場合はちょ っ と無理かな

L 思われるくらいの仕事を与λ てやり遂げさせて、

板が 3尺 X 9尺と大きいものですから特にほこり 自信と満足感を与えるように気を配っています。

に気を配 りました。ほこりが一つ付 < U奈はそ こ

に集まる性質がありまして大きな粒になります。

小筆の先で一つ一つ取るわけです。 それでもやは

り付きますので、木炭で麿〈訳です。炭は特別に

桐 ・棒 ・朴の オ 噂 制tいたものを特色に合わせて

使用します。仕上げは、 i' f(，岡炭 ・朴炭制変って上

塗 した而を研ぎ、次に蝋色炭でイ土上初fぎをします。

いかに平滑に光沢を出すか、大きいだりに大変神

経刺史いました。

tt 重なH寺問をありがとうございまし た。

屋 台

宮 大 工

八! l ff Iリ] 47ぷ

- 今 までどのような仕事 を亨批トけてみえましたか。

私は子イ共の頃から父に ついて、いろいろな建物

をi Ul] る手伝いをしていました。父も 宮大工をして

いたので自然 t その方向に向かいました。始めは

京者11へ見習い仁行きました。高山へ帰って来てか

らは、文化j貯の建物修理 ・屋台の修理 ・判牡、仏

閣の新築工事毒事を手掛けてきました。

. 粁L 、職人さんに技術を伝えて し、 くためには、ど

んな方法を採っておられますか。

昔から 「仕事はi絞めJ と言われていますが、や

はりそれくらいやる気を 出してや らないとだめだ

- 高山の祭り屋台の修理を してみえて、昔の知恵

てい感心する fr [ r はありますか。

屋台は漆塗の所が多くあ ります。漆I i 組んであ

っては塗れませんので、バラバラの状態で塗る訳

です。大工の信義には反するのですが、ある手型支

すかした仕事をしないと組みパラシが出来なくな

ります。実際には組み手等は納めたH寺に初めて締

まるように力[ 1工をす る訳です。ほぞ組の時も、 U.

ぞも穴も片方斜めに落して納ま ったI時に初めて漆

塗 りの而が揃うようにしてあります。

・今回、高山の屋台を平成屋台として新築して い

ますが、 E んな所て官労してみえますか。

今は分業化が進んで、いて昔の様に大工が彫刻す

るということが出来なくなってきています。屋台

は見せるものですので、特に目線を意識した仕事

が要求されます。付ける場所によって彫り方を変

える必要があります。透かし彫りをしますので、

その感じを伝 λ るのに苦労しました。又、色々な

地域の技術を生かして作る訳ですので、彫刻だけ

が良いとか、1I i : '4争Jだけがすばらしし、のでは、全体

力ヲEんてv しまいます。一台の屋台でもそうですが、

数台の屋台を作っていますので、屋台同士のバラ

ンスもとらなければお互い生きなくなってきます。

今、 三台目ですが、 これか らカ喫mしくな ってくる

と思います。

どうもありが t うございました。

( インタピュアー 収 下 判J

飛麻生s設側」務部fifrl 4: .  ｾＧ Ｚｪ 山匹 Ｑ＼ 屋明日代役宅 ｦ 弘元工 ＼ Ｑ ＾ 所長
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NB K関工国

自然と共生する施設

金 田

N B K 関工園とは

当社( 岐阜県|刻市倉知向山、資本金96百万円、従業員200名、代表取

締役岡本大 ー Ｉはプーリ Ｍ Ｎ ｾｩｬｨ 継手ＨカップリングＩなどの動力伝

達部品、およびレバー ・ノブなどの機械部品を多品目にわたって製

造 ・販売している 。創業は 1560年( 永禄 3年) であり、以来、鍋 ・釜 ・灯

能 ・鐘などの鋳物製品を手掛けてきたが、 19405: 1三( 昭和 15年) に鋳物

を素材とする動力伝達部品を製造することを目的に現会社が設立さ

れた。

機械加工工場、倉庫 ・配送センタ一、および営業 ・技術 ・経理な

どの本社機能を|岐阜県各務l京 市 (悲劇勿工場はち胡2もここにある) か

ら移転したのは 1974年。以来、“ いい製品はいし、環境から生まれる "

という考え方のもとに当地を“ |剥工間( せきこうえん) " と命名し、

自然と融合した“ 似IJ < 人のための蹴境づくり" に努めてきた。

“ 工園 Ｂと は理想の生産拠点づくりと周囲の 地 ｾ ｉ ヲや植生 との融 合

を重視したランドスケ ープづくりをコンセプトとし、生産の場とし

ての機能性に公閣の開放性 ・快適性を併せもたせた“ ガーデンファ

クトリ ー ( = 工場公園) " を指している 。

もともと岐阜県の斡肱、 |共l市の誘致によ り173 ，000m'余の山林を

Je混入したのは 1971年の ことであり、 三方向を 山で阻むように造成

し、 1974年に第 l 期工事として工場棟約800州、倉庫・配送センター

械的1，600m'が完成した。以後、 20年にわたって順次拡張をかきねて

きたものである 。1992年に竣工した事務棟 ・ホーノレ棟が最新の施設

ではあるが、“ NBK I 期工園" づくり t いう芯、l床では現在もまだ完成

のi怠仁にあるい、ってよし、。

企 画意 図

広大な緑の谷にふんわりと包まれて、人にやさしく、自然と共生

する施設。 それが“ N B K I到工閲" の目指すところであり、 これを具

ＭＧ Ｚ ｾより見る
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体化するために当初からつぎのような原則をつく った。

①第 l 期工事てい約50，000m'の平地を造成。よ知也の入 11 ( 北側) と

一番奥 ( 南{ J l I J ) に池をつくる 。 (1974年)

②造成 した土地の最終的な利用方法= グランドテ可、インを頭に置

き、順次、増設または新設する 。

③ 腕也はその 1/3を工場・倉庫などの建物、 1/3的 和也、1/3を道路・

駐車場とする 。

④エオ、ノレギー ・通信系統は共同械で地下埋設し、' ; r ; : 柱は一掃する 。

⑤毎: 5:ff 直林 ・植樹を行う 。広葉樹をナ "11心 とする。

⑥建物 I: J : 出入口を除き、すべて芝生で聞む。

d渓色物の壁面はホワイ卜、 屋根などの金属部分はブノレーとする 。

機械はグリ ーンとする。

@輝力、倒? 採光とする 。

1974年の第 l 期工事実: 成時にむき ，'1"' ，し となった造成地50 ，000mら

その当初から毎年拠続的に値林 . tiMiI :j'を行い、芝生を張ってきた。

それらはいつしか元からあ ったかのように緑豊かに育った。池には

i度り烏が飛来し、夏の夕刻にはその周りから牛蛙の合唱が聞こえて

くる 。

こうした20年にわたる継続的な取り組みにより、“ N B KI剥工園"

は1994年の通商産業省グッド ・デザイン' 此( 施設部門) および例円

本緑化セ ンタ ーの会長立を受賞した。

今回の “事務棟 ・ホーノレ棟" は、このような環ぢi倒的の節目とし

て、また将来的に厳しくなると予il lil される人材前倒呆という 百*! 直に対

する回答として、 1990年が創業430年、会社設立50年であるのを機に

計画したものである 。

オフィスの主人公は社員

我々としては、もともと恵まれた自然環境に固まれているという

ことを活かしてほしい、 “ガーデンファクトリ - " ( こ調和したものに

Ｇ ｬ ｱ ｊ， ｾ 主内都 ｴ



したいと考えていた。そのために幾つかの要望をだしている 。

それはたとえば木質系の1i : _ 仁げ素材である。新事務所は、 “ オフ ィ

スの主人公は社員である。 " ということが毒伊ドであり、オフィス I.:J: "知

的生産の場" であると同時に、社員が一日の半分を過ごす“ 生活の

;場" でもある 。

また当社I. : J : 社員の平均年齢が29歳と若いこともあり、 10数年前か

らユニフォ ームも夏はポロシャツ、冬はトレーナー ( およびフ、ノレソ‘

ン) 、女性にはキュロ ットスカ ー卜など、カ ジ、ュアノレな装いと してい

る 。事 ＺｪｦｬＺｾ務所も自然と親しみながら社員が滑りをもって、のびのび

と仕事ができる環境にしたいと思っていた。

また、ホーノレは生産一点張りでなく、“ 文化 の燕り " も持ち込める

; 場として考えた。社員だけでなく 地域とのコミュニケー ションの場

ともなるように、コンサートホーノレとしての機能に加え、展示会や

大 会i払 ギ ャ ラ リーとしても使えることを要望した。

企業のメセナ活動といった堅い意味合いて、はなく、肩も凝らず負

担も掛からない、息の長い地域への文化貢献のーっと考えている。

2 年聞を振り返って

以上のよう々考え方をもとに企画を始め、建築家大野; 秀敏氏に設

計をイお傾したのが1989年であり、 1992年 5 月に建物が竣工した。以

は入居して約 2年半、その間感じた こ t ていある。

ヴオ ーノレト天井部分は営業部門の主事務室とした。 R9' はほとん

ど人工照明は不要であり( ただし、補助としてタスクライトを置き、

雨の日など必要に応じて使っている) 、窓は目線の高きがカ、、ラスブロ

ックであり下の窓からは雑オ寸本の足元、欄聞の三日月窓からは空が

見える 。森の中に居るように感じられる。また夏には夕方窓を聞け

戦 以j凪路

れば Ｎｾｴｾ 識の 音 に混じ っ て虫の 戸も 聞こえてくる 。

ホーノレてやはコンサー卜 を数回行ωった平呈度であるが、 |淵nを通して

水を湛えたi也や遠くの山並みを背景にして美 しい音色を聴くことが

できる 。( 現底、放ムラタキシオ |百HI=Iの絵画を展示している 。気軽に

児にきて、楽しんでいただければと思う 。)

清潔な空間を保つため全館を紫煙とした。休憩時間には職員通路

やテラス ・中庭などで社員が一休みをする。職員通路の北側 I.:J:幸樹三

林や池が見えてし、る 。取り立てて手を入れて整備したキ齢比ではない

が建物の| 首iから 一部分だけ切り取られ風景画のように見えている 。

テラスにはテーフツレが置いてあり、打ち合わせなどにも利用してい

る。大屋根で設われているので瓦場でも日陰となり、何よりもカス

ケードを流れ落ちるせせらぎがi涼しげである 。事務棟とホーノレの|制

には浄化装世をそなえた池( プーノレ) があるが、夏場の休 H には社

貝が家・2鉛車れて遊びに来ている 。外古I1空間もいろいろと干I] J干j され、

概ね社員にも歓迎されているようである 。

出t 点をあげれば狼雑な場所が少ないため貼り紙な E 連絡I]i J : 頁のス

ペースに困ることがある。また、見学者が多〈、はじめは応対が大

変であったが、今では社員も慣れ、自然に振るまえるようになった。

床フロ ー リングの手入れやプールの清帰など常にメンテナンスが必

要な部分もあるが基本的には社員でJH' i うようにしている 。当社では

自社で使う加工機械も自社でつく っているが、同様に自分たちで行

うほうが建物に対して愛着も湧くのではないかと思う 。

既に四季も 2 回繰り返し多少の汚れ、色槌せも見られるようにな

ってきた。 他の建物同様、 これか らも手入れを繰り返し、良い具必

に年をとっていってもらいたいと思う 。

( かねだみつお/ 鍋届工業株式会社取締役開発担当)

Fれま告側l北 側 外 観
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N BK I潟王国

事務棟・ホール棟の設計について

清水

宮町室工業( 以下 N BK) は、プーリーやカップリングを主 とした動

力伝達機部の専門メ ーカーである 。 その主力工場である関工園は岐

阜県関市郊外の山聞の造成地に立地し、東西南の三方営里111 (こ固ま

れ、北，{J!i J(こ|朔けた地形にある 。以前は事務部門は事文地内の工場建屋

の中に点在して いたが、 1990年に創業430年、会社設立50周年を迎え

たのを機に事務棟を新築し、併せて社内行事やコンサー ト等の文化

行事の場としてホール棟も新築される 事 となった。

周辺は小規綾な住宅地、 学校が点在するだけの自然が多〈残る |長l

静な場j' i J fであり、 施主が自らこの敷地を“ 関工園" ( ガーデンファク

トリーの和訳造語) と名付けた様に環境整備の コンセプ卜を明確に

されていることから、事務棟にも「フワ ーっ とした印象の建物j が

要求された。 そこで我々 は、

1  ) 都市部の毒河先所建築とは全 く発想の異なる、田園地帯な らでは

の人間的で自然環境に親しめる 事務所空聞を倉IJ る。

2) 見知也外か ら( 特に|期工園へのアプロ ーチ t なる 北側か ら見たと

きに) 言己憶に残る 印象的なシノレエ ッ 卜をもった外従見と する 。

という目1紫をたてた。

建物の位置は工場内の平地部分の北端情1Iで、その先に斜財てで埋め

尽くされた落差 6 m余りの法而があり、さらにその下に池を見下ろ

す位置にある 。 い わば 地 Ｗ Ｑ ｾ の特異点Ｈ断層Ｉであり、 当 時大野秀敏

氏の考えていた空間論「境界建築J [" ランドスケープア ーキテ クチュ

アj を実践するのに適した日加也条件て、あった。

〔配置〕

建物は東側か ら順にホーノ叶栄一事務 榛ー食堂棟 t 並び、それ らを

様々な外部空間てや結ぶ形態とな っている 。 この配置は最初に提示 し

た第 l 次案から概ね同じであり、以降実施案ま で反映されてし 、る 。

この時点では建物全体を結ぶため、また南側に隣接する構内道路の

騒音声ロj策もあり コンクリ ー トの也統壁を検討していたが閉鎖的、 圧

迫感がある 等問題もあ った。 それに対して実施案では、芝主主主ヰ而と

している 。“カ、、ーデンファク トリー" という 言葉が示す通り工場の環

境整備のコンセプ トとしてランドスケープ州l音示されている こと も

あり、更には構内道路ヵ、ら の引きがとれ、建物としてのボ、リューム

! 惑を軽減することが可能となった。

〔事務棟〕

事務棟は建物の背骨ともなる 8連ヴオ ーノレ 卜屋根と 平行四辺形の

ボＡリ ュ ー ムからな り 、 こ のヴオ ー ノレ 卜 天井によって分節された空 ｉＧ ｾ ｾｊ

カ潮d先空間となる 。 その南側 に通路、階段、 事務室中庭等が層状に

配置されて いる 。 ここで、我々 は、 1) 住宅的スケーノレをオフィス空

間に持ち込むこと 、 2  ) 空間内に自然環境を視覚的に最大限取り込

むこ とを考え、 小 さな単位の事務空聞を連続、又は横に拡げ、外音1I
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内聞を介在させて配置させることを検討したに の為、ノレ ・コノレ ピ

ジ、エのラ ・ロツシュ ・ジ‘ ャンヌレ邸、アノレド ・V ・アイクの住E日英

型 等 を作成し、参照し検討したＩ 。千ｾ ［ｴｬｊ奇 室 は 北 而をカヲスとガラスブ

ロックによる 3府杭成の閉口とし安定した自然光をイ・分に取り 入れ

ている 。結果として日中、人工照明が全 〈不要 t なった事はず世! 以

上の成果であ った。

アプローテ道路

@  
山林

円以丘15:<1 1  :  3000 
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〔食堂棟〕

事務棟の西側 に職員i副絡を挟んで食堂棟がある 。 3述のヴオーノレ

卜屋根カ司冴労棟と直行する方向に並び、その片{JlI Jカ11限員j直路の天蓋

となるように延びている 。床レベノレを事務棟から半層分ずらし、 l  

階( 事務室) 、 2 階( 食堂) t も職員通路、事務棟との|剥係が等 しく

緊密になるよう に した。

〔講堂棟〕

事務等の北京{JlI Jにある コンクリ ー ト打ち放しのシリンダーが講堂

棟である 。エン トランス広場から延びる緩やかなスロ ープがアプロ

ーチとなり、そのまま ホワイ エ (2 階レベノレ) まで貰入して し、る 。

ホーノレは平土間形式で、内部は鉄骨で組まれた正方形の棉で固まれ

ている。 これら複合体のコンセプ 卜は以下のとおりである 。

ラン ドスケーフアーキテ クチュア

① 地形や植生を出来るだけ変形させずに建築を}I闘志させる、②t也

形の潜在する力を 引 き 出 す、③ ｴｴ ｴｬＡＮ Ｊｾや植生を建築の構成要素のひと

つとして梢極的に取り入れる、等によって自然に対して“ 干渉" を

行う 。具体的には従前の地形に呼応するように内部の床で 7 つのレ

ベルを設ける 。人工i也、 台形のス ロープ、芝主主*4面等、疑似 地形を

導入し、従前の自然地形を布1) い、かつ強制する 。外部においても紙々

な高さの変化 を設定しているため、視線は常に緩やかに下降、上昇

し、 2 階建ててーありながら盟かな空間的変化 を生み出 している 。 ま

た、建築形態を細かく分節する事によって自然との接触而を長くす

る等のブデ法が取られてし、る 。

柔 らかい境界

オフィスを構成する空/I¥J や部屋の目 的に相応しい空間の形を追求

2 附‘ l' I(ij 1Z<1

する t t もに、それらキ阻に盟かな関係が生ずるような“ 柔らかい

境界" を構想する 。 そのブ沼Eとしては、

“ 近抜一瞬り合う空|聞 を近般させ領域聞の|共! 係を活性化 させる 。

ここ では職員j副賂上の事務棟と食堂陳の方向の追うヴオーノレ卜 屋

根、平行四辺形のボリュームとそこから恭Ij がされ、傾けられた白 L 、

壁商、ホーノレ械の円前の壁而 と1: 1: 入するス ロープと 内部の鉄'tIJ 造の

櫓、事務棟北而のHf . J 口と斜倒。1・K ヴオ ーノレト屋根を突き破るコンク

リー 卜棟等の|共l係をかlっている 。“ 視線による縫い取り ー離れて位置

する領域を視線カｩ｟Ｈｾく こ とによって両者を 引 き寄せ、関係づける 。 Ｂ

様々な開口を通し隣合う空間j を祝党的に結び付ける。 ここでは内部

内聞や庭だけに留まらず事文地周囲の風景までヲ |き込んでいる。

本計画において施主は明確なコンセプ卜を提示し、我々の提案に

理解を示していただし、た事に留まらず、 エン トランスに置かれた H

型鋼の門扉、 テラス対柿Hのステンレスの棚、| 非!日吉11に設けられたア

ルミ平鋼の遮光ノレーノf 一、そしてコンクリ ー 卜のI前頁音11の三角柱型

の銅製梯子等、控物内の幾つかのｾ物類を施 主 の工場で製作、設置

していただし、た。 もとより動力伝匙機器 とし、 う精密加工技術の必要

な業種であるため、分野の奥なる建築安物とは L 、え、本来の業者を

上回る程の技術、精度を実現している( 後日、建物を見学した往築

家に月 ｉｊ ｩｾ ニ で官物製作を依頼されているＩ 。 建築は発注者と設言 ｼ 者Ｈ及

び施工者) の |動向作業て。あると 言 うことをあらためて痛感した次第

であり、特記したい。

コンヒ.ユータ室

更衣室

3  職員通路

風除室

湯沸室

6  併署捜巴室

7  ステーショナリー ・センタ-

8  吹抜け

9  機械室

10 ドラ イエリア

11 茶室( 予定)

12 キヤツトウオーク

13 ホワイエ

14 プ ル 機 械 室

{し みず じろう Ｏ アプル総 令計附 Ｇｉｾ 務所Ｉ

所在地岐阜県関市倉聖断] 山

建築主鋭屋工業株式封土

設言十

建築大野秀敏+ アプル総合計画事務所

+蹴盆 花輪建築精進5宣言十事務所

樹 脂 総 合 設 備 罰 百

音響. 永田音響設計

造園大野秀敏+ アプル総合計画事務所

照明 ・家具大野秀敏+ アプル総合計画事務所

監理

アプル総合計画事務所

施工

清水建設

CD 

第一次:朱( 1989. 8) 平 l(ij lヌ1 1 ・ 1000

99 



[ お知らせ]
n f o r mo t i o n  

『ル・コルビ、ユジ、工のモチーフ: 貝殻』展 '85総合建築材料・設備展

ル ・コルヒ. ユジエにと って貝殻は、 彼の古寺的感情を

呼ひ覚ます青争物。であり、建築の発想の; 原て' もあった。

貝殻の渦巻きはモデユ ロールへと発展し、虫果樹犬に展

開する建築プランとなっている。

ギャルリー・タイセイ主催のこの展覧会、今回は貝殻

を通してル・コルピュジエの造形活動を読み解く試み

である。入場無事ヰ。

会 期 1995年 3 月2 7 日伺ト 5 月2 6 日働

1  0  :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 

土、目、 Ｔ 月 ＲＹ 日 ｾＵ 月 Ｗ 日は件 調

会 場 ギ ャ ル リ ー・タイセイ TEL03- 538 ト5510

東京都新宿区西新宿新宿センターピル 17階

展示作品 ル・コルヒ.ユジエの油彩作品- 5 点、ル ・コ

ルピュジエのコラージュ、水彩、タペス トリ

ーなどー 15点、 L. エルウ.エによるル・コルピ

ユジエの建築写真一 10点、その他建築'資料

(図面、スケ ッチなど)

ル・コルビュジエ直角の詩 8- 2 精神砂

禁固強展

会 期 1995年 4 月 4 日伏ト 4 月2 3 EI( 日)

Ｑ Ｑ 目 ＰｾＱＹＺ 00 月曜休廊

会 場 アートスペース虹 TEL 075- 761- 9238 

京都市東山区三条通神宮道東入 3丁目

都ホテル西隣

内 容 ドローイ ング、その他

イギリス ・オラ ンダのプロジェク卜より

'" 、

ー-" .・

義国強展

より

「アルヴァー・アールト展」

近代建築を築いたひとり、フィンランドの建築家アル

ウ'ァ ー・アール卜は、 風土やイ部九環境との調和を目

指し、近代建築に有欄守な建築を融合させ、その建築

哲学は今日においても注目されている。 また、建築の

みならず、都市計画、家具工芸品にいたる まで手が

け、その作品は人間的な温かさに満ちあふれている。

「アルウe アー・ アール卜 展 AL VAR AAL TO:  FI NNI SH 

ARCHI TECT AND DESI GNERJ は、展示資料を通して、

アールトの業績の本質を紹介しながら、新しい時代の

建築 ・都市を見通そうとするものである。

会期 ＱＹＹＵ 年 Ｔ 月 ＲＱ 日 働 ｾ Ｕ 月 ＱＴ 日 Ｈ 日 Ｉ

川 O庁、- 19: 00 会期中休館日なし

会場東京デザインセンター GALLERI A

昭和46年に第| 回開催以来隔年に開催されてきた「総

合建築材料 ・設備展」は、今年第 13回を迎える。

今回l弘、見て、触れて、これからの創造空間が実感で

きるE樹と設備の総合フェア。のキャッチフレーズの

もとに、 E U  (ヨーロ ッパ連合) から 27社、ブラジル

から 14社、米国、マレーシアなど多数の海外出展があ

り、国際色豊かな展示椅成となっている。

テーマ 「こだわりの時代ーそれは豊かさJ

会 期 ＱＹＹＵ 年 Ｕ 月 ＳＱ 日 附 ｾ Ｖ 月 Ｓ 日 出

ＱＰ ・ ＰＰｾＱＷ ・ ＰＰ

会場インテックス大阪| 号館

大阪市住之江区南港北| ー5- 102

内 容 出 展 小 間 数 : 247小間

出展者数・圏内引社、 ; 毎外 13カ国の44社

入 場 料 無 料

主 催 (他日本建築材料協会 T EL 06- 443- 0345 

日本工業新聞社 TEL 06- 343- 3222 

東京都品川区東五反田 5- 25- 19 Al var  Aal t o Ｈ ＱＸＹＸ ｾ ＱＹＷＶＩ＠

地下鉄都営浅草線五反田駅徒歩 2 分

観覧料 一 般800円、大高中生600円

主 催 ア ル ウ( 7 ー ・アールト 展実行委員会、デルフ

アイ研究所、フィンランド建築期拘館

展示方法 「自然と建築J i構造の罰則「プラスチック ・

フォ ームJ iファン・モチーフJ i 人間と建築J

「空間と光J i マテリアルとテクスチャ - Jの

7 テーマに分けて、アルヴァー ・アールトの

作品の模型、オリジナルドローイング、スケ

ッチ、写真家具彫刻、日剣象等を展示。

毒事国強氏一一1957年中国福建省生まれ。 1986年来日。 iウ'ィ ープリの図書館j については、 モック ヴィープリの図書館( 現ロシア)

筑波大学総針童形研究生を経て、世界各地て作品を発 アップのなかに模型、写真家具等を展示。 Phot o :  Museu m of  Fi nni sh Ar chi tect ure 

表。代表作にヨハネスブルグのビエンナーレでの「制 展示作品パイミオのサナトリウム、ヴィ ープリの図書 ツ工科大学学生寮、 セイナ ッツァ ロの役場、

限がある暴力一世工プロジェクト j 、「宇宙図案 水 戸 の 館、 マイレア邸、ニューヨーク万国博覧会フ ロウ.ァ ニエミの図書館、オタニエ ミ工科大学、

ための風水プロジェク トJ などがある。 イン ランド ・パヴィリオ ン、マサチューセ ッ フィンランデイア ・ホールほか。
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01A 市民大学講座開催

縦断日本建築家協会近畿支剖L 大阪府立文化情報セ ン

ターの主催で、 広 〈市民 を文橡に 「ものづ くりセミナ

一'95ー透視する建築家j が開催さ れる。定員 150名。

会 場 大 阪 府 立 文 化 情 報センター ・多目的ホール

大阪市北区中之島3- 2- 18 住友中之島ピル

参加費 各国 1000円 (全 6 回5000円)

内 容 ( 1) 1995年 4 月26日附 18: 3ト 20: 30 

講師・根岸一之 ・新聞正樹

(2)  1995年 4 月27日附 18 : 3ト 20 :  30 

講師 . 岸 手眼目・村守↑専昭

(3)  1995年 4 月28日幽 18 : ＳＰｾＲＰ Ｚ＠ 30 

講師 : 久保清一・ 古山正雄

(4)  1995年 5 月17日制 18: 3ト 20 :  30 

講師: 戸閏潤也 ・宮本佳明 ・中川 理

(5)  1995年 5 月18日開 18: 3ト 20 :  30 

講師 : 遠藤秀平 ・中村勇大 ・花田佳明

(6)  1995年 5 月19日ω 1 8: 3ト 20 :  30 

講 師 . 長 坂 大 ・花田佳明 ・中川 理

申込 先 住 蹴日本建築家協会近畿支部

TEL06- 229- 3371 FAX06- 229- 3374 

8 0ゼミ「都市計画のA → ZJ

大阪ガスインテ リアデザインスクールは、ケーススタ

ディを通じて様々な立場から都市の在 り方を考え るセ

ミナー 「都市計画のA→ZJ を企画 している。

日 時 1995年 5 月19日樹、 5 月26日樹、 6 月 2 日

白齢、 6月 9 目白館、 6 月16日脚 ) 18: 3ト ，20:50

会 場 大 阪 ガ ス イ ンテ リアデザインスク ール

大阪市中央区備後町3- 6-1 4 備後町オークピ

J レ6 F  TEL06- 262- 4089 

講 師 富 安 秀 雄 氏 側市浦郡市開発建築コンサルタン‘ Y

津端修一氏 三貫大学地域共同研究センター

藤田邦昭氏 側都市問組経営研究所

受講料 35000円

定 員 30名( 先潜順)

申込先 大阪ガスインテ リアデザインス クール

サンゲツ・建築美フォーラム

テーマ 「絵になる建築 ・都市 阪神大震災と これか

らの都市開発j

講 師 出江 寛 氏 ( 出江寛建築事務所)

日 時 1995年 4 月26日制 18 : 3ト 20: 30 

会 場 ウエスティンホテル大阪 2階

大阪市北区犬; 定中ト1- 20 T EL06- 440- 1  1  1  1  

定 員 4∞名( 定員になり次第締め切り )

会 費 無 料

申込み FAX または電話で、附サンゲツ ショールー

ム・ インテリアプラザ (TEL06- 440- 50 1  1、

FAX06- 440- 50 12) へ。

. 投稿

記憶蓄積と地形に合った地域創りを

上 谷 重 男 ( U連築企画家)

犬を述れて散歩に行くべ< J 11i を粁て居間に入っ

た瞬間、昔11屋の小央に建っている長さ 6000、径250

の大以往のメL太 が ドー ン、 ドーンという音を立て

ながら上下巡動をしたかと 思 うとヵヲヵータと 械帰

れが始ま った。それとあわせるかのようにおき 6m

の造り付けの棚に載せていた造花があたかも' i[，ーが

11年るかのように、徒花のごとくヒラヒラと落ちて

来た。 こうして始まった兵庫県南部に大きな被害

をもたらした 1 月17日は太陽の夜明 けの美 しき

の締きいがサ! 照的に始ま った。 しかし、今思えば

前夜のドーンい、った1也獄からの響きはこの地震

の前兆であ ったのか ? それとも 11)' 1石大統の雄設

ｾ ｮ Ｚ が必 ｵ Ｍ ［ 内 海の主であるナマズぞ ＱＰＰＰ 年の ｬ 眠

りから走旦こしたので、あろうか?

私 l.t. 1 月19[ 1から 4 日IiI JをかけてI也域帯般と歴

史} j f J ヒ仁に溢れ、心手I代f 建築風景が多く残っている

J也I或と tljl ヰ1:1ム|非lがどのようにな っているか凡るた

めにかけ姐った。漁村 の面1;惨と段家の持って い る

ミドリ溢れる 地域風景があった淡路向の北淡町、

明石市の西国街道の面影を残した大蔵町、神戸の

長田区の活気ある庶民的 な商庖街、 J R須民主駅か

ら山防';li: ヰI の月見山駅までの旧f町立の美 しい瓦J量

根の Ｑ Ｑｉ｝， Ｑｾ み、 三 宮の 旧 居留 地 、京 ｩｬ ｬ ｬＮ、西宮の ｩ 凶合、

神戸の水道筋問l苫街、阪急、今i 時以周辺に残ってい

る旧役割嵐長。 しかし、そこで凡たものは脆くも

崩れさ った瓦茸き木造建築併であった。

これらを凡ながら私の心 は涙した。地域も姥築

も、人1mと同様に年を丞ねるにつれて的 般に手入

れぞ必裂とし、それが望書秘ある風景を次代に減す

ことに繋がるにもかかわらず、それを三官、った。 し

かも、われわれは町づくりのrl' で、手っ取り- 9 丸、

表: 寄せとしてこれらの風景を利則 して来たにもか

かわらず、フワフワとした気分て- (] 己満足とイベ

ン卜 ｲ ｬ Ｍ Ｇｾｬ ょに陥り、 地 域の待っている基本的問題点

を直視する こ とを怠ってきた。 そのことが、地反

によって悲盟主の強L、務政ある 地域として手足左する

秘恰さえも失い、同時に次代に伝えるべ、き地刷嵐

長、主. I ! 築中，va去さえも失う怖れがH!，てきてしまった。

この 1 カJl nn、われわれにも 40件ほどの建物に

ついての相談があり、それらを一 つ一つチェック

して歩いた。 その中でいくつかの間題点が浮かび

」こがってきた。

(1) 倒れるべくして倒れた雄物が兄られた。

ま宅約ある字; が設計、改造J I1l l 1をし、許可を得た

業者が施工しているにもかかわらず倒れた。 それ

に対する兵貧 ｉｊ な 号 厳命が ｩｾｾ き起こらないまま、目先

の修迎に追われ、 い つの 間 にかその Ｔ ｪＺ ｾ たが忘れら

れることは、同じ立場の主主築家として残念でである 。

(2) 倒れてはならない建物が、. ! ，.!. L、段階で使用不

向Eになった。

公共主. I ! 築、建造物はまた、 使用不能になるにし

ても ー苦手放後になるべきであるにもかかわらず、

そうでなかった。今後、病院であるとか消防特等

の公共性のｾＧｊＮ ｪ ｌ 、建物は高〈ついても、より強 問 な

物 にする必要がある 。

(3) 古 t 、f封語、干首級ある 町並み( l n街道、 i円余、

旧居留地) 等守失った。

建物の何% かは、手を入れることで倒壊を免れ

る こと ヵ可 ｲｴ ￬ ｾ であったのではないかと い う 恕 ｌ 、 が、

現場に立ったとき頭をかすめた。次代 に伝え総ソjえ

する必婆があった心和むI也域干高;，m風景をわれわれ

の代て決ってしまった。保存のみに重点を置き補

強を怠ってきたことに悔いが残る 。在米工法の耐

震性を日めるために、主Il . . に筋逃いを入れればよ い

とL、うものでなく、木の特性と職人技術を生か し、

在来工法の長戸庁どある日本} ! l : l ニtこ合った開放的空

間等の良さを生 かしながら心和む円本の原風公を

作り、次代に伐すための努力が求められる 。

(4 ) 指 定された巡革{fr場所がその機能を持って い な

L 、。

避知書tPi所はf也の地域よりも情報、ライフライン

は早期に lul似する必要があるにもかかわらず、そ

うでなかった。 もっと コンパク 卜な地域単位で完

結し、それを繋ぎ合わせる こ とで徐々に去)1，紋をおよ

していくと い うフレキ シフツレなライフラインを

考える必要があろう 。

Ｈ Ｕ Ｉ 地上 ｲＰ 也 ｊｦ ｾ に合 っ た者 Ｑ Ｑ 市桃造を自 ｉｊ る 必 要がある 。

阪神1i¥J は誇るべき [海と 山] を同H寺に楽しむ こ

とが出来る い づ景観特性を持っていた。 それが

逆にオ、 ックになった。桃造物の強度を上げると同

時に、人 rl鋭J県平の基本的者Ilr剛院造はどうあるべ

きかに自を向けた言十画 が必要であろう 。

(6) :l 也I或サポー 卜機能を考 λ る。

大多u英災3 iII後は行政に頼ることには事担割lがあ

る。今岡の行! 日j を兄て い ると、頼りになるものは

FI分、身の姐りの人、オ、ットワ ーク。町づくりの

キー ワー ドがlリ1般に現れ、それそ 日常やっていな

い地域においては不可能 なこ とが分かった。

Ｈ Ｗ Ｉ ベイ エ リア ｪＺｴｬＡＩ Ｙｾ の共通認姐力也、に現れた 。

尼崎から酋にある臨海部の合い家屋に住む高齢

者の包さ?: 問、生活システムを今後のPITづくりの rl'

に どう位世づけるか。 この解決は今後の 口本 の 社

会システムを fl lJ る上に重い制mを投げかけて い る。

こ のように よ也 ｊ ｾｾｦｬｉ ｊ りを考えていくと、 ｉｉｉｽ を こ よ

なく愛し、 IHJ をよく知り、家族 t 自らの将来を こ

の地 に託す人々と行政が一緒になって、♀忽、に郁

子Ij基盟主にこで述べる者11市基盤とは単に道路とか

位ヨ去の，(i j}f1化をなIf;j ミしているのでなく、住民の コ

ミュ ニ ティとかオ、ットワ ー クをより霊平見 したも

のＩの強 ｾ ，111]' として再生する計画を作り、実行 し

て ｌ 、〈 必 要があんそのような ｪＺ ｩＡＡＩｊＱｾが 出 来上がっ

たとき 、今|口lの渓災を乗り越えた こ とになる 。
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電気の力率とは

久 保 田 幸 一 くぽたこういち

側きんでんをんでん学園主任

はじめに 直流と受流

王尉℃社会にお L 、て、 fl J : 気は私たちの日常生活に 電気には 「菌 剤 と 「 交 流J とがあり、直流 (D .

欠くことのできないエオ、ノレギーであり、この屯気 C) には、非常用の氾源や白f f i J J阜の屯源などとし

エ Jネノレギー は、光 ・力 ・熱 ・屯 波等 に 変 換されて、 て、乾 ｾｴＺＡＺ ｩ 也や帯電池などがある 。交 流 Ｈａ Ｎ C )  

私たちの生活窃芋克に種々の恩恵をもたらしている 。 は、家庭用の屯灯やクーラー ・冷 蔵 庫 お よ び 各 種

今回は、ピノレ ・工場などの屯気を多〈使用する 工場の工業用動力源として用いられている。その

設イ府て、の屯気エオ、ノνギーの有費抑IJ用の点から、電 相 違 点 を表 1 に示す。

気関係者がよく用いる「カ率」について、わかり このように、直流と交流では屯流 の 流 れ 方 が 述

やすく説明したい。 っており、交流は「ある H制 JJ における各l瞬間のfiitJ

すなわち瞬時値が常時変化 しているのである 。

表 1 直流と交流の相違点

直

流

電

源

R  

付) 直流回路

V，I  

V  

一一ーー 時間

(イ) 直流波形

i =  1m s i nωt  

R  

(ロ) 交流回路

そこで二 図 1 のような屯気回路を作り、抵抗R

ＨＧｩｬｩ ＭＭｲＮｾ吟器Ｉに屯流を同 ｈ 寺 ｊ ｭ 流したときに、発生す

る熱註Ｈ仕事量Ｉが等しくなる正弦 ｩ 皮交流布 Ｑ のｾｴＺＡＺ圧

値 . 11 . ! : 流値を直流と「実際の効果が同じ官山とい

うことで、 実五O.ri l直と II乎ぴ、この値ぞ用いれば、実

用的には直流と同じ考え方をしても 差 し支えなし、。

日常、私たちが家庭で用いる屯気 の屯 圧 が100

[ v] とか、電流が10 [A ] とか言っ ているのは、

実労d直の こ t をf旨す。

* 1  一般に供給される交iiti は、 50Hz または60Hz のE 弦 波

( サインカープ) 交旅である.

(ロ) ベクトル図と位相( 電圧基準)

一一一一唱ー v

一 一 唱F

/  

同キ目m流

iF了v

? の遅れm流

( +)  

巴

V ， I  

直 流 交 流

供 給 源 電池 ・蓄包池 発電機

電圧、電流 大ききゃ方向が、1時間に関係なく一定である。 大ききゃ方向が、時間とともに、周期的に変化をする。

+  

電 ! 電 1

レ ｬ ヘｾノＯー｜ 醐¥

波 形

E  f流E  E  o  i霊 o  
一 →時間

表 2 正弦波交流の回路

回 路 図 付) V とz の波形と位相

同札

V ， I  

(1)  

抵抗
。

路回

(a)  

ω: 角速度= 2π× 周波数 t : 時間

z  

(2)  
V ， t  

E  イルωL[ O]  。

(b)  

ω
容

量

性

回

路

V， I  

(c)  

t L  

すの進みm流

日;

2

 

1

 

'

 

U

 (4)  

合

成

田

路

( ー)

(口) 交流正弦波( サインカーブ)

図 1 直流回路と交流回路の抵抗 R のときの

電圧と電 流の関係図
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支流の特徴

交流回路に抵抗負荷を接続すると、 f匂王と電流

の変化のl時制は同じになる。( 表 2 ( l ) →ィD

交流回路には、屯j耐厄を制限するものとして、

ほかに誘導性負荷と容ill:t生負荷があり、これを含

んだ回路では、Ｇｾ庄と ｾｬｬｩｭ の変化するタイミング

のH寺湖がずれてしまう 。

(1 ) 誘導性 回 路 の 場 合

コイノレを接続した回路を誘導性回路と 11乎び、こ

れに交流の; u : 圧を加えると、屯流の変化のタイミ

ングは、正弦i皮で90度 ( π/2ラジアン) 時fll J的 に 遅

れて変化する。

このl時間的な差を位相差い、い、誘導性回路で

は、 f底流は、屯圧より 90度 遅 れ の 位 相 差 が 生 じ

る。( 表 2 ( 2 Hィ))

屯 圧 ・';1.!: i荒の大きさを直線の矢印で示すベクト

ノレ図は、表 2(2トー〈ロ) のようになる。

(2) 容量性回路の場合

コンデンサを接続した回路を容合性回路と 11乎ぴ、

こ の場合は、 コイ ノレの場合とは逆に、ｾＱＮＡＺ流が電圧

より 90度進んだ位相差の状態で変化石「する。( 表 2

(3トー〈イ) ・(ロ) )

(3) 合成回路

: 回臓は、コイノレを用いて回転力を作る機器で、

';J.!:安V均には抵抗と コイノレを含んだ合成田路になる。

札

一
一

対ノ

V  

P  

無効電力

。= V1 sin8 

図

n

v

卜

v

h

-

h

E

 

司

均

ノ

S

ベの力電

例

率

2

カ

図

の

荷負種各表

したがって、屯流は電圧より 8 だけ遅れた位相差

の状態で変 化する 。 (表 2( 4}→ィ) ・(ロ) )

支流の電力

屯圧を加えて屯流を流し、負荷に ｩｾ 島幸合する Ｑ 秒

間のｾＱＮＡＺ 気 エオ、 ノ レギ一、すなわち電 気のする仕事を

「屯カJ と11乎ぴ、直流の場合、従カ p [ w] は、

屯 圧v [ v] 、';1.!:流 1 [ A] の有花、決まり、次式で

表される。

直 流f立カ p = v  1  [ W]  (第 1 式)

交流のH: i : カは、前述の交流の特徴から、 11殉f寺屯

庄 v [ v] と腕時電流 i [ A] との樹である腕時

屯力 ρ [ W] をさらに平均した値となるが、結果

だけを示すと、屯圧と1 ' 1 i 流の位相差が|刻係し、実

用的には、交流. 1 1 ; カは次式で表すことができる。

交流屯カ p = v  1  c os 8 [ W]  (第 2 式)

ｶＺ 電圧の実ｾ，Ｉｊｦ ｬ直

1 : 百戒の実 効 値

。: 111圧と電流の位相差

この王にから位相差。が変化すれば、 c os 8 の 値

が変わり、ｾ｛カ ｦ 直が変化する。

また、この式からわかる通り、交流の場合、 v

t  1 の平氏は笑際の屯力の値を表 さ ず 「見掛けの' ; J . ! :

力」皮相電力となり、 j文相f底力と c os 8 との秘が、

実際の屯力、すなわち有効屯力となる( 図 2 ) 。こ

の c os 8 の値を負荷の 「力率J と呼んでいる。

ん目、

，. 、

::; 1  、 cos8，改善前

璽f l 、 cos8，改善後

1II1.+j- 1 、

の l 、、

ー可. . .  

t弘、、

V  

1c  

I  

図 3 コンデンサ挿入後のカ率改善

気設備技術計算ハンドプック( 電気岱院) より抜粋

負 荷 種 類

力 率( %)

備 考の

全負荷 50%負荷 無負荷

白 熱 電 灯 100 5  ｾ ＱＰＰｗ＠

tU 
ア ク 灯 ＳＰｾＷＰ＠ ＱｾＳ＠ k W  

ネ オ ン ＴＰｾＵＰ＠ ＳＰｾＱＵＰｗ＠

:.tT 
高 圧 水 銀 灯 50 300W 

ナ ト リ ウ ム フ ン プ 70 100W 

1 I-P ( 4 Pかど形低圧) 82 68 16 

相誘機導

10 I-P ( 6 P 巻線形低圧) 86 72 14 

100 I-P ( 8 P 巻線形高圧) 86 72 11 

包

1000 I-P (20 P 巻線形高圧) 80 66 6  

1000 I-P (60 P 巻線形高圧) 68 50 5  

I宇務理機I目事1  

Ys Iヂ ( 分相起! l l IJ形) 62 43 21 

劉IJ ｾｉＭｐＨ反発起Ａｬｬｉ ｊ 形Ｉ 66 45 18 

! . 1I - P( 反発起動形) 72 54 17 

卓 上 扇 風 機 ＶＵｾＷＵ＠ 4 0 W 

機
天 井 扇 風 機 ＵＰｾＷＰ＠ ＱＰＰｾＱＵＰｗ＠

電 気 ド リ ル ( 交 直 両 用 ) 90 ＱＰＰｾＸＰＰｗ＠

コ ン ア ン サ 屯 !llIJ  機 60 2 0 W 

サ イ ン ポ ー ル 用 電 動 機 40 20 W 

電熱器

抵 抗 電 熱 器 100 ＲＰｾＱＰＰｫｗ＠

誘 導 電 熱 器 85 ＱｾＱＰＰｫｗ＠

温 風 器 99 1  k W  

そ
ア ク 溶 接 機 ＳＰｾＴＰ＠ ＵｾＲＰｫｗ＠

の

抵 抗 溶 接 機 65 1  ｾＵＰｫｗ＠

他

ア ク 炉 85 ＱＰＰ ｾ＠ 10000k W 

イ6 周 波 誘 導 炉 ＶＰｾＸＰ＠ ＵＰｾＵＰＰｫｗ＠

カ率は育分ＲＮ ｴｾ て表されるこ ｴ が多く、次式で表

される。

力 率= c o s 8 X 100 [ %]  (第 3 式)

力率低下の影響

力 率 c os 8 の値は、普通85 [ %] を基準にして、

それι L上のものは力率が良〈、 85 ｛Ｅ｝未 ｾｩ Ｚｩｴｬ のも

のは力率が悲いと 言 われてし、る。

一般の負荷は、誘導者性のため、通常は遅れ力率

で低下する。最も$ ( 工場などで使用される三相

誘導 ｾ Ｑ ｊ｟Ｍｩｬｩｊ ｊ 機など は、全負荷侍の力率が ＸＰ [ %] 程

度である 。

表 3 に、各種負荷の力率例を示す。

同じ' ; t ] : 力を送る; 場合に、電圧を一定と考えると、

カ率が低いほど氾流を多〈流さなければならなし、。

その紡袋、 7立気設備や電気料金等に次のような影

響をもたらす。

- 変 圧iti 主の利用効率の低下

Ｍ 配ｾＱＮＡＺ線のｾＱＮＡＺ ｪ ｊ Ｚｴ ｊｾ 失や也・圧降下の噌大

- 危 i荒地加のため過剰な受電設備が必要

Ｎ 屯気料金が受ｾＱＮＡＺ力率によって訓高となる

力率改善

カ ｲｴｾ 改善の方法としては、回路に辻訪日用コンデ

ンサを設置する( 図 3 ) 。コンデンサの進んだ位相

の ';r;，1mと誘導性負荷の遅れた電流とが合成されて、

位相差が小さくなり、力率が改善される。

設備高などから最も経済的なカ率改善の回収値

としては、 95 [ % ] 程度となっている。

力率改善の効果

前述によって力率改善されると、

Ｎ 変圧器・配ｾｉＡＺ線の損失軽減

- 屯圧降下の軽減

・ 受包容 ｩｩｴ の軽減Ｈ変圧器の有夫 ｾｊ 利用Ｉ

. 屯気料金の1Jli，成

などがあげられるが、 n，;:気がl金については、 f立気

料金のカ率粂工頁として、

基本料金= 契約基本料金

x  Ｈ， Ｍｾー力率｛Ｅ｝ )  
一 一 • 
1 ム 100 I  

の力率料金lli lll度がある。

おわりに

電気を専門としない方々に、わかりやすく、屯

気工学的な説明をなるべく省 き、屯気の造鈎2さであ

る直流と交流の迷いから、直派と比べて多くの特

徴をもっている交流の' ，1 1 ; 力と、「力率」とはなにか

を知ってもらうために、必要と思われることにつ

いて説明した。わかりにく し、ことや説明不足のと

ころがあったかも知れないが、力率について、多

少なりとも理問卒していただけれ』ま幸いである。

また、ｾＱＮＡＺｩｬｩｊ，球畿の辺副支ｬｉ￬ ｬ ｊ 御に、力対丘、 汎 用 イ ン バ

ータの採用力也九ｾしているが、これによるカ 率は、

上記に述ペた以外のZJ存頁についての考察が必姿と

なってくる。
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大阪市浪速区に縫っ側久保田家 石材商庖恵美須

ピノレ( 写 真 1 ) は、鹿街I i やフ)J . 務所、住宅の入る鉄

什造の 9 階地て二軒ー正.'i 30. 35m、アスペクト比5. 3

のスレンダーなムI l 物である。 5 - 8 附が住宅のた

め、強j鼠Jf寺の居住性を碓イ呆するためにパッシプjf，1)

振装置を建物の屋上に設湿した。

パッシブ制振装置の概要

った。

104 建築と社会 ・1995. 3

T M D による風の 2 方向制振

山 田 祐 司 ゃまだゅうし 井川 望 いかわのぞむ

側鴻池組妓術研究所主任研究員

写真 1 鮒 久 保 国 家 石 材

高 盾 恵美 須ピル

振動解析

H

 

写真 2

制緩装置

扇

設置した制振装置は、おもりの下の四隅に秘j冒

ゴムを置いたノマッ シフe タイプのコンノマクトな T M

D  ( Tuned Mas s  Damper ) で あ る ( 写 真 2 )。

秘Mゴムカマパオ、材として働き、おもりが一定の周

期であらゆる方向へ振動するようにできている 。

この周期を雄物の採れやすい周期に令わせておく

と、雄物以上におもり力対醤れ、おもりと建物の聞

に設置したダンノマ- 1こよりエオ、ノレギーカ司l及収きオk

ｾ秒 ｊ の揺れを小さくすることができる 。

本装置は、以下の二つの特徴を持ってL、る 。

一つ は積層ゴムに冷間接着型のものを使用して

いることである 。 この税府ココ、は、 ｾ ι 通の桜厄ゴ

ムのように加硫援活せず、ココ、を積み重ねただけ

の税局ゴ、ムである( 写 真 3 )。 ゴム枚数を容易に変

更でき、これにより周期調整を行うことができる 。 写真 3

本装置では、j写さ 2mmのゴムと、 j早さ1mmのステ

ンレス円板を交互に積み重ねている。コ〉は これ

までの実験の結架から安定性の. G . l いドーナツ型

( 外径12cm、内径8 cm) とし、 2 #虹Eねている 。

もう 一つの特徴は、 二つのおもりで装置が桃成

されていることである( 図 1 )。雄物の抱れやすい

周期は方向により災なり、時IJ 振装置の効果ぞ高め

るには装置立の朋期も方向により変える必要がある 。

そこで、メインウエイトとサプウエイ卜の二つの

おもりを使い、装置のJm1UJ を方向iで変え、 1 台の

装置で 2 方向の主I l 物の揺れの制御lを行うことがで

きるように設計した。装涯はメインウエイト上の

リニアレーノレにサブウエイ卜を戦せており、さら

に装留中央の: t ; IJ 止苅却こより、サブウエイトには

メインウエイ卜と同じ動きをする) ' j 向と、メイン

ウエイトの動きにかかわらず停止している方向が

でき、装置の周期を 2 方向て変えることができる。

また、サプウエイトの移出] 方向を簡単に変えるこ

とができ、: nIJ 振対象の娠到J方向に簡単に合わせる

ことができる樹銃汚も備えている 。 なお、おもりに

補助質f立を加えることにより周期の微調整も行え

るようにな っている 。

メインウエイトが2436kg、サプウエイトが785

kg で、両方で雄物総設立354t on の 約0. 9%/:.な

っている。装白寸法は縦と械が125cmで、 市 さ が

84cmとコンノ f クトにできている 。 また、装誼の設

置作業は吊り上げから設置完了まで約20分 で あ

図の左右の方向の振動に対しては、 その直交する方向では、サプウエイトは

サプウエイトは動かず、メインウェイ メインウエイトと一緒に振動する.

トのみ振動する.

制振装置の有効性を確認するため、装置を組み

込んf立主秒J の復刻I角平析を行った。 その結来、 2 方

向に{ 動〈今回の袋i置が有効であることが分かった

(図 2 )。

確認実験

制振装置の性能確認のための工場実験しj ! i IJ 振

装置による建物の:I，IJ 振効巣の官航記のための現場実

験を行った 。ｾ 験内容は、常時徴伽 ｻｉｊ 定、起振訟も

実験、 マンパワーによる自由振i l l J J尖耽どある。

工場実島知( 1 立、コ〉枚数やおもりなどが周期に

及ぼすi払聖書l、 2 方 li' Jの織れのli t!f，i忍などを行Lった。

現場刻主では、Ｑｉｉ Ｑ 服装誼をｾ物に設道後、符・止

l時およびイ1=illJ sf寺t二ついて実験を行った。 図 3 に、

常時説却J における建物屋上の変樹皮形を示す。徴

却'JL〆ベノレにおいても T MDがイ乍到J し、災労バ直で約

Ｑ Ｏ Ｓ となっている 。 また、自 ｊ ｾ Ｚｬ振並 Ｉ ｊ 災験により 、処

倍になっていること制的忍した。

物の見かけのi成荻がT MDI町七If寺に対して 5 - 7

強風時の制振効果

1994年 9 月、省) ! T. t 26号通過l侍( 大11反管区安湯t台

での最大風速15. 5m/s) に強)jjiJJ f寺の:I，IJ 振効果を実

吉正するために観iWJを行った。 図 4の由主上階の変位

いることが分かる 。

波形に示すように、ｾｪＨ ｊｊ 低 ｪ イ約 Ｑ Ｏ ＳＱ こ低減されて

図 1 2 方向併l振作動原理
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図 3 常時微動時の建物屋上の変位波形

T MD停止 時 M AX = 1 . 0S mm R MS = 0. 3 6 mm 
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讃 責 大 阪 ビ ル

設計・監理日建設計 / 施工・設計協力鹿島建設

撮影黒田青巌
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1  ｾ富力ステション



亡 讃 責 大 阪 ビ ル 設 計 に あ た っ てコ

ｴￌｕｾ 大阪 ピ ノレは本社 ヒ ツレと して の機能 、使い 易さ、車到斉 ｼ 主 等 の追究

と同時に、急速に発展した車社会に対する役割、街区として腕也利

用のあり方など、調 ｩｾ 新聞社が持つイメ ー ジと同様に、地域 ・ 社会

に対しでも、大切にして設計を進めた。

四方を道路に固まれ、 一つの街区制限成している敷I也侍性を活用し、

4周に公開空地を計画する 事てい、緑豊かな公共空聞を街区の単位てや

造り 出し、高い天井高をもっ開放感あふれるピ ロテ ィは新しい都市

内聞を提供すると同時に、新聞社にふさわしい聞かれたロビー空聞

を実現した。

前rt 新聞社ならてやはの情報を提供する 1 F ロビーの通称 f Y スクエ

アJ は、「読売サービスJ や「読売旅行J といったテナントスペース

も混然ーイ本とさせる事や、地下の「ギャラリーよみうり J をも広い

光庭を介して連続した空間とする :t j1で、讃賀大阪ビノレの顔を造り出

した。

また、附置義務台数の約1 . 5倍の 120台を収容可能とした最先端技術

の機械式駐車設備は、事のストックスペースを最小限とすると同時

に、グランドフロアーに人と車が共存できるカ ーステーションの空

聞を生み出した。骨格とな っているオフィス空間は、 $.¥1吋主空間の使

い易さを目的にベアリングウオーノレ構造とし、あわせて最少フレー

ムによる大きな窓の開放感も 実現し、E Vホーノレ、洗商、 トイレか

ら避難階段に至るまで可能な限り自然光を取り入れ、同じ手法て千博

成した 1 F 廻りとあわせ、人にやさしい空間造りをめぎした。

( 橋本巌 ・矢島山，* 雄/ 日建設計)



f グ

111創 意 工 夫 施 工 法 の 改 善

、1/ ピノレは、大阪梅田に近い北区野崎町に、新しし、情報の発信基地

として古い寺町とオフィス街が同居する環境の中て建設された。

計画段階より、施主、訴時、施工者三佐→本となって参画し、

テー? を明確にし、工事に際してどこ迄掘り下げるかの検討を重ね

施工に結びつけた。

その信頼関係に応えるべく「快適な緊張感を持った安全管理j を

基本にして富IJ定江夫、施工法の改善に努め、高品質の建物を実現す

ると共に、無事放無災害にて工期を 2 ヶ月短縮して完成した。

1  . 地 下 工 事 に 齢 け る 改 善

1) 山留壁に遮水工法を採用すると共に、自由水を被圧水ディ

ープウエノレにリチャ ージする事によって地下水の放流を少な

くした。

2) 地下躯体工事に於て柱フープ先什工法を開発 して鉄骨建方

に先行して』包工する事によって省力イヒを図った。

3) 地下躯休施工に併せて樹側主車設備を組み込む崎工方法を

採用して省力化と工期短縮を図った。

2. 鉄 骨 工 事 に 怠 け る 改 善

1) r鉄骨控方に伴う外部養生オ、ット取付工夫、改善J を実施 し

て鉄骨建方H寺タイムリ ーに養生オ、ッ卜、手摺を取付ける 4J1.に

よって、省力化、安全確保に努めた。この工法は全国建設業

協会の生産性向上の改善事例に珍て、最優秀作に選ばれた。

2) 鉄骨階段の踊場、踏商コンクリ ー 卜の工場施工、及び本設

手摺の先付を採用し、安全舵保を図った。

3. コンパクト空調機とマルチセーフティーデッキ

のユニット化

建築と設備がーイ本となって、各階四隅にあるコンパク卜空調

機のユニ ット 化と 、マルチセーフティ ーテV キぞユニ ット化す

ることによ って、鉄' 南建方と同時施工し、省力化と安全昨保に

努めた。

又併せて事務室への騒音、振動の) i ' ( 洋ii を早期に実験し、対策

を実施する事によって高品質の性能を確保した。

( 大野善J j l J ・高田 町/ 鹿島建設)
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編集委員会

第 4 回計画系分科会

10日 Ｖ 時 ｾＹ 時半於本会会械室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 4 名

殺 事 4 月号「トイレからみた都市文イヒ」特集の企

画

第 10回会員企画小委員会

10日 Ｖ 時半 ｾＸ 時珍本会会械室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( I H建築と社会J (シ リーズもの) の報告と掲

童文予定

(2噺しい企画案について

第 6 回言刊百系ーインテリア ・住芳子一分科会

11 日 7 時~ω 時 於 本 会 会 機 室

出 席 者 中 村 幹 事 ほ か 5 名

議 事 平 成 7 年 7 月号の本分科会担当の特集テーマ

を様f討

第 10回編集委員会

12日 Ｖ 時 ｾＸ 時於本会会 宮 幾重

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 2 月号「音ー騒音から操音/ 創 音 」 特 集 経

過 報 告

(2) 3 月号「飛騨・美濃ー まちの活性化と地方

文 化J 特 集

(3) 4 月号「トイレからみた都南文化J ( 仮称)

特集粧品報告

(4)5 月号「トイレ空間J ( 仮称) 特集伍畠報告

(5) 6 月号「施工材料J ・「会員作品J ( 仮称) 特

集伍邑報告

(6)  1 月号からの着替正デザインについて

(7限 支 状 況 報 告

第 10回構造分科会

18日 Ｖ 時 ｾＸ 時日分於本会会械室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1凍年度の介科会委員構成

(2) 10月号予定の概隼特集の企画

(3)  i構 造 の 頁J の 企 画

第 11回作品作風小委員会

19日 6 時 半 ~ 当 時 半 於 本 会 会 械 室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 3 名

検 事 ( 1揃回編集委員会の報告

(2)1乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)1乍品の選定

(4)  i Gal l eryJ 掲載報告・予定

(5)  i S KE T CH B OOK 欄 J の掲載予定

第 10回設備分科会

24日 Ｖ 時 ｾＸ 時於本会会披室

出 席 者 村 上 幹 事 ほ か 3 名

機 事 ( 1) 5 月号「トイレ空間」特集の企画

(2)  i設備の頁」の企画

(3編 集委員会の報告

第 5 回言十函系介科ぎトー書十画系ー

30日 Ｕ 時半 ｾＷ 時半於本会会械室

出 席 者 吉 村 幹 事 、 伊 縫 委 員

続 事 4 月号「トイレからみた都市文化J 特 集 の 具

体 化

月間の動き

事業委員会

第 9 回若い会員の集い小委員会

10日 Ｗ 時 ｾＸ 時半於本会会械室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 3 名

殺 事 ( 1)今後の企画について検討

(2)今後の委員のあり方について

(3滞業委員総会について

第 6 回広報小委員会

11 日 Ｖ 時半 ｾＸ 時半於本会会機室

出 席 者 原 見 直IJ 委員長ほか 7 名

機 事 ( 1胸囲事業委員会の報告

(2)第 い 第 2 介手佳からの報告と検討

(3淳業委員総会について

第 6 国見学会小委員会

12日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＵＰ 分於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 8 名

機 事 ( 1揃回事業委員会の報告

(2 ):実施報告

(3)今後の予定、候補について

教育委員会

第 2 図工高生教育小委員会

ＳＱ 日 Ｖ 時 ｾＸ 時

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

検 事 ( 1ｾ本年度・第 ＴＰ 回工高生デザインコンクール

実施報告

(2)次年度・第41図工高生デザインコンクール

募集規定

(3)次年度の事業企画

話題建築を聞く

ア ル ザ 泉 大 津 渡 辺 光 弘 氏 ・平 野 忠 人 氏

26日 Ｖ 時半 ｾＹ 時参加者 ＳＲ 名

30' S EYE- 21 世紀へのエスキス

井上章一「エンタシスの世界史と法隆寺ーその壮大な

幻想の系譜をたと・って」

27日 Ｖ 時半 ｾＸ 時半参加者 ＲＶ 名

建築クラブ

新 年 宴 会

10日 Ｖ 時 ｾＷ 時半於大阪グランドホテル

参 加 者 4 8名

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員同幻

側きんでん中部支社

栗原工業側名古屋支庖

新菱冷熱工業紛争名古屋支社

新 菱;令熱ヱ紫紺 名古屋支ヰ土宣宣言村部

高砂熱学工業側名古屋支庖

中立電機糊

寺岡オート ・ドア販売側名古屋支l吉

三井建設糊名古屋支庖

【平成7年 1月分】

〔個人会員同名〕

石{中原立電蝿) 猛 t伊岡居直田策担肘満穆弘暗所] {J EZ研嘉手

理[島llt打町ピルサ至ービス)
づ(叶竹尾中工輔吉底隆}  島 田 聖 子

田(ニ口ヨ高欄筑悦} 朗 田中(ラ恵イフ美}子 問中 支良庖治}  
( 軍服ヱ鍵名古屋

丹(乃田村工事勝後巳}  {高砂中保全塚学工実名民古屋主主主直) ( プラス中圃揖霊都市股成計光}  

林( 大 一 彦
成瞳股)

{伊期眉瞳主鰻千世肘恵事院子暗所) (l!原副柳作所田中部支克社己)  

‘ 会員の計報

鈴 木 隆 二 C鈴木隆二言宣言十事務所) 2 月21 日死亡

建築と社会・ 1995. 3 117 



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社・本庖 東京都港区浜松田T 1 - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電話 06 (302)  2270 

支 1;5 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古届/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ株式会社

ヨド庖; : 臨本金t 干 550 大阪 rli 両 I.l H r
i
岨 11  119. 25サ 司1t.Jl， (06)441 8231 

東 京 本 社 〒 lり2 ＢＧ，［Ｎ ，ｾ＠ r  ft 川 l正山 i は211115需) 0- ¥; - 司L 凶(0313261 四 日

支 社 れ I' IW 加 l尚

主 底 札 開 。 仙 " ・ 冊出 入 H ' ｲ 且摘 ｾｊｾ .  11 ｾｉＨ ・ぶ附 神ドＮ kJ ' I ' " 同 111 ・

tム刈高松抽. j . .

官 . 所 冊 Ii . . 向館 山tミー帆 111. 曜 附 li iJ f， 晶 祉 7i .  ，¥)1刈 el l t .  dr
・副山

k，¥JJ. .  it 山 怯 ＱＱＱ ・品知・北九州胤児ｾＮ｜ . 刷i刷

出 張 所 地 川 k，I'.¥ 川 崎 松 ;1 ・他品 川叫 Ｑ ＮＨｪＮｾ人分山崎

海 外 宜 底 / / ガ ポー ル ホ ンコ，

妓情研究所 干 :154 崎 i 県人間f . l i ｾ 見町太 ｩＺｾ ヒホ ＱＱ 拍 ＱＱ Ｂ 地 Ｇ，ＱＨ，ＱＯＮ ＨυＴＹＲＱ 臼ｾ 1511 

空気調利| 設備 / " X' ¥ ｾｦＮ＠ ｾ＠ J¥l" (1繍

給 排 水 設 備 ( / 冨¥1 ノk 処 f哩 胞 設

'i { ] : 気設備 マ ー ーτ 7 環 境 庁 厄 J2

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三田 村 嘉 也

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06( 202) 3071 ( 代表)

本社・東京本盾 東京都千代田区有楽町] - 4- 1 電話03(3502) 6111 ( 大代)

支 l吉 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸 ・神戸 ・四国

空気調辛口設備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大 阪 支 后 大 阪 市 北 区 紅 彬 町 3 祷 5 号 7包括 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社東京都中央区日本才織防脚T2 - 22 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 占 届 ・ 仙 台 ・札 帆 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 司. . .  ・・

-・回a・ 空晃 調ｾ式会社

本 社 k 阪市中央区域J l . 2TI J I 昏61¥;ツイン21MID?ワー o' UJ f， 06- 949ー1371

点以本Jh' 点点目11新市区内新市新前住友ピノレ ¥tl 新03-3344- 1911

大 阪 本 山 大 阪 市 北 区 凶 天 i前 3 r  U  131協20 ｾ［Ｎ＠ Ｇ，ｵＺｾ［ｲ［＠ 06-363- 1371  

支 /，1; (111台・横浜・名山嵐 ・J ;m' fIll r ・1よね ・制|副l

Ｎｾ［業所礼申見 ・訟江

m ｾｕ 所 -{. ..C.i ・秋田・盛1001 Ｇ大日・千葉 ・ 川崎 ・ 山主ｾ ・ ＲＲ［ 山 ・ 福井

fll 歌111 ・鳥取 ・|剖ILl. I "ρi 怯・ド| 剥・熊本 ・前崎・鹿児{ J ，・沖縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 蹴 へ 繍 で 挑 む一 一 一

( O)  株式会社意書備費

削闘 ・ーー一

本 社 k 阪市中央医瓦屋町 2丁目I l llil6号( オートセン 7 ーピル 1 ・2階1

手j;l' 史書干{; -542 '.l!: 1話人:1以 ( 06) 768 - 5  0  3  1  代 ｊｾ

ノンテナ〆え部' ，l!. ｾＮｲ ｩ＠ 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1  6  5  1  ｬｾ＠ 1< 

!RJt: 左前 東京都文京区小石J 111 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

街; 便番号 112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表
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ガス叡備のき宣言十・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 泣 06- 466- 2268

大阪営難所

枚方営難所 枚 方 市 甲 斐 団 東 町 9 - 3  'il[ 0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・衛生 ・消火・ 空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津6 丁目 8 番 4 号 電宮左大阪 (458) 3628番

支 庖 ・2主喋訴rr 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川西 ・神戸

O K U J U  
スペースタ，，%ィ，ー

芭 箆rtf:ffffL白容も危島むお鎮鏑拶窃§

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル・ システム天井・間仕切

細書祉オクジュー

本 社

大 阪 市 北 区 西 支 局5丁目3番 7号 干530

TEL(06)312-4131 FAXω6) 312- 7998 

東京・九州・備兵田名古屋・仙台宮崎京都

⑧繰泊融様式会在

代 表 取 締 役 社 長 依 藤 孝 行



Ci"UT 3舎町震届嗣S

⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 . " " 可1:1:1 1:1 :1

事官-......

⑫時縁結係長持

本社及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 岡T 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  10 1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 10 4 5  

大阪市北区天満1-5-20 電 話 ( 06) 352- 3501開

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 (0592) 26- 361関勺

四 日 市 市 西 末 広 町 電話 ( 0593) 53- 7431間

大 津市中央2丁目 4- 28 電 話 ( 0775) 22- 973節句

大 阪 支 底

三 重 支 広

四日市首喋所

滋 賀 営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

@  電気設備
何時もあたEたの街で

お会いしている

クリハラの妓術手d たぬ

二t

本 社 干530 大阪 市北区中よね三 f ll 2  - 4  (制 日ピル) 屯訴06 (385)  1361( (l:) 

大阪営業所 干564 吹 fl l di 雫 水 田T 3 丁 目 34 - 6 電話06 (385)  1  361( (l:) 

京都営業所 干615 京 都 市 街 京 区 内 h¥拘i 必 野 田T 21  ;11訴075(31]) 1185附

神戸営業所 干650 神戸 市中央区浪 花田f59 (事1

'

1;側 11 ビル ) omr; 078 (333l7756<<l:) 

H  
イ4山代表取締役
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祉事

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

馬 田 栄

。 言I

工

m
n

裕
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敏

計

一

一

一

井

設

t

事

一

厄

i

工

島
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h

附

気

去

淑

電

織

的

支社長

大阪市中央区高舵橋4 丁目 3番 7号 電話 大阪 (202)0325 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ 内 ・新宿 ・神奈川・東関東・中部 ・九州|

大 阪市 北区西 天 満 2 丁目 6 - 8  (堂 ビル 5 惜 )

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 ( 代)

東 京都 中 央区 日本橋茅 場開T 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 (代)

堺 ・ 泉 州|・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土

I包

本

支

営 業 所

電気段備・計義制御般信・空関2宣備・ 7 リー ンルーム役僧・プラント 段備

鎗排水衛生 彼 備 ・ エネルギー集中ｾ視 シ ステム 段肘施工

三宝電機柿式会社

F
，
，

d

p

同

d

p

'
a

m

 

事 在 干5却式飯市1回翌欧軍12-&-8(霊ピJレ) TEL 随(3倒)1471・FAX 飴(3制)5533

車京王在干I!li G 也君包軒112-16<ニュー輔揖ピ1ω TEL国(35ω )013HAX 閃{捌 )0168

缶百t i s 干461 名古置市北E童相日一11-14 TELO包(矧 )513HAX051(914)7邸

陣戸豆 ｅ 干句碑声荷 量 区 宮 ｉｎ 喝 ＱＭ Ｑ ｾ Ｈ 工ピスピ ｍ TELO渇(納 )5!VHAX07ll (871)6お1

m研 究 所 有 田 大飯府精官三宝旬七T3図 TE LOn1(2nB<<l8. FAXOn1<17l1岨4

人と都市の快適な環境をつくります

- 空調 ・給排水・衛生E宣備

空軍閥和

工・配菅

水盤彊

コー ジェ ネレ ーシ ョン

クリ ーンルーム

・プラント

プラン ト肘甚

y ステ1 . エμ ジニアリ ング

Ｍ Ｂ ・ ｷ，Ｎｦ｜ ｾ＿Ｇ Ｉ ｉＱ 多 ＢＮ υｮ ‘ ー
ゆ 呈 ｾ 一 一 ｾζ ｾ Ｑ，

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 諒22Z122官官22男512igjぷ:ir

- 情報通信段備

情岨通情ネ ァトワー ク

情岨処理

温情システム

融退システム

・電力流通股備

費宜電

架空通配電

地中道配電

官鎗種目盤肘・施工・監理

・電気陵情

費宜電 ・総蝿

勘カ ・制御種置

電車量、並道、インターホ ン

防 犯、防 虫

中央監視酬割

シス テム針轟

黒 板 ・ 掲 示 額 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L  06  (792)  585R  F A X  06  (792)  2810  

大阪市西区西本町 ! の 13の33

TEL. 06-532-0 46 1  ( 代表)

FAX.06-535- 518 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

ヨド

⑪ 匁 " 蹴 業 通 告

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

----------
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天理営業所

あ ア

勺 ・T 叩

ゅ 二. さ
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事 佐正 ! 五五
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社 三一五

1  号 六 四



Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  
特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ 二:T11)(株)副 O! l : J ! J C:

綜 式 会 事 士 工 ヌ 工 ム ピ 一

線式会事士ポリ" リス物産

本 社 : 東 京 抑 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支庖 . 大阪市中央区北浜3- 2-23( 偲愛ピル)

T  E  L06- 202・3294

-・11聞

場

一

二

工

第

第

。-" -"1- ｜｜ＯｾＭ酬の断熱用シｾ人
1あ3戸川 V  み

目Il I'.1イナ11ーシート P

目 呈 電 線 株 式 曾 批 判 開 刊 区 丸 側 汀 自 制 ( 干 代 田 ピ ル)

デンカC S Aファミリー製品

-安二. . nCSA ( 膨張 |生混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ＮＮｮ ，，ｾ，ヨニＮＮ Ｈ タラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ＮＮｮ 守 Ｓ ー音声・ＧＱＧｊｾ (建造3 切 ) コンクリート躯体の漏水補修に

・噴きニ. . nES(土質安定用意、硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニ. . nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

一

宮式業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

ｾ、

A  式株産物洋光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大阪 ( 0 6)  

120 



テトカッパー防水
奥山化工業械式吉社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル TEL 03(3571 ) 2703附 F AX03(3571 )0264 

大阪事揖所 TEL06(391) 1081 - 1同 X 06(395) 11凹 名古屋出暗所 TEL051(8川 )3660
| カッパー防水帯 ーコーパータイトオクロン防水待目

織 浜宮寮所 TEL045(310)4831 同X045(310)4765 厚 木 出 揮 所 TEL0461(1  1)  1761  FA叩461(13).1341

資料をご. . * 下さい。
埼玉宮纂踊 TEL048(774)1845 玉 城 出 張 所 TELOl 91(18)  08 78  FAXOl 91 (18)  16 14  

ｔ 告 ｾ ｾ ｓｨｵｴｴ･ｲ

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1 0 ( T Sビj レ)

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( イて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/ 嗣/岡崎/名古屋川山/大;章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ J l J 9J l

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

子支術Uつフターウヲユデ

関西国際空港エネルギーセンター景観壁工事

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( 訂C- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( $ T し)

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ 卜 ( U N  L)  

i皮桜規 絡 S小i皮 ・S大 i皮 ・Vi 皮 ・ボ ックス淡 . w ジャンボi皮 ・V デ ソキ

SVジャンポ} 皮 ・ボルトレスルーフ BL' Jt の{也

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・釜樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニターベンチレータームーパーエキソスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材) D.G.  ※カタログをニ. o'，開ドさい。

1I
1
J I シヲ! 乱暴ゆJl 跡式会祖

本 社 〒3 35 埼玉県政市塚越 5 - 12 - 2  T EL  ( 0 48)  4 4 2- 3111  

東 日 本 支 社 〒335 埼玉県政市塚越 5 - 12 - 2  T E L  ( 0 48)  4 42 - 3 l l 5  

西 日 本 支 社 〒6 6 0 兵庫県尼崎市長洲中通 3 - 24- 35 T E L  ( 06)  487 - 21 2 1  

支 庖 関東、東北、大阪、名古屋、広島、九州

工 場 熊 谷 ・束 条 ・姫 路
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軽さ・防水性能・耐久性・

経済性等で断然有利/ /

困圏

宣言イヨTこ』

鮮 や れくっきり、

屋根はいま、 新 しい表情をもった

根にも容易な施工が可能です。

不燃性と ソフ トな化粧性を合せ持ち、下

葺防水材との防水 システムの併用も相ま

って、 屋根仕上材の自信作です。

現代感覚あ ふれる超モダンな屋根か ら純

和風屋糠にいたるまであらゆる 屋根にセ

ンス良〈調和します。

三星フ ネンシ ングルは、がラ スマ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着してあります。軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持 っています。 どの様な形状の屋

T E L06 ( 443) 0431  

T EL082 (246)  8625 

T E L092( 724) 811 1  

T E L03( 5821) 7711 

車産誌，03379- 3 

〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ー 10- 5  

干 730 広島市中区西平塚町8 13 立駐広島ピノレ

〒810 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 - 4  - 35 

干 101 東 京 初 千 代 間 区 指 本 田J 3 ー 11- 13

阪

島

岡

京

大

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社v  


